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第３ 議案第26号 平成29年度久米島町一般会計補正予算（第１号）について ３p

閉会 ７p
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（午後４時00分開議）

○ 議長 幸地猛

皆さん、こんにちは。これより平成29年第

２回久米島町議会臨時会を開会します。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、２番盛本實議員、３番平

良弘光議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日５月26日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。したがって、会期は

本日の１日間に決定しました。

日程第３ 平成29年度久米島町一般会計補

正予算（第１号）について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第26号、平成29年度久米島

町一般会計補正予算（第１号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。それでは、議案第26

号、平成29年度久米島町一般会計補正予算（第

１号）の概要についてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開きください。平成29年

度久米島町一般会計予算の補正予算（第１号）

は、歳入歳出それぞれ3千万円を追加し、総

額72億4千679万7千円と定めるものでありま

す。それでは、歳入歳出の主な内容について

ご説明申し上げます。予算書の５ページと６

ページをお開き下さい。

歳入につきましては、13款、国庫支出金の

１目総務費国庫補助金で、沖縄安全対策事業

補助金として3千万円の追加となります。

続いて、歳出の主なものにつきましては、

２款、総務費の８目防災対策において、防犯

灯及び防犯カメラ等、緊急整備事業で委託料

として、262万5千円、工事請負費として2千7

48万6千円の追加計上をしております。

続いて７ページ、３款民生費の２目保育所

運営費で工事請負費、これは空調設備工事請

負費となっています。621万3千円を追加計上。

それに伴いまして、14款の予備費では632万4

千円の減額補正をするものであります。

以上が、平成29年度久米島一般会計補正予

算（第１号）の概要となっております。

平成29年５月26日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。
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○ ８番 喜久里猛議員

先ほど総務課長の方から説明をしてくれた

んですが、まだ聞き足らずがありましたので、

若干確認したいと思います。

まず一つ目が、今後のスケジュールという

ことで１日から実施設計に入ると、７月31日

２カ月で終わります。その後、設置工事とい

うことで、10月１日から始まって、翌年の２

月28日終わることになっているんですが、こ

れは沖縄県一斉に国からのぼた餅が落ちてき

たということで、一斉に工事発注すると思い

ます。単年度中ですね、ごった返すだろうと

いう説明もありました。であればこの実施設

計と、設置工事の２カ月の間はこれだけたく

さんの期間を要しますか、これ。実施設計が

できあがれば、すぐ発注できるんじゃないで

すか。とういうことですね、１つ。

それと、このＬＥＤという防犯灯が出てき

てあちこち付いているんですが、これ入札の

ときに、価格の品質の一定を仕様書とかなん

かに載っていますか、どっちかといったら大

きさね。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

ただいまの喜久里議員の質問に答えます。

期間について２カ月を要するのは、前年度、

区長会から要望がありました。こういうカ所

にやってくれということで、それに基づいて、

これがあったから今回手早くどの市町村より

早く補助金申請できたと思ってます。防犯灯

というのは、今回、新設の中で、ないところ

にはコンクリート柱を立てるものですから、

そこに支柱とか、原則は電力柱、ＮＴＴ柱に

器具を立てるということですけど、そういう

ところを安全面を調べないといけない。まさ

に、申請の資料もつくる手はずでやっていま

す。

一括交付金でやっている防犯灯の同じタイ

プでやっています。ですので、これはこの事

業のために特別調査、経済部調査会に、この

単価でいいですかということで、ＬＥＤにつ

いてはやっていますけど、この事業はこの事

業でまた同じように実施しないといけませ

ん。事業間でやらないといけないので、それ

が約一月くらいかかります。それで判定結果

として単価が設定されてきて、これの設計期

間が２カ月ぐらいかかるということです。そ

れで、特記仕様書にはメーカーはうたわれて

きます。とういうのは総合事務局でも調整し

たんですけど、パナソニック、向こうの示し

ているスペック費用では、その１社しかない

ということです。特記仕様書にパナソニック

をつかいなさいというのは記名できませんの

で、それと同等なものということでうたう予

定です。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午後４時10分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後４時13分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

今の質問にお答えします。今後のスケジュ

ールとして実設計が７月末まで、工事の実施

は10月１日からと入れていますが、これは先

ほど建設課長からもありましたようないろん

な調査とか、そういうものに時間を要するこ

とを想定して、いまあげてはいます。ただ、

それよりも早く発注できる場合には、もっと

発注時期を早めて、完了を早めるようなスケ
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ジュールに随時変えていきたいと思っていま

す。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

防犯灯については非常にいいことで、私が、

両村合併したその年度から儀間の防犯灯をな

んとかせえよと、県にも何度もお願いしてき

ました。やっと芽がふいて非常にいいことで

す。歓迎するわけですが、ただ、さっき説明

したごった返すだろうと、全県一斉にやるか

ら、であればもっと縮めてできるはずなんで

すよ、２カ月も絶対必要ないと思っている。

ということで、これはこれで置いておきます。

頑張ってください。

先ほどの規格なんですけれど、なぜこの質

問をしたかというと、実は私、儀間でね、何

かおかしいなと思ったんですよ、防犯灯、ち

ょっとやはり違うんですよ、大きさが。これ

が一括交付金のものなのか、他のものなのか

は把握してない。もし同じ工事で、こういう

規格が違うようなものだったら困るなと思う

のでその質問でした。ということです。

それと町長に聞きたい。県会議員の皆さん、

国会議員の皆さん、久米島にどんどん来て、

私は機会ある毎に、儀間のその道路だけはな

んとかせえと、県道ですし、危ないです。と

ころが町条例でもって町が負担することにな

るんですね、電気料、さっき総務課長に質問

したんだが、何で電気料を県に持たさないか

ということなんですよ。これ回答願います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

はい、お答えします。いまの県道の設置に

ついては建設課長を通して県にも何回も、私

からも要請していましたが、なかなか実現に

いたっておりません。今回この事業があると

いうことで、あえてこの県道についても、そ

の他のこれまで議会から質問あった路線等に

ついても優先してやるようにということで担

当課と調整させています。

維持管理等については、今回の事業におい

ては、それぞれの自治体がということになり

ますので、これ県が負担というのはちょっと

ハードルが高いかなと思います。他の面につ

いては県がやるべきものは県が持っています

ので、これに関しては自治体の負担になるか

と思います。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

このタイプは23、4年ぐらいに別事業で入

れているのもあると聞きました。この一括交

付金で24年発注されて25年から設置してます

が、そのときは岩崎というメーカーで、これ

は聞いたところによると役場の前で照度も測

ってその器具を選定したと思います。26年に、

その25年に設置した防犯灯が40基ぐらい不具

合が出ました。40基ぐらい不具合が出て、そ

の器具の中に安定機が入っているんでが、水

が入っていて、これどうにかできないかとい

うことで岩崎メーカーとしては、ＬＥＤの器

具の型枠は出来上がっているので変更できな

いと。じゃあうちではできませんということ

で、あちこち調査かけたら同じタイプでパナ

ソニックがありましたので、26年からパナソ

ニックに変えています。事業違いというのと、

器具の不安定さがあって、検証して変えたと

いうことです。
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○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

１点だけですが、保育所の空調の補修工事

なんですが、これはどこの保育所なのかとい

うことと、発注時期をいつにするのかという

こと。621万3千円という金額が出ているんで

すが、その積算根拠がどうなのかというもの

と、契約形態、入札にするのか、随契にする

のか、その４点についてお聞きします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの盛本議員の質問にお答えしま

す。保育所は仲泊の阿里にあるそらなみ保育

園になります。発注の時期なんですが、これ

はこの補正が、本格的な暑さが来る前にとい

うことで、この補正に上程していますので、

早目に発注したいと思っています。

単価については３社見積もりをとって、こ

の見積額で補正額を計上しております。３社

で入札というふうに考えております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

再度見積もりをとって契約、基本的には随

意契約になるのかな。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

見積もりをとって、また、入札ということ

です。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

この３社見積もりをとったと思うんです

が、この３社は島内、島外いずれか。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午後４時20分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後４時21分）

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

島内の３社になります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

この保育所の工事請負費の621万3千円、こ

れ予備費が減になっているんですが、予備費

から充当したというふうに考えてよろしいで

すか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。財源につ

いては予備費からの充当となっています。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第26号、平成29年度久米島

町一般会計補正予算（第１号）についてを採

決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。
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（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第26号、平成

29年度久米島町一般会計補正予算（第１号）

については原案のとおり可決されました。

○ 議長 幸地猛

以上で本臨時議会に付議されました事件は

全て終了しました。

これで平成29年第２回久米島町議会臨時会

を閉会いたします。

お疲れ様でした。

（閉会 午後４時23分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛

署名議員（議席番号２番） 盛 本 實

署名議員（議席番号３番） 平 良 弘 光
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第３回久米島町議会定例会

１日目

６月14日
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（午前 10時05分 開議）

○ 議長 幸地猛

これより会議を開きます。その前に故大田

昌秀さん亡くなられたことに対して町長の方

から黙祷がありますので、よろしくお願いし

ます。

○ 町長 大田治雄

それでは大田昌秀先生のこれまでのいろん

な功績に対して、そして今回お悔やみを申す

意味でも一分間の黙祷をお願いしたいと思い

ます。

（黙祷）

はい、直れ、ありがとうございました。

○ 議長 幸地猛

ありがとうございました。

休憩します。（午前10時07分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時09分）

おはようございます。日程に入る前に報告

があります。総務課長の方からよろしくお願

いします。

○ 議長 幸地猛

総務課長儀間由紀。

○ 総務課長 儀間由紀

本日の議会の町幹部の出席についてご報告

したします。本日、空港管理事務所長、今日

の一便の飛行機が空港内で接触事故を起こし

まして、その事故処理のため、本日の議会は

欠席させていただきます。

また博物館長、ただいま出席しております

が、私用のため途中退席を許可していただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。

○ 議長 幸地猛

平良朝春事務局長。

○ 事務局長 平良朝春

お知らせします。議場での携帯電話の取り

扱いですけど、議会中にはマナーモードか電

源を切るようによろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

それでは日程に入る前に報告いたします。

本日区長会８名、民生員２名、計10名の議会

傍聴の申し出がありましたので許可しまし

た。

ただいまから平成29年第３回久米島町議会

定例会を開会します。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配

布したとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、４番崎村正明議員、５番

吉永浩議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日６月14日から６月

19日の４日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

６月14日と６月19日の４日間に決定しまし

た。

日程第３ 議長諸般の報告
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○ 議長 幸地猛

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成29年３月から５月末日まで、私が出席

しました会議等の内容をお手元に配布してあ

りますので、ご覧になっていただきたいと思

います。

例月現金出納検査報告については、地方自

治法第235条の２第３項の規定により、平成2

9年２月から４月分の例月現金出納検査報告

が提出されております。議会事務局に配置し

閲覧できるようにしてあります。

次に、町長から平成29年３月以降の町政一

般報告書が別紙のとおりありましたので、お

手元に配布してあります。朗読は省略いたし

ます。

これで諸般の報告を終わります。

日程第４ 一般質問

○ 議長 幸地猛

日程第４、ただいまから一般質問を行いま

す。一般質問の時間は、会議規則第56条第１

項の規定によって、これまでどおり30分以内

とします。なお質問は質問席から総括質問の

あと再質問を一問一答方式で行います。質問

者も答弁者も簡潔明瞭にお願いいたします。

それでは順次発言を許します。

12番翁長学議員の発言を許します。

（翁長学議員登壇）

○ 12番 翁長学議員

おはようございます。12番翁長です。私は

２点質問させていただきます。まずはじめに、

町職員の専門職の採用を伺いたい。現在、本

町には、獣医師が２名います。１名は開業医、

１名は共済獣医で、今後、畜産が伸びると思

われる。獣医師は、各地で不足と言われてい

る。将来の事を考えて行政で獣医師の採用を。

２点目、那覇－久米島間の航空機の遅延に

ついて、町民の声として質問いたします。最

近、飛行機の遅延が多いと言われました。久

米島町も琉球エアコミューターの株主である

ので、会社側に助言が必要ではないか。２問

伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。ただいまの１番翁長

学議員の２つの質問についてお答えいたしま

す。まず１点目、町職員の専門職の採用、こ

の件に関しましては、合併前は、両村共に獣

医を採用していましたが、合併後の採用はな

く、現在１名の開業医と、１名の共済獣医の

２名態勢で町の畜産業を支えております。町

の定員管理の観点から、正職員としての獣医

の採用は難しいですが、他市町村同様、一般

任期付職員として獣医の採用を、将来に向け

て検討していきたいと思っております。しか

し、産業動物専門の獣医が全国的に不足して

いる状況化での自治体単独の獣医の確保は非

常に困難であることが報告されております。

続きまして、２点目の那覇－久米島間の航

空便の遅延について、去る５月24日琉球エア

コミューター株式会社取締役会において、原

因についての説明と改善を求めたところであ

ります。遅延の主な要因として、午後におけ

る那覇空港の管制混雑によるものが大きいと

言われております。同時間帯に運航するＲＡ

Ｃ879便、880便が影響を受けております。今

後における遅延の改善策として、879便に使

用する機材の到着時間と出発時間の間隔を拡
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大するダイヤの見直しを行い、定時出発性の

確保を図っていくとの説明がありましたの

で、ダイヤ見直しの早期実行を求めてまいり

たいと思っております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

再質問させていただきます。まずはじめに

現在の畜産関係の状況をちょっと説明したい

と思います。現在、畜産においては行政の力

を借り、そして農家独自の自家保留牛でだい

ぶ母牛の方も増頭してきております。最近、

いろいろニュース等でも、この獣医師学科の

新設でだいぶ何か話が盛り上がっています。

私がこの質問した同時に、この問題が出てい

て、獣医に関してはやっぱり世間もちょっと

気になっているところがあると思います。

本町においては現在開業医１名、共済獣医

１名という２名態勢で診療を行っておりま

す。しかし開業医においては私用で島を出る

とか、用事があって往診ができないときはも

う休んでしまいます。しかし共済獣医は１名

の医師が休むと沖縄本島から変わりにやって

来ます。やはり１人で開業獣医がいないと１

人で開業すると、やっぱり限度があるという

ことも最近出てきております。そこで私が質

問した町としての専門的な職務ということ

で、獣医の確保ということで質問させていた

だきました。これに対して今の状況というの

は町長この畜産関係のこの獣医に関してもう

一度、町長の考えを聞かせていただきたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、まずは当時合併前は具志

川村にも村採用の職員がいました。彼につい

ては家庭の事情等があって、ふるさとに帰っ

ておりましたが、その後共済組合といろいろ

やり取りして、共済獣医の派遣をということ

で当時要請したのが今の態勢になっておりま

す。今後においてもできたら島出身の獣医が

いらっしゃるのが一番のぞましいんですが、

今現実として大城獣医においてもかなり高齢

の方になってきましたので、今後に対しては

なんだかの策は取るべきと思っています。そ

のへんも今後また共済獣医が２人派遣できる

かどうかとか、また他に募集ができるような

環境に整えることができるかどうか、そのへ

んも総合的に判断しながら対応していきたい

と考えております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

いま共済獣医、もし開業医が間に合わなけ

れば今後２名態勢も考えていくと今お答えい

ただきました。

産業振興課長に伺います。この２名態勢に

要望した場合、共済組合側とこの２名態勢の

のやり取りとか、やった経緯ありますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいまの翁長議員の質問にお答えしま

す。まず現在の状況翁長議員からご説明あり

ましたが、現在共済組合から１名派遣されて

おります。その中で現状としまして例えば４

月は970頭１名で診療し、１日約31頭診療し

たことになりますと、31頭の牛舎を移動しま



- 14 -

すとやはりものすごく多忙で大変な業務量と

いうことをお伺いしています。これが沖縄本

島の獣医の約1.5倍の業務量にあたる報告を

受けております。さらに沖縄県農業共済組合

で獣医を採用しても２、３カ月で沖縄の場合

は辞めて帰って行くという報告も受けており

ます。そういうこともございますので、農家

も翁長議員がおっしゃるとおり獣医に夜間診

療とかいろいろお願いもしたいんですが、遠

慮している部分がかなりあるという報告を受

けております。その中で共済組合と話をした

ことがあるかということの質問でしたが、共

済の担当と獣医直接２人産業振興課の中に机

かまえておりますので、そういう話し合いを

彼らとやった場合は、ぜひとも今後テーブル

１つにして進めていって欲しいという要望も

受けております。その場合また現在派遣され

ている獣医の人件費の約２分の１は町が負担

しておりますので、このへんも今後財政も含

めての話になりますので、やはり今の獣医の

業務量を考えていきますと、早期にそのへん

はテーブルに乗せて、話し合いの場を持って

いきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

ただいま課長の方から、やはり現在の共済

獣医の仕事量が負担がきているということ

で、課長の方もやはり共済獣医と産業振興課

内に事務方があるということで、いろいろ情

報交換をやっていると思います。やはり現場

の状況を伺いながら、ぜひどういった対応が

取れるかを、話し合っていただきたいと思い

ます。

そして現在、久米島1,900頭余り、やがて2,

000頭近くまでいくと思いますが、その中で

やはり牛の病気等が短期間に発生し、そのと

きの獣医の対応がすごい、てんてこ舞いした

という過去の例がありますので、ぜひ町とし

ても専門的な獣医職を早目に現実を帯びるよ

うに計画を立てていだだきたいと思います。

答弁の内容の中で、ちょっとわからない文

言があったんで伺います。答弁の中で一般任

期付けの職員採用と言っておりますが、この

一般的職員採用というのはどういう内容か、

ちょっと教えていただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ただいまの質問にお答えいたします。地方

公務員法上、普通の職員とそれから特別に期

間を定めたり、あとは特別な技術がある方と

いう任期付きで期間を定めて採用できる制度

がございます。全国の他の市町村の例を見て

みますとやはり獣医ですとか、そういった専

門的な職にある方については特別の任期付

き、もしくは一般の任期付きの職員の採用を

しているのが現状でございます。それで町も

将来的に獣医を採用するのであれば、他の市

町村にならって任期付きの職員としての採用

を計画したいとそういうことです。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

今、一般の任期付き職員の説明を受けたん

ですが、やはり短期間の採用ということにな

りますよね、この任期付きということは条件

付きで。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。
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○ 総務課長 儀間由紀

採用された日から最長５年を超えない範囲

ということには一応規定ではなっております

が、その他に、いない場合とかというのは延

長もあり得る制度だと理解しています。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

そうですね、短期的に採用してしますと、

またこれがずるずると獣医がいなくなる可能

性もあります。もしくは本当に任期付きの採

用ではなく、町として獣医師を確保するには

やはり腰を付いて、長い目で採用というのが

一番ふさわしいと私は考えます。しっかりと

行政側が獣医師を養成できれば、その方が開

業したいと久米島で腰を据えたいと開業しよ

うとしたら、そのときもやはり長い間行政で

こういう業務職を続けて各診療回って力付け

ば本人の今、仮定です、その方がやると言え

ば開業医ということの独立も考えられると思

います。

そして今、前村基金などで、いろいろ大学

進学とか、専門職に行くという場合いろいろ

行政として教育費として捻出しております。

こういうのも久米島高校魅力化の中で、特に

園芸科ということで集中的に行っています

が、高校に対して畜産関係に進む子どもたち

のそういう指導も町としてやっていく必要が

あるんじゃないかと思いますが、町長どうで

しょうか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

今のご意見も、参考にしながら、今後そう

いう道で、もし今後島の子たちが、そういう

専門職の希望があるようでしたら、それもま

たいま言うようなかたちで推進すべきと思っ

ております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

いま畜産に関しては久米島高校からも、県

立農大の方に畜産の専門に進む子どもたちが

でております。最近、畜産に関して、すごく

注目を浴びていて、だいぶ農大の方も狭き門

になっているみたいですね。久米島高校から

受験しても本当に１名、２名あたるかあたら

ないかという狭き門であります。それもまた

先ほどから私が質問しております町として獣

医師を、ぜひ養成できるような態勢を、ぜひ

作っていただきたいと思います。再度、町長、

答弁いただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

いま議員がおっしゃるような目的が達成で

きるように、行政としてもバックアップして

いきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

獣医師に関しては、これで質問を終わりた

いと思います。

続きまして那覇久米島間の航空機の遅延に

ついてですが、最近、私の方もけっこう那覇

の方行き来し町長ともよく飛行機の中で合い

ます。しかしながら時間がある会合に関して、

遅刻とか多くて、たまにはもう行っても間に

合わない、行かないときもあります。そこで、

今、私が言いました遅延に関しての会社側に、
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町長の答弁の中でいろいろと質問を答弁して

いただきましたが、今この機種の入れ替えの

時期でもありますよね、その機種の入れ替え

は順調にいっているんでしょうか。その点、

伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。いまエア

コミューターが保有している飛行機が５機あ

りまして、その内の４機は最近の新型機50人

乗りですね、４機はもう変えてあります。残

りの旧50人の型がありますね１台。それが今

年度中に更新するということで、予定されて

おります。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

いま順調に更新はいっているとは思うんで

すが、その中で沖縄県は観光客がどんどん増

えてきております。以前から２社態勢の運行

をずっと一般質問の中で出てきております。

１社態勢があるためにこういう会社側のちょ

っとした認識というか、１社だからという過

信して、遅延関係にも考えられるというのは

ですね、島民からとってはそう思われがちで

す。天気がいい日にも欠航することもありま

す。やはりこういうの会社側の努力できれい

に整備し、ちょっとの天候でも運行できるよ

うな態勢をとっていただきたいと思うんです

が、今度このＲＡＣに関して、今の現状プラ

ス将来を見込んで会社側としてはこの保有機

を随時追加していくという考えを聞いたこと

がありますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私もこのＲＡＣの役員には入っております

が、常々会合の時に言っているのは、私はこ

れまでのジェット便を朝昼晩飛ばして、中に

50人乗りを挟んでほしいという提案をずっと

やっております。ただこれが問題なのがＪＡ

Ｌの経営不振で、国の管理下にＪＡＬがある

ためですね、それがあと２年ぐらいしたら解

除されるということがあって、それから子会

社のＪＴＡグループも機種を増やすとか可能

になるということを聞いております。その時

期までは今の態勢になると思うんですが、そ

の後においては今私が言ったような朝昼晩ジ

ェット飛ばして、中に50人乗りを挟むという

ようなことが、一番、理想的かなと思ってい

ます。今後においてもその要望はずっとやっ

ていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

要望は、その度にやっていただきたいと思

います。商工観光課長にちょっと伺います。

この飛行機の遅延に関して観光客等からのク

レーム等とか、そういうのは役場等にないで

すか。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

飛行機の遅延に関しましては観光客からは

直接的にクレーム等はございませんが、ただ

一つ不便な点が生じております。飛行機の到

着時間に合わせて町営バスが空港発車してお

りますが、遅延することによってバスは定時

運行という原則がありますので、定時に発車
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するということで、次のバスまで空港で待機

する、もしくはタクシーで移動するというこ

とで、そういったバスの対応については観光

協会通じて要望はございます。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

私が、次に聞こうとした質問が課長の方か

ら返ってきました。飛行機が遅れてしますと

遅いときは８時とか、最終便が８時、９時と

かになります。そうするとさっき課長が言わ

れたバスもない、たまにはタクシーもないと、

そういうときの確保も大変観光客は不自由を

していると思います。こういうところでやは

り島外から来る皆さんに不快感を与える所も

ありますので、この飛行機の遅延に関しては

島民、そして各会社関係もそうだと思います。

沖縄本島へ行って契約時間がある、そして沖

縄本島から出張員が久米島へ来ます。そのと

きの時間帯のずれで上手くいかなかった、そ

して遅延したお陰で、次の便にも乗れない、

よっぽどの行事があって本当に行きたいとき

にも乗れない。そういうところも支障をきた

しておりますので、このＲＡＣの遅延に関し

ては再度役員であります町長、町としてもも

う一度会社側に強く提言をする必要があると

思いますので、最後に町長の答弁をいただき

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほどの一次答弁でも申し上げましたが、

５月の24日ちょうど皆さまからの一般質問の

通告が事務局で受けた日であります。早速、

私、それを持って役員会臨みました。皆さん

の前で読み上げました。こういうことが過去

から何回もあるのに、まだまだ危機感がなっ

ていないよということで、強く申し入れてお

りますので、今後においても厳しく、それは

指摘もしていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

私の質問はこれで終わりたいと思います。

（翁長学議員降壇）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時29分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時30分）

これで12番翁長学議員の一般質問を終わり

ます。

次に、３番平良弘光議員の発言を許します。

（平良弘光議員登壇）

○ ３番 平良弘光議員

それでは私の方から５点ほど質問をしたい

と思います。まず１点目については、久米島

マラソンについてと、これは以前から久米島

一周マラソンコースへの変更はできないかと

いうことですね。これについては真謝のてぃ

ーだ橋からみる景観をいかすために、時計回

りのコースに設定して、再認識することはで

きないかということです。

次、２点目に、業務の集約についてと、こ

れについては体育協会、スポーツ施設管理、

各種大会運営業務を集約することが出来ない

かについて伺いたいと思います。

続いて、３点目、パークゴルフ場の使用料

金についてと、これについては障害者割引等

の料金設定は出来ないか伺います。

続いて、４点目、学童保育について、これ
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については子育て世代の人が安心して働ける

環境づくりの中で最優先事項だと思います。

これについては平成29年度の取り組みについ

て伺います。

続いて、５点目、負担金の支援について、

これにつきましては、宇江城集落、島尻集落

において、平成33年度を目処にＮＨＫの共同

アンテナの大がかりな改修工事が予定されて

います。これについて町から負担金について

支援をすることができないか、伺いたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

３番平良弘光議員の質問にお答えいたしま

す。まず１点目、久米島マラソンについて、

久米島一周マラソンは、平成元年から平成14

年まで開催しておりますが、大会参加者数が

伸び悩み、平成14年の大会が744名に減少し

たことから、さらに具志川、仲里両村の合併

記念として、平成15年にフルマラソン及びハ

ーフマラソンを導入し、「久米島マラソン」

としてリニューアルした経緯があります。マ

ラソンは、人気の高いスポーツともあって、

初回参加者が1,404名と大幅に増え、以降も1,

500名前後で推移しております。右回りの一

周マラソンへの検討にあたり想定されるの

が、コース上の交差点において全面的な交通

規制を行なう必要があることから空港方面へ

の交通に影響が出ること、さらに高低差の大

きい坂道が約12キロ続くことから集客力への

影響が懸念されます。変更については、久米

島マラソン参加者の今後の動向を見ながら、

関係者の意見や参加者アンケートも交えなが

ら可能性について検討したいと思っておりま

す。

続きまして、２点目の業務の集約について、

現在、社会体育は教育課、スポーツコンベン

ションやその他イベントは商工観光課が担っ

ております。以前より組織運営の課題の一つ

として、スポーツイベントを含めた各種イベ

ントの整理・一元化を議論してきており、今

後も効率的な行政運営の観点から検討を進め

ていく方針であります。スポーツ関連施設の

管理については、指定管理などの民間委託の

推進を検討しております。

３番目のパークゴルフ場の使用料金につい

て、現在、パークゴルフ場の利用料金につい

ては、障害者割引は設定されておらず、他の

パークゴルフ場においても設定されておりま

せん。障害者割引については、今年度に新設

される新しい９ホールの利用料金を含め検討

をしたいと思っております。

続きまして、４点目の学童保育について、

本町では、学童保育は実施しておりませんが、

ニーズがありますので子どもたちが安心・安

全に活動できる拠点としての学童保育は必要

であることから久米島町子ども子育て会議に

諮問し、早期開所に向けて取り組んでまいり

ます。

続きまして、負担金の支援について、テレ

ビ等の難聴地域解消については、行政として

支援する必要があると考えておりますので、

両集落及び関係者と支援内容等について検討

を進めてまいりたいと思っております。以上

であります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。
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○ ３番 平良弘光議員

では一週マラソンについて再質問を行いま

す。私も４カ年連続で北原のオリックスレン

タカー前で役員をしてきました。そこで選手

の走りを見ると本当に勝負を意識して走って

いるのはおそらく上位の一桁台の数字の選手

だけですね、あとはほとんど徒歩で通過して

行っています。その光景を見ると本当にこれ

マラソン大会として個人的に客観的な立場か

ら見ると疑問符がつくんではないかというふ

うに思っています。

また最近、異常気象のせいか気温が高く選

手のコンディションが大変厳しい状況が続い

ています。そこで距離を短縮して先程来、話

をした真謝のてぃーだ橋の景観を視野に入れ

ることで選手が癒されるコース設定をして、

以前の久米島一週マラソンへの変更も考えて

いいのではないかと思います。ここで町長も

大会実行委員長として３カ年間ですか、マラ

ソンを見守ってきた中において、町長から見

るマラソンの評価がどんなもんか、町長の意

見をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほどの一時答弁でも申し上げましたが、

参加人数の問題で、従来あった一週マラソン

では、やっぱり阿嘉の坂の問題とかいろいろ

ありまして、また今ありましたとおり、やっ

ぱり空港との交通の問題等もあります。これ

は警察の許可を得るにはいろんな条件があり

ますので、そのへんもこれまで検討した中で

今のコース設定になっておると思います。そ

してマスターズの主催にもありますとおり５

歳刻み男女別の５歳刻みの表彰規定等もあっ

てやっぱり５キロ、10キロ、ハーフとフルと

いう種目の中で、それぞれに目標をおいて参

加しているのも現状ですので、今後において

も先ほどあったとおり、いろんな聞き取り調

査アンケート調査をしながら判断の材料とし

ていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

確かにマラソンのコース変更については、

すぐにできるものではありません、先ほど町

長から今も答弁がありましたが、関係者選手

の意見等を参考にしながら議論をする必要が

あるにではないかと思います。

続いて、同じく、この一周マラソンの役員

についてなんですが、これも実際役員をして

いて実際に起こったことなんですが、確か２

年ぐらい前の大会ですかね、オリックスレン

タカー前で役員をしていて、このレンタカー

前については４カ所の路地があって本来でし

たら役員４名を配置して管理すべきなんです

が、当時、役員が２人しかいなくて２カ所の

路地については役員が立って、あと２カ所は

カラーコーンを設置して選手を誘導してきま

した。ところがこれはおそらく３位で来た選

手ですかね、本来、右折をしてオリックスレ

ンタカーからミーフガー方面へ行くコースな

んですが、この選手がカラーコーンを飛び越

えて、空港方面へ行ってしまったんですよ。

このときに、この選手に対しては肉体的及び

精神的ダメージを与えてしまいました。もし

このトラブルがなければ、この選手が後半、

優勝争いに加わっていたかもしれません。本

当に久米島マラソンの印象を悪くしたことに

対して、あれは今でも忘れることができませ
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ん。役員の確保については、再度その必要性

を区長会等で説明をして、万全の態勢で運営

にあたってもらいたいと思います。これにつ

いても区長会あたりで、大会の実行委員長で

ある町長の方から重々説明をして役員の確保

にあたる必要はあると思います。これについ

て町長の方から、もう一度お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

今のコースを間違えたという話は初めて聞

きましたが、そういうことがないように、た

だ問題なのは、どんどん人口減少のもとで各

地域からのボランティアの確保が非常に他の

行事においても難しくなっております。その

へんも考慮して、例えば表示の仕方を変える

とか、石灰で矢印を付けて方向を指すとか、

そういうことも可能と思いますので、もう少

し工夫をしながら、その役員の確保について

は意見交換しながら決定したいと思っており

ます。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

今現在、役員を募集して区長から大会事務

局へ資料を出すということなんですが、その

役員に対して、このコースの内容の警備の仕

方についての説明が、今たぶん行われていな

いと思います。次回から、この役員に対して

十分説明をして役割を果たしてもらいたいと

いうふうに思っています。

マラソンについての質問は、これで終わり

ます。続いて、業務の集約についての再質問

を行います。先ほど町長から答弁がありまし

たが、この組織運営を見直すことにより、今、

久米島町が進めている第二次久米島町総合計

画の完全履行に向けた取り組みが強化される

ことと、職員の事務分掌が効率的に行われる

ものと考えます。また現在問題になっている

働く人のストレス解消をしようと国が進めて

いる働き方改革にも繋げていけるのではない

かと思います。先ほどの答弁の中に行政運営

の観点から検討を進めていく方針であるとあ

りましたが、今後の流れについて町長の再度

決意をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

今議員から質問あったとおり、いろんなか

たちで検討をする余地があると思います。す

ぐできるものについては、すぐ解決するよう

な方向で、そしてもっと関係団体と協議すべ

きものもたくさんありますので、担当課を中

心に意見交換をしながら改善を目指して頑張

っていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

では続きまして、パークゴルフ場の料金設

定について伺います。今いろいろ調べてみる

と、例えばテニス場を例にすると障害者と共

に付き添い及び介助者に対しても割引制度が

儲けられています。そのへんのところも踏ま

えて今後のかたちがどうなるか、これは直接

障害者の方から電話があって、問題出してい

るんですが、ぜひお願いが叶うようなかたち

で進めていきたいと思います。これについて

環境保全課、保久村課長お願いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課。
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○ 環境保全課 保久村学

パークゴルフ場につきまして、障害者割引

の設定がなくて、パークゴルフ場に確認した

ところ、島外の方が一名その割引がないかと

いう問い合わせはあったそうです。割引につ

きましては、今年度新しく９ホールの設置を

していますので、その料金設定等を踏まえて

また一緒にそういった割引についても検討を

していきたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

ぜひ実現するようにお願いします。

続きまして、次の負担金の支援についての

再質問を行います。本来この共同アンテナの

改修工事については、平成31年を予定してい

ました。しかしながら両集落とも予算が厳し

いということで予算の目処がないまま取り敢

えずは平成33年に先延ばしをしています。本

来この情報通信の基盤整備については行政が

行うべきことだと思ってます。現在の施設に

ついては40年が経過をして老朽化が目立ち台

風が襲来する度に集落とあるいは個人が多額

の修繕費の出費が強いられています。今回の

改修工事については約４項目に区分されて整

備計画が出ています。その中の光ケーブルの

敷設と既存の施設の撤去については、ぜひ行

政の方で支援いただきたいと思っています。

これについては早めに両集落の関係者を集め

て。平成33年度に向けての費用負担の区分が

どうなるか早めに決めてもらって両集落の区

長へ報告してもらいたいと思います。この２

点については企画財政課長お願いします。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。答弁に

ついては町長から答弁があったとおりであり

ますが、この支援内容については、関係団体

と調整してまいりたいと思います。

先ほど33年度ということがあったんです

が、今話聞いていると、維持管理経費も非常

にかかっているという報告を受けていますの

で、これをもっと早めにできないかを含めて

調整していきたいと思いますので、よろしく

お願いします。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

今の行政の方は早目に設置したいという話

がありました。先だってＮＨＫの方へ確認す

ると32年までは工事が計画入っているという

ことで今のところ早くても予定通り33年にな

るのかなというふうに思っています。ぜひこ

れできれば集落としても早めにしていく方針

でＮＨＫとも調整はしていきたいと思ってい

ます。一つ今後また行政からの支援をよろし

くお願いしまして、私の質問を終わります。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前 時 分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前 時 分）

平良議員学童保育の再質問ないんですが、

なしで…。

休憩します。（午前 時 分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前 時 分）

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員
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では私の方から学童保育について再質問を

行いたいと思います。先ほどの答弁の中にお

いて、子育て会議に諮問し早めに解決に向け

て取り組むという答弁がありました。これを

聞いていると、過去にもこの質問があった中

において、また後戻りしているのではないか

というふうに個人的には思っています。これ

からすると、これは直ぐには解決できない問

題だと思っています。学童保育の固定概念に

拘らず家庭で預かりをできないかということ

について、学童保育の設置するにあたりいろ

んな資格がでてくると思うんですが、この家

庭で預かることができないかということにつ

いて法律的にもいろいろあると思うんです

が、福祉課長、そのへんの可能性についてお

願いします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの平良弘光議員の質疑にお答えい

たします。学童に関しましては、実施主体の

整備と運営基準等があります。これは国が省

庁で基準を定めて市町村で条例を制定するこ

とになります。従うべき基準としては職員の

数とその職の資格等になります。これは学童

を行う場合には一つの単位としては、構成す

る児童の数は概ね40名以下で放課後児童支援

員の資格を有する２人以上となっています。

この放課後児童支援員の資格は保育士、社会

福祉士等が都道府県認定資格研修事業ガイド

ラインに基づき、都道府県知事が行う研修を

修了したものでなければならないとされてま

す。そういった基準があって、あと参考にす

る基準とかで８項目ぐらいの基準があります

が、その基準が満たされれば離島地域では10

名以下での実施もされているということであ

ります。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

今答弁してもらいましたが、確かに法律的

に考えると厳しい部分があるということなん

ですが、取り敢えずこのことについてはまた

新しい方策がないか、検討していきながら学

童保育に変わるかたちでの預かりができない

かということも検討していっていただきたい

と思います。これで私の質問を終わります。

（平良弘光議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで３番平良弘光議員の一般質問を終わ

ります。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時47分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時49分）

先ほど平良弘光議員の一問、学童保育につ

いての再質問が抜けていましたが、本人の質

問終了後、議長発議で指名しましたので、皆

さんご了解を願いたいと思っています。

次に５番吉永浩議員の発言を許します。

（吉永浩議員登壇）

○ ５番 吉永浩議員

はい、吉永浩です。通告に従いまして、５

点質問します。１つ目、町職員に対するスト

レスチェックの実施状況について、行政サー

ビスの要は職員、その職員が最大限能力を発

揮するには健康が大切であると考えます。心

の健康を守る為のストレスチェックの結果

と、その後の対応を伺います。

２つ目、幼稚園統廃合後の保護者へのアン
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ケート結果について、幼稚園統廃合後、保護

者へアンケートをしていると思いますが、そ

の結果とその後の対応についてお伺いしま

す。

３つ目、アルコール健康障害対策について、

町として今後どの様に対策を考えているの

か、町長の見解を伺います。

４つ目、ふれあい公園のごみの管理につい

て、遊具ができ、子育て環境充実に進展があ

ります。一方、ごみが散乱している状況にあ

ります。現状対策は、考えているかお伺いし

ます。

５つ目、庁舎内、カウンターのバリアフリ

ー化について、以前にも同僚議員からありま

したが、障害者や高齢者が活用しやすいまち

づくりとして、カウンターのバリアフリー化

について、進展はあるのか伺います。以上お

願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

５番の吉永浩議員の質問にお答えします。

まず１つ目に、町職員に対するストレスチェ

ックの実施状況について、平成28年度に職員

のストレスチェックを実施する予定でした

が、産業医の確保ができなかったため、年度

内に実施することができませんでした。今年

度ようやく産業医確保の目途が立ったため、

今月中にストレスチェックを実施する予定で

あります。ストレスチェック結果のフィード

バック態勢としては、産業医による面談のほ

か、産業医以外の相談窓口の紹介やカウンセ

ラー派遣による相談機会の設定も計画してお

ります。

次に３番目の質問に移ります。アルコール

健康障害対策について、アルコール健康障害

対策については、平成28年５月に国において

アルコール健康障害対策推進計画が策定さ

れ、都道府県においても同計画を策定するよ

う努めなければならないとされていることか

ら沖縄県においても本年度に計画策定を進め

ているとのことであります。国の計画におい

ては、アルコール関連問題の相談支援を精神

保健福祉センターや保健所等が中心として行

うこととなっているので、南部保健所等と連

携して取り組んでいきたいと考えておりま

す。

ふれあい公園のごみの管理について、ふれ

あい公園の遊具設置後、利用者によるごみの

ポイ捨て、遊具の危険使用等のマナーの悪さ

が目立っております。遊具周辺については、

清掃員がふれあい公園トイレ清掃時にごみ拾

いを行っております。また、ポイ捨て禁止や

危険な遊び方注意の看板を設置、ＦＭラジオ

等で呼びかけを行っています。

最後の庁舎内カウンターのバリアフリー化

について、現在、仲里庁舎の改修工事を計画

しており、今年度は改修工事の設計を委託す

る予定であります。カウンターのバリアフリ

ー化についても庁舎改修の一環として計画に

含めて検討していく予定であります。以上で

あります。１問については教育長より答弁を

お願いします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

吉永浩議員のご質問、幼稚園統廃合後、保
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護者へのアンケートの結果とその後の対応に

ついてお答えいたします。町教育委員会は幼

稚園の統廃合を実施後、年度末の今年３月に、

一年間の幼稚園保育等の成果と課題を把握

し、今後の保育活動の計画及び改善等への参

考とするために、幼稚園教諭への調査と合わ

せて、園児の保護者の皆様にアンケートを実

施いたしました｡

アンケート項目は、１つ目に学びの内容が

増え切磋琢磨し個性や能力を伸ばせる教育効

果。

２つ目に幼稚園生活や保育活動中における

安全性。

３つ目に園行事のあり方など、各説明会で

示した予想される成果と課題及び保護者の意

見を書いて頂きました｡

アンケート実施後の対応につきましては､

結果の集計を行い、３月末に町のホームペー

ジで公表をしております｡仲里幼稚園､清水幼

稚園の保護者及び教諭のアンケート結果を受

け、その成果と課題等を踏まえ、今年度の幼

稚園運営や保育活動の支援に生かしてまいり

たいと考えております｡

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

再質問していきたいと思います。まずスト

レスチェック制度の件に関してですが、お手

元の方に②と書いてある新聞のコピーちょっ

と見えにくいんですがあると思います。こち

らの方に山本さんが言っている、全県的視点

で調査必要というところでありますけど、こ

の中に全部は読みませんが、労働者50名以上

の事業所でストレスチェック及び面接指導を

実施することが、2015年12月１日から義務化

されているというところをまず抑えてもらい

たいです。これは平成27年の12月議会でも質

問したことですので、わかるかと思います。

その結果で必要に応じて、この業務の軽減そ

して職場環境の改善を行ってメンタルヘルス

の不調を未然に防ぐことが、この主旨である

ということになります。

裏の方をご覧ください。これが今年の状況

を調べているところなんですが、一日の大半

を過ごす職場での健康づくりがまず需要だと

いうところと、そして働く人の心の健康は全

国的に課題になっていますが、仕事のストレ

スが原因で鬱病等の精神障害になって労災を

受ける方が、いま増加傾向です。

そして下の方にいきますと、今や職場の健

康問題の半分は心に関するものだというとこ

ろと健康経営、これは行政も注目していると

いうような状況がいま一番直近だと思いま

す。またこの制度が始まって実際義務化され

て１年ではありますが、県内でも８割、９割

の事業所がやっているというところです。

そしていま最初の答弁にありましたが、平

成28年度にまず、やらなかった、やれなかた

という理由はいろいろあると思います。これ

に関して沖縄労働局に確認しましたら、やっ

ぱり労働安全衛生法上これは義務違反のなる

ということになると思います。

この点に関してまず、この責任者はもちろ

ん久米島町長そして各部局の執行部の長です

ので、課長の皆さんになると思います。これ

は町の財産である職員の健康を守るというと

ころの観点からあると思いますが、まずでき

ていないというところで、町長、答弁お願い

します。
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○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。今、議員

がおっしゃるとおり、法改正があって実施す

べきものでありますが、先ほどの答弁にあり

ますとおり、その専門医の先生の確保ができ

なかったというのがまずの理由であります

が、その他として、私はいつも庁議とか今、

ちょうど職務会議をやっているさなかです

が、その中で特に新人の職員なんか、とにか

く１人で問題を抱えるんじゃなくして、横の

先輩、後輩一緒に問題解決に向けて相談すべ

きのはやりなさいよという指示は、今でもや

っています。これは朝礼の時等もそういうこ

とは言っております。そういうことをやりな

がら今専門的な先生が必要ですので、これか

らも注意してそれは実施するように努力して

いきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

そういった配慮も職員にやっているという

ことなんですが、これは新人だけじゃなくて

雇用形態も正規職員から、もちろん任期付き

というか、非正規の職員まで含めて対象にな

る制度です。それでやらなかった、産業医が

いなかったというのはこれはわかりました。

であれば代外案として、さっき町長が言った

みたいに、やったのか、それは総務課長に確

認します。それ以外の方法でやったのかどう

か。その産業医がいなくてもできる配慮をし

たのかどうかと、そもそも義務であるとこに

関して職員に対して説明はしたのか、その２

つお願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

まずストレスチェックの実施についてです

が、この実施の計画を立てて委託先も検討し

ながらやっていたところですが、ストレスチ

ェックの一番重要なポイントはストレスチェ

ックを実施した後のフィードバックの態勢で

す。ただ実施をして、その結果を本人に開示

するだけではなく高ストレス者に対するフィ

ードバックした後のフォローの態勢を確立す

ることが一番重要だと考えています。

そのために昨年度は産業医、公立病院の方

に委託しようとしていましたが、それが上手

くいかずにようやく今年度、球美の島診療所

の先生を産業医に委嘱する方向でいま調整を

進めているところです。ストレスチェックと

いうのはもちろん、事業所に義務化されてい

ますが、受ける側の職員は義務ではありませ

ん。あくまでも自主的に受けてくださいとい

うことで、そういう案内は常々人事院課の方

からはやっていますが、その後、結果につい

ては実施者側の役場が、その結果を保持する

ものではありません。これもやはり個人情報

のものですので高ストレスの結果が出た方の

報告というものは、そういった実施期間要す

るに那覇医師会とかやったところから何名い

ますよとかの報告はありますが、実際の内容

については開示されるものでもありません。

ですのでこのへんについては先ほど吉永議員

が配られた新聞のコピーにもありますよう

に、義務化されて実施されたものではありま

すが、調査結果の問い扱いですとか産業医の

確保等その実施態勢や実施方法などが十分に

確立されていない制度がきちんと確立されて
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いないのが現状ではあります。その中で久米

島町としては産業医による面談の他、その他

産業医以外の窓口の紹介であるとか、カウン

セラーの派遣による相談機関等もいま計画を

しているところです。以上です。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

確かにこのフィードバックが大事だという

ことなんですが、５月31日にこのストレスチ

ェックに関して、この山本先生が講演会が沖

縄本島であったので、これ聞いてきました。

もちろんこのストレスチェックに関してフィ

ードバックが大事です。でもこの方が最終的

にこれで何がやりたいかというと職場環境の

評価なんですよ。だから受ける職員は義務で

はないと言いましたが、そもそも久米島町自

体が義務をやっていないのに、それは言えな

いんじゃないですか。じゃあそれを言うんだ

ったら町が１回やって職員が受けませんでし

たよと言ったら僕は「ああ、そうですか」と

言います。だけどそれをやっていないので、

フィードバックというのだ大事なのはもちろ

んわかっています。だからそういった部分で

は、そういう負わないではなくて、やらなか

ったのはできなかったとして、次、今年度今

回どういったかたちでやっていく、ちゃんと

やっていく、そういった答弁でお願いしたい

なというところがまず一つ。

もう一つは、これに関してストレスチェッ

クをやらなかったことに関して単純に義務違

反だけではなくて、もしかしたら防げたかも

しれない職員の長期休養とか、あとは職場に

おける改善すべき環境だったりそういったの

がもしかしたらわかったかもしれない。これ

は人間関係いろいろあると思いますよ。それ

はわかって、それもわからなくなってしまう。

というところが結果的に町民に対するサービ

スの低下に繋がるということになりますよ

ね。ですので単純に義務、やらなかった、や

ったというところと、もう一つそういった部

分も、やっぱり確認して単純に他ができでい

ないからできませんでしたよというのは通る

話ではないのかなと僕は思っています。

というところで他の進めている企業とか、

事業所ではトップが職員に対してストレスチ

ェックをぜひ受けてくださいと、それは職場

環境を改善したいから受けてほしいと、トッ

プダウンでやっているんですよ。それをしな

いとやっぱりさっき言ったみたいに義務にな

って、結局これを書いたら職場とか自分の心

の健康状態がばれてしまうというところで控

える人もいるんですよね。だけれども進んで

いるとこではトップダウンでやっているとい

うところがありますので、これはホームペー

ジ探したらわかります地方公共団体における

ストレスチェック制度導入手引、こういった

のも町長、そして執行部の皆さんもぜひ読ん

でもらって、本当はやらないといけないもの、

そして職員の健康を守るためのものというと

ころで、ひいては町民のサービスの質の向上

というところまでしっかりと読んでもらいた

いと思います。

町長、リーダーシップをやってやっぱり職

員が義務じゃないからやらないというのを防

ぐためにですね、今年度ぜひやってほしいと

いうところで答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄
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実はですね、私、今、沖縄県職員共済組合

の理事もしておりまして、この間、総会があ

りました。その中で久米島町の職員の受診率

が非常に低いということがわかりました。他

の自治体においては95％いっている自治体も

あります。うちにおいては45％、職員から率

先して今のこの質問ある件も非常に大事なこ

とですが、まずは年に１回ある健康診断、特

に特定検診とか一般の皆さんもそうなんです

が、自分の身体は自分で守るような態勢の環

境づくり、これがもっとも大事だと思ってお

ります。それを合わせて職場においては今議

員からも質問があったとおりいろんなかたち

で法的受けるべきものについてはやるという

前提のもとで、やっていくように今後もリー

ダーシップといいますか努めていきたいと考

えております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

はい、このストレスチェックは心の健康を

が守る職場で守る取り組みの１つで、入りで

そのあと１次、２次、３次予防というかたち

で復職支援とか、再発の防止とかそういった

ところも職場でひとつ考えるきっかけになり

ますんで、ぜひ町長、総務課長お願いしたい

なと思っています。それで、この質問は一応

終わります。

２つ目の質問にいきます。幼稚園統廃合後

の保護者へのアンケート結果について、これ

はお手元の方に③と書いた資料があると思い

ますので、これは教育委員会がまとめてくだ

さって、ホームページで公表されている資料

になります。それをご覧ください。

この中から質問したいと思います。クエス

ション１と２ありますね、教育効果が高まっ

たか、と思うかというところと、幼稚園生活

における安全性は高まったと思うか。この２

つの観点で質問、保護者に対してありますね。

合計のものは合計として清水幼稚園と仲里幼

稚園の保護者のこの回答結果にかなりの差が

あるんですよね。まずこれに関して、僕は特

に仲里幼稚園側の環境に関して、親が納得し

ていない部分、不安になっている部分がある

と考えていますが、これをどう考えるか。

そしてその結果、幼稚園ごとに結果が違う

ことに関してどう対策を打っていくのかとい

うところを答えていただきたいです。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。このアンケートに関し

ましては、３月に実施をいたしました。この

件に関しては、ホームページで公表してある

わけなんですが、その結果は清水幼稚園と仲

里幼稚園の結果が今議員のご指摘のように若

干違っている部分がございました。このへん

については単に環境の違いなのかということ

については把握はしておりませんが、２月そ

して６月に教師へアンケート実施をした時に

も少し近いかたちがありますので、そこはま

た今後十分に検証してまいりたいというふう

に思っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今の件には答弁に出ていましたので、この

違いをしっかりと検証をしてもらって改善す

べきところがないのかどうかというところを

ちょっと調べていただきたいなと思っていま
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す。この件はそれでいいと思います。

そして裏の方にいくと具体的に保護者から

の具体的な思いを感じたことを書いてくださ

いというところがあります。これはたくさん

ありますので読んでいただきたいんですが、

その中で線を引いているところが２ページ

目、３ページ目ほどにあると思いますが、や

っぱり環境面の部分が出ていますね。教室が

狭い、トイレのこと、そして安全上幼稚園の

建物でいいのかといったような、具体的な声

とともに、こういう文言がでてきていると思

います。それは結果からわかること、それを

解消していくのが行政の役割ではあるんです

が、僕もそのときは子ども幼稚園生だったの

で、他の保護者から聞いたところでは、保護

者がどう感じているかというのは、建物がそ

ういった問題、課題に関して、その現場の幼

稚園教諭に任せっきりじゃないのという声が

あるんですよ、保護者からですよ。それはそ

んなつもりはないよというかもしれません

が、保護者がそう写っているということに関

してやっぱり丁寧な説明と具体的にどこを改

善していくかというところ、これ教育委員会

からの答弁に関しては抽象的というか、あま

りにも具体的なところはぜんぜん載っていな

いんですよね。だからいくら保護者からアン

ケート結果が出ても何を改善していくのか、

来年に生かしますというところはあるんです

が、それが見えない、そういったところもあ

りますので、この保護者からそういうふうに

見えているよというところ、そのへんのとこ

ろちょっと教育長どう考えているか。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

今回のアンケートなんですが、これは町内

全ての園児が保育面や安全面から十分なサー

ビスが受けられるような保育環境を目指して

統廃合を行った、その目的が達しているのか

達していないのかということに関してです

ね、１年間を終わった後の調査をしたという

ことであります。これは教師も、そして保護

者も意見をいただきました。この保護者の意

見は出たもの全てここに載せてありますが、

少しまとめてみましたが、これは成果面と課

題面というふうにして分けてまとめてありま

すが、成果面としては人数が増えたことによ

るメリットが多くありました。それは行事で

盛り上がる、多くの友だちができる、集団が

集うができる、競争できる、楽しいといった

のが成果であろうと思っております。

課題につきましては、トイレについて、そ

して園舎について、そして園行事についてと

いうのが複数ありました。その他については

個人の意見感想ということで１点ずつという

ふうにと思っておるわけなんですが、そうい

った教師の調査、そしてまた今回の保護者の

アンケートを受けて、今後課題があればでき

れば改善していきたいということでやってい

るわけなんですが、先ほど議員がおっしゃっ

たじゃあどういったところ、どう改善したか

といったようなことにつきましては、やはり

ここにはなかったんですが、２月、６月のア

ンケートにあった手洗い場が欲しいと、混雑

するといったようなことがありましたので、

これは仮設の手洗い場を３月末に設置をして

あります。あと一番多かったトイレの面なん

ですが、トイレは混雑をする、そして場所が

角にあるので、そこに行くときに支障がある

といったようなのがほとんどですが、これに
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関しましては、やはり幼稚園教育の狙いであ

る遊びをとうして、生活をとうして学んでい

くという中でやはり困った時にはこういうふ

うにしてそれを対応していこうという一つの

学びになると思っています。例えば混雑しな

いようにどんな規則を作ってどんな方法で行

けばいいのか、また行き方についてもどうい

うふうに行ったらいいのかといった指導や工

夫によってそれは少なからず改善していける

ものではないかなというふうに思っておりま

すので、そういったところを幼稚園教諭と連

携をしながら、また指導していければと思っ

ております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今、指導によって改善していくべき、今回

ホームページで公表されているのは、保護者

からのアンケート結果のみで、いまありまし

たように幼稚園教諭からも保護者以上に何回

か調査をしているというところで、その結果

は公表する考えはあるのかというところと。

単純にやっていくということなんですが、幼

稚園教諭はどう感じているのかというのが、

もしわかる範囲で答えられれば、どういうふ

うにやっていきたいという教育長のところに

要望があるのか、そのへんのところもしわか

れば。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

昨年度の２カ月経過した６月と半年経過し

た10月に幼稚園教諭へは調査をいたしまし

た。その中の項目も各説明会で示したメリッ

ト、そしてデメリット、そういった８項目実

施したわけなんですが、その中で出てきたの

はメリットもデメリットも、この時期でやっ

たばかりで、はたして統廃合の結果なのか、

それに関係するのか、答えられないというの

が８項目中６項目ということで、なかなか統

廃合による一緒になったからその効果があっ

たのか、なかったのかというのは言い切れな

いというのが２回とも出ております。ですか

らそういう意味からすると、まだ幼稚園教諭

の方からは、統廃合による良さ、またデメリ

ットということについては調査の結果からす

ると、それほど委員会の方には上がってきて

おりません。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

29年度の施政方針の中に、この幼稚園統廃

合のこと書かれていますよね。文言としては、

２園統合されて園児のバランス格差に起因す

る保育内容や安全面などに対する課題解決が

図られつつある。というふうな文言がありま

すが、まだ２園のバランスと親が感じている

分はやっぱり違いますので、幼稚園教諭そし

て保護者からのアンケート結果それををしっ

かりと活かしてほしいなというふうに思って

います。

このアンケートの中にもありますが、保護

者から今の時期にもうやって自分たちはもう

卒園して１年生になるよって子どもたちが言

う声もありますので、継続してこういったア

ンケートをやって、どんなかたちでも、今、

幼稚園に通っている子どもたちの親とか、卒

業した親に対する結果を公表していく考えが

あるかというのを確認します。

○ 議長 幸地猛
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吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えします。このアンケートは先ほども

答弁いたしましたが、１年を振り返ってみて、

その成果、課題を把握することで、今後の幼

稚園教育の計画であるとか、改善に活かして

いくというようなものが目的としてありまし

た。そこで公表については１年終わってから、

３月末というふうにはなってはおります。た

だその最初の年度の保護者のこういった意見

が、次の年度のつまり今年度の保護者にも伝

えた方がいいのかどうかと、その必要がある

のかどうかということにつきましては、各幼

稚園と教諭と調整をいたしまして、必要があ

ればこのホームページにも載っているわけな

んですが、さらに内容をまた文書で伝えてい

ければなというふうに思っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

教育長の信念というか、統廃合してこれは

わかります。たぶん町民の皆さんわかってい

ると思うんです。ただやっぱり統廃合とちょ

うど合致してしまった園児とその保護者はや

っぱり不安になるわけですので、もちろん幼

稚園教諭もそうですよね。ですから丁寧に説

明を今後もやっていってほしいし、今あった

ように必要に応じてという、その必要に応じ

てというその根拠もしっかりして、何で必要

なのかというところも含めて、ちゃんと丁寧

に対応していってもらえれば保護者も徐々に

改善していく、そして具体的に説明していく

というところをやってほしいなというふうに

思っています。その件に関しては、終わりま

す。

次の質問に移ります。アルコール健康障害

対策に関して質問いたします。皆さんにお配

りしている１枚紙で裏表の１と書いてあるも

のです。これは何かというところで、先ほど

答弁ありました国が作っているアルコール健

康障害対策推進基本計画の一部です。そして

その中の30ページぐらいあるんですが、その

中の地方公共団体と民間事業所が協力できる

ことが書かれたものです。沖縄県に確認しま

した、南部保健所に、そしたら確かにまだ作

っている最中だと、ただしもう方向性は決ま

っていると、国が作っているこの基本計画を

沖縄県バージョンに作って民間と県からした

ら市町村に連携していくという方向性は変わ

らないし、その県が作らないと市町村がアル

コールに関するアルコール健康障害対策基本

法の中で言い続けられている取り組みができ

ないかというと、そうではなくて各市町村、

自治体に任せられているという、まずそれが

この答弁、一次答弁から僕が感じていること

なので、それは県が作ってから県ありきじゃ

なくて市町村でも始められますよねというこ

とまず一つ言っておきます。

そしてこのアルコールに関してなんです

が、僕はまずできることからやればいいかな

と思っています。全部全部やれないかなと思

っています。それで久米島町には２つ酒造会

社がありますよね。本当にお酒と関連の深い

地域だということは、これはもう周知のとお

りだと思いますが、であれば先ほどお配りし

た①の資料を見て欲しいんですが、取り組む

べき施策として、国、地方、公共団体、久米

島町含めて、関係団体、事業者等が連携して、

若い世代を対象に以下の２点は省いて、その

飲酒の健康影響や節度ある適度な飲酒など、
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正確で有益な情報を提供する。

そして下の方に取り巻く施策の中に、同じ

ようにアルコール依存症について啓発を実施

すると、これはもう市町村だけの責任ではな

くて、しっかりアルコール健康障害対策基本

法の中でうたわれています。その中に市町村

地方公共団体の責務としてアルコール健康障

害対策に関し国との連携を図りつつ、その地

域の状況に応じた施策を策定して実施する責

務を有する。その６条の方にこの資料はない

んですが、６条の方に事業者の責務として、

酒類の製造販売を行う事業者は国及び地方公

共団体が実施するアルコール健康障害対策に

協力すると共にその事業活動を行うにあたっ

てこれは揚力、努力になりますが、アルコー

ル健康障害の発生、進行及び再発の防止に配

慮するように努めるものとする。というふう

に位置づけられています。事業者にもこうい

った努力義務があるわけなんですが、今年度

これは提案になると思いますが、この２つの

酒造会社に対して今後久米島町においてアル

コール産業と健康は利害がぶつかるかもしれ

ませんが、久米島町はそういうことを言って

いられない状況があります。健康障害もちろ

ん生活習慣病それに加えて飲酒運転、暴力、

虐待、自殺、未成年、妊婦の飲酒など久米島

町に全部当てはまる状況がやっぱりあります

ので、これは法律ができたからというところ

もありますが、しっかりとそれをまず進めて

いかないといけないと思います。そのために

事業者と連携できるように、これはやらない

といけないと思っていますので、今年度この

２つの事業所に対して、この久米島町の現状

の共有と今後どういった連携どういった取り

組みを一緒にやっていくかというところまで

は、僕は話はできるんじゃないかと思ってい

ます。この件に関して答弁をお願いします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの吉永浩議員の質問にお答えしま

す。確かに計画を南部保健所の方で作られて

おりますので、まずはじめに南部保健所と連

携し相談窓口の設置、未成年者や妊産婦に対

し、飲酒が自分自身や胎児、乳児の心身に与

える影響に関する正しい知識を普及させると

いうことが必要であることから普及活動にも

取り組んでいきたいと思っております。

この窓口の設置については、広報等でアル

コール健康障害等の相談は福祉課に問い合わ

せるよう周知して問い合わせがあれば、また

南部保健所と連携し、相談等にあたっていき

たいと思っています。

最後に酒造所が２カ所あるということで、

その連携をどうするかということで、それが

できないかということですので、そのへんま

た相手方と調整しながら協議会が作れるよう

に取り組んでいきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

これは町長にも確認します。久米島町は生

活習慣病これはご存じだと思いますし、飲酒

運転、暴力、虐待、これも飲酒と関係、自殺

も飲酒と関連があります。未成年飲酒、妊婦

飲酒、本当に現実的なものとして多くある中

で自治体だけでやるというのはまず難しいで

すし、実際、国県も民間も一緒になって節度

あるというところで、別に飲酒はだめといっ

ているわけではなく、ただ久米島町にその酒
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造会社が２カ所あるというところは大きなポ

イントかなと思いますので、そういったとこ

ろでどういった民間事業所と連携していくと

ころが考えられるか、答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、まずは酒を飲まれる方は

それぞれ二十歳以上は自由でありますが、こ

の飲み過ぎとか、それについては私としても

自己責任だと思っております。それをいろん

な害があるということもまた行政として、特

に福祉側の立場から指導する必要があると思

っております。

酒屋さんにおいては、表示の中でいろんな

表示もされているかと思うんですが、極力飲

み過ぎは害になるということだけは強調し

て、お互い連携できる分については、その会

社の方ともやっていきたいと思っておりま

す。実際、いろんなかたちで最近においては

ノンアルコールというビールに変わるのも出

ておりますので、私もいつもそれを愛用して

いるんですが、そういう方向で町の行事等に

おいても出せる分においては出すようなかた

ちで取り組めば、これは酒屋さんには影響は

でるんですが、いろんなかたちで健康を守る

意味で普及もいいかなと思っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひ、この法律ができたからというよりは、

久米島町にある現状の課題として取り組んで

ほしいと、県の計画とそういうのを待つとい

うのは間違っているかなというところがあり

ますので、そこはぜひ積極的にできることか

らでいいと思います。全部のことに関して難

しいので、まず仲間をつくるというところで

お願いしたいなと思います。

続いて、次の質問にいきます。ふれあい公

園のごみの管理について、マナーの悪さが目

立っているという答弁はありました。そして

ポイ捨て禁止、看板設置、ＦＭラジオ等、僕

はこれも看板もそしてＦＭも聞きました。そ

のあと現在取り組んでいることに関して効果

があったのかというところと、今後も清掃員

の掃除で基本的に対応していくのか、ごみ箱

の設置は検討は必要ないか、この３つまず答

えていただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課 保久村学

ただいまの質問にお答えします。まずごみ

箱の設置につきましては、町内の公園、観光

施設において、以前はごみ箱を設置しており

ました。そのことにより弁当の食べ残し、あ

るいは家庭からのごみ等も以前は捨てられ

る。あとはポイ捨て空き缶等も捨てられて分

別がされていない状態で、さらにそれをカラ

スが食い散らかすということが以前ありまし

て、現在、町内における観光施設とか、公園

においては撤去している状態です。

今回、遊具を設置しまして、大変ごみが特

にお菓子の食べがらといいますか、ビニール

袋とかペットボトル等が捨てられておりま

す。利用されているにじのひろばのお母さん

方も一生懸命拾っていろいろ管理はしており

ますが、それでもやっぱり捨てる状態です。

うちの方としましても看板設置とかあるいは

清掃員の方が毎日拾いながらやっておりま

す。こういった分に関しては、当然使う方々
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がマナーとして守るべきところだと考えてお

りまして、校長会の方にも、そういった点で

協力のお願いをしているところです。

ごみ箱に関しましては、今ありました等々

あとはまだ遊具できて１カ月足らずですの

で、うちの課としては、そのへんの状況を見

ながら再度検討しようかということで考えて

おりました。その中で今、にじのひろばの代

表者の方からぜひ設置してくれということが

あります。それはいまそのへんの管理面等々

を含めて調整しながらやっていこうというこ

とで、いまにじのひろばの代表者の方と調整

をしているところでございます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

最初の１番目のやつの質問で、いま取り組

んでいることに関してまだ効果っていうのは

わからないという判断でいいですかね。効果

が出ているかどうかということに関して。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課。

○ 環境保全課 保久村学

効果的には、うちのトイレ掃除の担当の方

が拾っておりますし、看板を設置あるいは広

報で呼びかけしている等については効果はみ

られていると思います。それでもまだ足りな

いところがあろうかと考えておりますので、

そのへんで設置に向けて今いろいろ協議をし

ているところでございます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

この対策のために看板を設置したというこ

となんですが、この看板、子どもたちが抜い

てこれでまた遊んでいるんですよ。その情報

はわかる方もいらっしゃると思います。これ

を滑り台から投げて下に子どもたちがやがて

大変だったというような状況はあるというと

ころで、対策が逆に悪く働いてしまっている

ということで、もちろんマナーの問題です。

これは使う側のマナーの問題です。ただその

設置するときの設置のやり方、これは行政側

になるのかなと思いますが、このへんについ

て。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課。

○ 環境保全課 保久村学

いま看板設置につきましても、その遊具そ

のものに、マナーの呼びかけのシールを貼ろ

うということで、そのへんの準備はしている

んですが、マナーがすごく悪かったものです

から取り急ぎそういった看板等でも対策をし

ないことには逆にマナーの悪い利用のしかた

して、怪我をしたりすることがありますんで、

応急的に看板の設置はやっている状態です。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

久米島の共働きの親は経済的に裕福ではな

い方が多いので、当然共働きになります。子

どもたち、学童の問題もでてきますが、当然

お小遣い持ってお父さんお母さんはいなくて

公園に遊ぶ場所ができて行くわけですよね、

近くでお菓子買いますよね、そこで使って捨

ててしまうと、いうところでこれはもう今ま

でなかったのができて久米島の現状の中でご

み箱の設置もないというところで注意する大

人もいなければ、まあ拾う大人もいるんです

が、そういった状況もやっぱりありますので、
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先ほど校長会に教育依頼したという話です

が、僕はもっと強く、これは言うべきじゃな

いかなと思います。それをやってもちろん看

板自体も取れないようにしないといけない、

これが事故の原因、それはしっかりやってい

ただきたいというところと、校長会でこうい

ったもっていうのは可能かどうかというとこ

ろ、これはもしできなければ子どもたち遊ば

すこともできないよというぐらい強く言わな

いと、やっぱりそれはできないし、そもそも

親の方々にも、そういった啓蒙活動はずっと

やっていかないといけないというのはありま

す。ただ子どもたちにもそのぐらい強く学校

からも言えるのかどうか、これをちょっと答

弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

はい、お答えいたします。実は昨日、町の

校長連絡協議会がございました。その中で環

境保全課が用意しました資料をもとに「今度

ふれあい公園に新しい遊具ができました」と

いったような紹介をいたしました。方法は写

真で12枚ぐらいですかね、「大きな写真でこ

ういったものができましたよ」と、「町全体

から土日または放課後いっぱい利用してます

よ」ということ、そして「その後何週間かし

た後こういうふうな状況になりました。」と

いったような絵を、ここには空き缶が捨てら

れてあったり、お菓子の包み紙が捨てられて

あったりといったような写真を見せてこの現

状を伝えました。そこでじゃあ、そこを学校

教育で何ができるかといったところで、ぜひ

とも学校全体で、またそれぞれの学級で指導

していただきたいということで、公共物を特

に公園など使う場合には大切に使う、きれい

に使う、規則を守ってルールを守って使う、

といったようなことについては確実に小学校

も中学校も全校で指導してくださいというこ

とをお話しました。

それをただ話すだけでは伝わらないと思う

ので、今回、保全課が準備した写真を画像を

全部取りまして、それを各学校に教育委員会

から流して、この資料を見せながら指導して

いくというふうなことを昨日行っておりま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

はい、そうですね、子どもたちにはそうい

うかたちで対策して、ただ看板設置だけはし

っかりと、取れないようにやっていただきた

いのと、大人、本当は大人の皆さんが注意す

べきなんですが、それがなかなかできないと

いうところで、今後は親の皆さん、そういっ

た現状もある中で何とは方法を考えていって

ほしいなとは思います。でないとやっぱり行

政だけで結局、地域美化というのはできない

と思いますので、共同でというところで啓蒙

活動というか、町民と一緒にやっていく、じ

ゃないと町も困りますよと、いうのは強く言

ってはいいのかなとこの公園を見ていると思

いますので、そこは強く言っていただきたい

なと思います。町民に対してということです

よ。この質問は終わります。

５つ目最後ですね、庁舎内のカウンターの

バリアフリー化について再質問いたします。

答弁では仲里庁舎改修工事を計画中だという

ところで、今年度は改修工事の設計を委託す

る予定ということです。そしてバリアフリー
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化も庁舎改修の一環として計画に含めて検討

していく予定という一応答弁がありました

が、このバリアフリー化については去年同僚

議員12月に質問しています。それ以前からも

その声があったというのも認識はしておりま

す。その中で12月の答弁では着席型のカウン

ターの見積を業者から取っている段階だと、

そしてエレベーター設置についても昇降機含

めて見積を調査していますと、この結果、お

願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

昨年も答弁しましたが、バリアフリー、そ

れからエレベーターとか、いろんなものの調

査をしているところです。エレベーターにつ

いてはかなり高額になるということもあり、

今年度の庁舎改修の委託事業の設計の中には

残念ながら含めていません。ただ庁舎もでき

てからもう20年経っていますので、ここらへ

ん壁にクラックが入っての雨漏りですとか、

手すりの錆などもありまして、そういった全

体的な改修のものを今見積を取っているとこ

ろでございます。

バリアフリーのカウンターについては、現

在、各課の職務会議を行っていますが、各課、

税務課、具志川等もそれぞれでどのようなか

たちがベストなのかというものを検討しても

らいながらプランを出し合って、それでだし

ていきたいと考えています。

具志川庁舎についても、一部あちらはもう

一体型となった木製のカウンターになってい

るんですが、ここも一部着席型でできるよう

なものを、これは早急にできるものなので、

簡易的にテーブルを設置してということで改

修をいま計画しているとこです。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

僕が聞いているのは、着席カウンター見積

を業者から取っている段階、これの額、見積

は取り終わったのかどうかというところです

ね。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

見積書は取られていません。業者の方に相

談をしている状態で、まずはどのぐらいの規

模なのか、それからどのぐらいの着席数なの

かというものの具体的なものを、こちらの方

から提案をした上でやっていきたいと考えて

います。まずは各担当課の方の何席必要なの

かとか、どういう形が必要なのかと具体的な

ものを出していただいた上でカタログなどか

ら探しながらこちらである程度のプランを立

ててそれを設計士、業者等に絵を描いてもら

うというかたちになってくると考えていま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ということは見積は取っていなくて、今の

総務課長の話だと、各課からのイメージとい

うか、プランが上がってこない限り、これは

進まないと、いうことになるかと思いますよ

ね、じゃないとこちらから相談させてもらう、

見積を取りますという12月の答弁だったんで

すが、見積は取ってなくて、相談させてもら

っているということですよね、今ね。先ほど

の説明から各課にそれを検討してもらってど
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ういうかたちがいいのかというのを上げてく

ださいということの段階ということですよ

ね。ということは見積等もまだ取られていな

いような状況で、どれだけ進んでいるかとい

うのが、正直その12月質問、同僚議員からあ

った質問に関しての進行状況がわからないん

ですよ。もう一回今年度どこまでやって、着

工が設計委託がだいたいいつ頃予定してい

て、各課からいつ頃その声が上がってきて、

着工がいつ頃になるのかというところ、もう

一回説明お願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

庁舎の躯体の改修に関する委託については

予算化もされて、予算執行のための最初の見

積の段階まできています。バリアフリーの家

具等に関しては、これは備品としての購入に

なりますので、工事ということではなく、備

品の調達というかたちで行っていく予定です

ので、これについては要望があった時点でだ

いたいの予算組をして予算化したうえで発注

になりますので、早くとも12月以降の予算執

行になるかと思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

このバリアフリー化に関して施政方針でも

全ての町民が安心して健やかに暮らせる福祉

の町づくりというふうに上げています。以前

からもあった12月の一般質問にもあった、今

回出しているのは確実に進んでいるかという

のを確認したい、そのためです。ですからこ

れ集めてとか、見積取っているよとか、じゃ

なくて相談だよというところのことよりも、

今この段階にきて今年度できますよ、何時何

時予定していますよと、こういったところの

答弁を僕たちは求めているわけなんですよ

ね。ですので要は予定、予定で終わるんじゃ

なくて、しっかりと進んでいるかという質問

です。これに関して答弁を求めるということ

ないんですが、それを強く要望させてくださ

い。進んでいるのかがわからない。議会とし

てもそういったかたちで予定しているよ、見

積しているよ、何時何時、早くても、そうい

う答弁というのはわかるんですが、確実に進

んでいるかというのは、やっぱりそのへんの

ところの説明が足りないと僕たちは思ってい

ますので、ぜひそういったところ丁寧に説明

してほしいなというふうに思っています。

各課からも要望として各課からも今総務課

長からあったように総務課に集まってくるん

ですよね、各課にそれを、なのでできるだけ

早く特に町民と直接やり取りする課の課長の

皆さんは上げてほしいなと、でないと進まな

いのであれば、それは各課のやっぱり課長の

責任なのかなと思いますので、そういう声が

総務課からいっているはずなので、ぜひその

へんのところはまたよろしくお願いします。

以上で僕の質問は終わります。

○ 議長 幸地猛

これで５番吉永浩議員の一般質問を終わり

ます。

（吉永浩議員降壇）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時50分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

午前に引き続き会議を開きます。

日程に入る前に４名の皆様から議会傍聴の
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申し出ありましたので許可しました。

２番盛本實議員の発言を許します。

（２番盛本實議員登壇）

○ ２番 盛本實議員

２番盛本でございます。通告書に従って質

問をさせていただきます。

まず１点目ですが、観光振興についてでご

ざいます。本町においては、平成25年度に観

光振興基本計画を策定し、平成26年度から平

成30年度までの５年間の観光入客数を年度毎

に需要予測を立て、行政と観光協会が連携し

計画実現のために鋭意取り組んできた事は周

知している所であります。その努力により昨

年度までは計画通りの数値目標を達成してお

り、このままの伸び率で行くと最終年度の予

測である12万人の目標達成は確固たるものと

思われます。物事をなす場合、順風満帆であ

ればあるほど油断は禁物であります。引き続

き次の目標に向かい全力投球して頂きたい

が、今後目標達成のためにどの様な取り組み

を強化して行くのか、また見通しについて伺

います。

２点目、集落形成の維持について。本町に

おいて、少子高齢化の加速により地域行政の

維持、社会的共同生活の維持、伝統文化の継

承、その他の行事の取組が出来ない集落が増

えてきているのが現状であります。このまま

の状態で推移すると大部分の集落が５年若し

くは10年後には危機的集落へ移行し最終的に

は消滅集落になりかねない状況に陥る可能性

があります。町民の生活福祉の向上から行政

としては早急に対策を講じる必要があると思

われるが、町長の考えを伺います。

３点目、久米島高校の持続的発展について。

沖縄県教育庁の県立高校編成整備実施計画に

よる久米島高校園芸科の廃止に端を発し、本

町においては官民一体で「久米島高校魅力化

事業」への取組を始め、「久米島高校の高校

魅力化と発展を考える会」を立ち上げ園芸科

存続ひいては久米島高校の存続発展に向けて

取り組んできました。その結果全国からの離

島留学生は年々増加の一途を辿り今年度12名

の生徒が入学しております。取組の結果が顕

著に表れてきております。しかしながら、未

だ久米島高校の定員数を満たすまでには達し

ていません。現状、対外的な取り組みはかな

り強化されている様に思われます。しかし島

内対策の取組が若干遅れている様な気がしま

す。今後の島内外への取組について伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

２番盛本議員の質問にお答えします。まず、

観光振興について。久米島の観光入域客数は、

平成26年度から好調に推移し、平成28年度に

は目標数を上回る111,509人が来島しており

ます。好調に推移する観光ですが、まだまだ

課題は多く、特に久米島の知名度、認知不足

の解消、ブランディングの構築、交通アクセ

スの拡充等に取り組む必要があります。

平成30年度の目標12万人の達成に向けて

は、楽観視することなく、効果的なプロモー

ション展開による知名度及び認知度の向上、

航空座席数の拡充、チャーター便の継続など

の誘客対策を観光協会及び関係者と連携を図

りながら取り組んで参ります。

２点目の集落形成の維持について。今年２

月、各区長を対象に自治会運営に関するアン

ケート調査を実施しましたが、将来的な字の
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統廃合については、ほとんどの字が「統廃合

は望まない」との結果となりました。しかし、

人口減少や高齢化が著しい集落もあることか

ら、小規模集落においては、「字」のコミュ

ニティは残しながら行政区としての統合を図

っていくことや、総務省が進めている集落支

援員の配置を検討するなど、住民のコミュニ

ティ形成を積極的に支援してまいりたいと考

えています。

３点目の久米島高校の持続的発展について

ですが、島内対策として、６月から中学生及

び保護者を対象に、久米島高校の魅力が十分

に伝わるよう説明会を開催し、久米島高校進

学に繋げたいと思います。

次に島外対策としては、７月に東京及び宮

城県仙台市で入学説明会を開催し、次年度留

学生の確保に努めてまいりたいと考えており

ます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

再質問いたします。まず最初に観光振興に

ついてでございますが、町長の答弁にありま

すように、確かに観光客は増えてきておりま

す。観光振興基本計画の実施初年度において

は92,000の計画に対して92,771名。平成27年

度２年目99,000の計画に対して103,551名と。

昨年に関しては105,000の計画に111,509名と

順調に観光入客数は増えている状況にありま

す。それからすると次年度以降の目標は軽く

クリアするんじゃないかという勢いでいま伸

びてきている状況であります。

沖縄県では順調に観光が動いている。その

中で、沖縄県そのものが第５次沖縄観光振興

計画の見直しに走って、現行の観光入域1千

万、観光収入1兆円という数字を変更するん

です。上方修正をかけているんですね。平成

33年までの計画だと思うんですが、この順調

な伸びをバックに観光入域客1,100万、観光

収入を1兆1千億円という数字で変更していま

す。

石垣市においても上方修正しているんで

す。石垣市においては、2020年度までに入域

客数を100万としていた計画を150万人に伸ば

していくと。

我々久米島においてもこのような伸びをバ

ックに上方修正をする気持はないかどうか、

町長お願いします。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。今現在の

久米島の受入環境からすると極端に増やすと

いうのは非常に厳しい状況かと思います。こ

れから新たなリゾートの誘致とか、特に問題

なのが飛行機のキャパの問題等が挙げられる

かと思います。そのへんも一つひとつクリア

しながら、また最近の情報になりますが、Ｆ

ＤＡさんの運行が今年も11月から飛ぶことに

なりますが、その行き先の見直しをいま検討

されております。今年までは宮古島を対象に

していましたが、それを石垣島とセットする

ようなことが、この間担当の方からきていま

す。それも加味しながらいろんなかたちで増

やせる要因も十分ありますので、これから観

光協会の皆さんと一緒になって、その取り組

みについて検討していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

上方修正をすることはないと、現状ではね。
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確かにあまり上方修正をしながらということ

にすると久米島において無理がくるような気

がするんですね。ですから現状の計画を着実

にやりながら、次の目標を立てて頑張ればい

いのかなと思っております。

それで町長の答弁の中で、効果的なプロモ

ーションを展開して知名度と認知度を高めて

いくということを言っておりますが、具体的

にその効果的なプロモーションというのはど

ういうことなのか、これをお聞きしたい。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えします。まず効

果的なプロモーションと申しますと、久米島

の観光に全体的に足りないものが認知度、そ

れから知名度不足となっております。25年度

から一括交付金を活用してＷＥＢプロモーシ

ョン、こちらの方は旅行サイトの方でプロモ

ーションを展開して久米島をピーアールし、

そこから即予約につなげるという取り組みを

行っております。

それからテレビの方なんですが、その認知

度、知名度不足解消には全国放送のテレビ番

組が有効だということで、毎年２番組ほど取

り組んでおります。今現在、番組効果、その

プロモーション効果によりまして全国各地で

商工会とか観光協会いろいろプロモーション

しておりますが、久米島の方が徐々にこれま

でどこにあるんですかという質問から沖縄の

位置関係までしっかりピーアールできている

ということを聞いておりおます。引き続き効

果的に展開するためには、毎年毎年忍耐強く

といいますか、同じようにＷＥＢプロモーシ

ョン、それからテレビ番組等々のプロモーシ

ョンを展開していくというふうに考えており

ます。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

この認知度とか、知名度の問題は昨日今日

始まった問題ではないんです。もうずっと何

十年前から言われてます認知度を上げようど

うのこうのと。今までいろんな施策を展開し

てきたと思いますが、いま商工観光課長の話

によりますとＷＥＢ関係でやってある程度、

以前よりは認知度が高まってきたという効果

が出ているということはいいことじゃないか

と思っています。

あと１つ、回答の中でブランディングの構

築というのがあるんですが、さっきの認知度

プロモーションと関係するのか。基本的にそ

のブランド化という分に関しては、いろんな

組織の中でもっていかないとブランディング

とはいわない。単なるブランドではない。そ

ういう組織とか継続的にやっていくブランデ

ィングとはどういうやり方でやるのか、それ

を確認したいと思います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

まずこれからブランディングの構築に取り

組んでまいりますが、久米島の観光地、それ

から体験、そういったところで先ほど申し上

げたとおり認知度も徐々に高まってきており

ます。ただ久米島の観光としてどういうイメ

ージを戦略的に構築していくかということ

で、これから取り組むところでございますが、

今年度はリゾート開発計画等も含めて関係者

含めて久米島の取り組みを図っていきたいと
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考えております。特にＷＥＢ、それからプロ

モーションの中で力を入れておりますのは、

ハテの浜の方を力を入れておりまして、ＷＥ

Ｂ、それからテレビ全てハテの浜を入れて、

まず久米島のイメージを高めていこうという

ふうに取り組んでおります。含めて世界的に

発信できる久米島の景観含めて取り組んでい

くということで今年度しっかり構築に向けて

取り組んでいく予定にしております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

ブランド化をやるにしたら、このブランド

というのは他地域と差別化を図るというのが

ブランド化だと思うんです。先ほど課長が言

ったようにハテの浜というのは久米島にしか

ないと。これを徹底してブランド化する必要

がある。今年から相当力を入れて取り組むと

いうことらしいので、そのへん含めて強力に

ブランド化するように頑張っていただきたい

と思います。

それと、先ほど町長がＦＤＡの話をされた

んですが、確認したいのはＦＤＡが今年も運

行すると。それは去年との比較、去年、一昨

年といきなり方面変更されたのがあったじゃ

ないですか。宮古かどこかに方面変更した。

こういうことはあり得ないかどうかというこ

とと、修学旅行の動向、クルーズ船がどうな

るか、この３点の今年から来年以降の見通し

はどうなるか確認したい。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私が答弁できる分はやりまして後は担当課

長に任せますが、まずはＦＤＡさんは従来、

今回で３年目ですが、さっきの地方空港から

久米島に初日来て、２日目に宮古に渡って、

３日目に元来たところに戻るという流れでし

た。昨年も130本ぐらい予定していたのが宮

古の方がクルーズ船とか修学旅行が集中した

時期には観光バスの確保ができないというこ

とで、当初予定していた130本ができなくな

りました。それが原因として減便になりまし

た。今年も担当者が３日前に来ておりました

が、今回は宮古がああいう状況になったら次

は石垣に振り替えてやろうということで、石

垣は観光バスの余裕はあるようです。それで

やるんですが、また久米島が２月には東北楽

天イーグルスのキャンプが入るので、その時

期はまた久米島がホテルの確保ができないと

いうこと等もあります。そのへんをうまく調

整した段階で正式な前半と後半に分けて、そ

のエージェントに席を確保させるということ

で報告がありました。ただいま進行中ですの

で確定はしておりませんので、とりあえず前

半の分はデータが来ておりますので、それは

担当課の方から今後公表するかと思っており

ます。あとは担当課長より答弁させたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ＦＤＡ、いま町長からご説明がありました

とおり昨年宮古の方が混んでいるということ

で変更になっています。今年につきましては

石垣に結ぶということで、そこは改善されて

いるということで、ＦＤＡについては昨年の

実績をできるだけ達成するように航空会社と

も協力しながら進めてまいりたいと思いま

す。
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クルーズ船の方なんですが、今年度も４月

に入港いたしましたが、次年度においても４

月に誘致できるということで、ほぼ可能性の

高い状況となっております。

修学旅行の方ですが、今年度につきまして

は26年度12校、今年11校ということで、昨年

より１校減となっておりますが、その１校減

になったところがフェリーを利用した修学旅

行ということで、たまたまその予定していた

日程に荒天のためにフェリーの方が欠航した

ということで、厳しい日程が修学旅行で余儀

なくされたということで、この１校の方が残

念ながら今回は方面変更ということで11校を

見込んでおります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

ＦＤＡにしてもクルーズ船にしても修学旅

行にしても、特に去年同様の状況で動いてい

るということで安心はしているんですが、本

題はこれからです。僕の聞きたいのは。

実は最近になって久米島観光を揺るがすよ

うな問題が起きているんです。既にご存じか

と思いますが。これまで２社あった観光バス

が１社今月中に廃業するという話があるんで

すが、これまで順調にいっていた分がこのこ

とによってどういう影響が出るのか。特に町

長は以前観光協会長をされてました。あっち

こち本土の方にキャラバンで行ったりプロモ

ーションで行ったりやっていたと思うんです

が、その中で一番久米島の問題はバスがない

という話がおそらくずっと聞かされてきて、

町長の思いも含めて７年前に新規会社が参入

してきたと。それでうまくいくのかなと思っ

たんですが、７年間やってきてなかなか営業

がうまくいかないと。以前から社長ともいろ

いろ話し合いをしているんですがなかなか営

業的に難しいということで、ようやく見切り

を付けて今年で廃業するということなんです

が、町長、これはいち民間企業だけの問題で

はないですね。観光産業というのは昔から言

われているのは、総合産業でいろんな産業に

つながっていくという中ではこの観光産業を

無くしてしまうと、落ち込んでしまうと、い

ろんなところに影響が出てくる。

定住人口もそうなんですが交流人口が増え

ることによって、基本的に産業というのは人

のために物をつくったり生産したりとあるわ

けですから、人が集まるところにはいろんな

産業が発展していく、つくられていく。とこ

ろがですね、定住人口は定住人口、そのまま

横ばいの状態ですが、交流人口を増やしてい

くことによっていろんな産業に発展してい

く。それが非常に危機的な状況に落ちていく。

今後おそらく商観課長も町長もご存じでどう

いう対策を立ててきたのかよく分からないん

ですが、私も半年以上前から、その話は申し

上げているんです。その後半年以上なるんで

すね。観光協会にもずっと言い続けてきてい

ますが、観光協会も全然動いてくれない。最

近になってようやく理事会で話を出したりど

うのこうのしているんですが、もう全く他人

事みたいな感じでしかない。こういう状況を

どういうふうに町としては考えているのか、

町長でもいいし、商観課長でもいいし、その

へんこれまでどういう動きをしてきたのか、

今後どういう行動をするのか、対策を立てて

いくのか、お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。
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○ 町長 大田治雄

ただいまの問題は、今あったとおり副町長

時代に観光協会会長を兼務しておりましたの

で、当時キャラバンで大阪方面に行ったとき

にある旅行会社さんが、久米島はどうせ観光

バスがないでしょう。送れないよとはっきり

言われました。それが頭にあって、帰ってき

てどうにかしないといけんということで、た

またま私の知り合いの観光バス会社が本島の

方におありましたので、そこから中古車をど

うにか安い値段でもいいから購入して久米島

で第２の観光バス会社を立ち上げようという

ことで動きました。それも総合事務局の許認

可等も必要ですから、そのへんの講習会等に

運行管理者の資格を３名ほど受験させて２人

が通ったということで、それで会社を立ち上

げてスタートしました。

それも栃木の軽井沢の観光バス事故以降、

国の規制がかなり厳しくなりました。その運

行管理者においても10台以内でしたか、２人

以上置きなさいとか。また１日の日報、月報

をまめに報告する義務とかいろんな、例えば

ドライブレコーダーを備えなさいとか、本当

に小さな零細な久米島のバス会社ではとうて

い対応できないようなことになってしまっ

て、今現在あと１社の安村さんのところも今

条件としては非常に厳しいかなと思っており

ますが、これもなんとか行政も含めて一緒に

なって協会も、今後のためにやろうというこ

とでいま担当課としても、いろんな条件を調

査しながら進めておりますので、詳しいこと

については担当課長から答弁させたいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

バス１社の廃業ということで、ご質問にあ

りましたように半年前、盛本議員からそうい

う情報があるということで私もバス会社の代

表者とお会いして、いろいろその原因等をお

聞きして、かなり運営に関して厳しいお話を

聞きました。その厳しい原因につきましては

町の方でいろいろと支援、施策で改善できな

いか、とか、そうした場合に継続可能かとか

いろいろ相談もしましたし、悩みも聞いたと

ころであります。結果、今月いっぱい６月で

廃業するという強い意志は変わらないという

状況にあります。

観光協会にも半年前から協会として、いま

順調に伸びてきている観光客をどういう影響

が出るかということで早めに調整したいと、

意見を聞きたいということで進めてきたわけ

ですが、残念ながら協会が回答したのが５月

24日理事会において２社を維持するとかそう

いう結論には至っていないです。それを受け

まして、前から島内島外でも県内県外含めて

こういう観光バスを誘致できないかというこ

とでいろいろ情報収集もしながら取り組んで

きたわけであります。

去る６月９日に副町長と、県外のバス会社

になりますが、少し好感触を得られると話を

聞いてもらえるということで、そこを訪問し

て、先方の社長それから運行管理者等にもお

会いしてきたところであります。ただ課題と

して観光バスのみで営業するとなるとかなり

経営的には厳しいでしょうという見解を示し

ておりますが、町としては商工観光課の方で

運行管理をしております町営バスを運行の委

託を含めて検討したいということでお話しし

ているところであります。運行管理につきま
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しても前々から議会の方からも委託に向けて

質問等もいただいているところではございま

すが、今まで明解な取り組みといいますか結

果が出てきておりませんが、観光バスそれか

ら公共バス併せてセットで運行をしていただ

くということで、先方の方もそういうことで

あれば経営的なシミュレーションを行うとい

うことでお話をいただいているところでござ

います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

これですね、本当にもうちょっと早めに動

くべきだったんですね。今になっては下半期

にはかなり厳しい部分があるかなと思ってお

ります。先だって、今回廃業する会社を調査

をしたんですが、年間の稼働率がどうなって

いるか。去年がバスの稼動回数が560回ぐら

い動いているんです。１社でですね。これが

無くなったときに、その分をどれぐらい既存

の残っている会社がカバーできるか、非常に

厳しい部分があると思うんです。観光協会は、

先週も県外にプロモーションかけに行ったみ

たいですが、その前にやるべきことは足下の

インフラさえガタガタの状態の中で、県外の

プロモーション、プロモーションが悪いとは

言っていない、これぜひやるべきなんですが、

まずは受け入れる態勢がないところでプロモ

ーションをかけるというのは、これ聞きまし

たよ。また今週も北海道あたりに行っている

んですが、そういう話はなかったのか、あっ

たと。エージェントからそういう話がありま

したと、どう対策するのと。答えきれなかっ

た、後半なんとかしますという話なんですが、

後半どうなるかちょっとよく分からないんで

すが、今度その観光振興基本計画があって、

これまでずっと着実に伸ばしてきている。そ

ういう中でこういう問題で頓挫するというの

は、この流れを止めるというのはあんまり良

くない、まして沖縄県は今やイケイケの時代

です。県そのものが。その中久米島は逆行す

るような、ただこの問題ですね。

ですからね町長、本当に、総合産業なんで

すこの観光産業というのは。本当に力を入れ

れば別の産業も一緒に伸びてくる。ぜひぜひ

今後力を入れてこういう問題を解決、そして

エージェントからもすんなり送れるよと、エ

ージェントだって２社ないと１社だけのとこ

ろに送れない。何か事故があったときに２社

でカバーできる態勢じゃないと１社だけのと

ころには送りきれない。ですからぜひともど

こからでもいいですから、先ほどの商工観光

課長が言っていたんですが感触がある会社が

あると。ぜひいろんな条件を整えながら、こ

れが駄目だと次へと、そういう方向で早め早

めに手を打っていただきたいと思っておりま

す。ということを要望してこの質問は終わら

せていただきます。

次の質問ですが、集落形成の維持について

ですが、答弁によりますと２月にアンケート

を取ったと。将来的には字の統廃合は望まな

いという結果が出ているらしいですが、まだ

整理されていないんですよね。確かに何十年

も昔から同じ場所で住んでいて、同じ人たち

と交流しながら共同生活をしていく。いろん

な都合があるかもしれないですが、近隣の字

と統廃合に向けてやる。当然それは反対が起

きます。ただ現状からすると、いまコミュニ

ケーションすらできないような集落がいっぱ

いある。人として生まれて生活していく中で
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コミュニケーションを取らない集落というの

はあまりよくない。人間に尊厳的な部分があ

るんです。要は通常当たり前の生活ができな

いというのは人間の尊厳にも関わるような、

それを行政としては見逃してはいけないと思

いますね。みんな公平に生活できないと、そ

の部分が行政としての役割じゃないかなと思

っております。

そういう中で、そこまで突っ込んでのアン

ケートじゃなかったと思いますが、合併をす

ることによって集落にとってメリット、デメ

リットも説明しながらのアンケートだったの

か、そのへん確認したい。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

２月に区長会の皆さまに字の運営に関する

アンケートを実施しました。例えば字費をい

くら徴収していますか、徴収率はどうですか

とか。あと字の地域行事、掃除やなにかする

ときに困っていることはないですかという中

で、将来的な字の統廃合を望みますかという

アンケートを行いました。８割方の字が無回

答でありましたが、統廃合を希望する希望し

ないには丸はしないんですが、それ以外の欄

に、やはり若い人たちは統廃合をしてもいい

と思っているけど、年配の方は反対している

とか、そういう伝統をやっぱり守っていかな

いといけないとかといろんな意見は出されて

いました。

これまだ全部細かいコメントのものまでを

整理していないので、まだ公表はしていない

んですが、やはりこの統廃合については難色

を示しているところがあります。ただ以前か

ら区長会、評議員会等の中でも、今後の公民

館の存続とかに関しては、小さな集落で単独

の公民館を新設することは今後難しいから、

近隣の字と一緒に使えるような地域公民館み

たいなかたちで整備することを今後考えてい

く必要があるんじゃないかということは以前

から話はしてきました。ですので、決して字

の伝統とかを全て撤廃して一緒にやっていっ

た方がいいですよということでの説明はして

きていません。

その中で、各県内の他の市町村もそうです

けど、やはり字のコミュニティの継続、その

中での地域活動が難しくなっているところが

全国的にもたくさんあるということで、例え

ば字のコミュニティは残しながら行政区とし

ては統一を図っていくとかというようなやり

方をやっている市町村が多くみられてきてい

ます。その中でもやはり限界集落といわれる

ような過疎地においては集落支援員を配置し

て、地域活動とか地域のコミュニティ形成を

支援するような運動も行ってきているようで

す。久米島町においても、そのようなかたち

で積極的に支援をしていきながら地域力の育

成に努めていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

町が出している久米島人口ビジョンという

のがあるんですが、その中においては2010年

に調査した結果が、前限界集落が2010年には

５字で、５年後の2015年には14に増えている

んです。消滅集落も出てきている。そうする

とこのままの状態で行くと、かなり厳しい状

況になってくる。現状、例えば行政が住民に

サービスしていく中で、現状の集落単位で問

題ないのか、逆にある程度括って行政区域と
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して、現状で問題なのがサービスをしていく

中で括った方がいいよという、そういう感覚

的なそういうのはあるんですか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

特に行政区としての統合を進めていかなけ

ればいけないという切羽詰まった事情という

のは行政側にはないです。ただ集落の方では

例えば集落外作業をやるにしても若い人がい

ない、高齢化が進んでいる世帯ではその作業

ですら難しくなっている所も出てきておりま

す。その他様々な冠婚葬祭の行事なども今ま

では婦人会、青年会が中心にやっていたのが

個人のお家でやるように移ってきたりとか、

集落の中でのかたちが変わってきているの

で、それぞれの集落ごとの悩みがあると思う

んですが、行政側としては特にそういった問

題点はないです。

ただ要は広報を配ったりとか、選挙公報を

配ったりとかという行政事務委託の部分で小

さな集落ほど住民に負担をかけているなとい

うような印象はあります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

先ほども言ったんですが、生活をしていく

中でコミュニケーションが絶対必要だと思う

んです。公民館さえ行かないというのが最近

ある。特に小さい集落であればあるほどそう

いう現象が起きている。そうするとやはり生

きている人の価値というのがどうしてもそう

いう部分の思えてしまうんですね。せっかく

生きている中ではやっぱり集団で生活しなが

ら生きていった方が人生を暮らしていった方

がいいと思いますので、このアンケートを見

たんですが、この中では統廃合を感じるよう

なものではないですね。自治会に加入してい

ますかとかいう部分でしかないのでね。

いま我々の地域では３島ですね、上江洲、

久間地、西銘で最近何名か集まってそういう

話をしたんです。歴史が壊れていくという、

字名がなくなるとか、習慣がなくなるとか、

文化が、そういうのを抜きにして、とりあえ

ず共同体で、同じような生活、それまでの歴

史そのものは残していこうと、文化もそのま

ま残していこうと。それで生活できるような

環境をつくっていこうというので今話し合い

を進めている。ところが先ほど言ったように

反対者はやっぱりいるんです。集まった人に

対して反対している人が誹謗中傷があった

り、どうのこうのと。地域あたりでは統廃合

を進めていくような環境ではない。お願いし

たいのが、行政指導でそういう方向にいけな

いかと。いろんな調査をしてですよ。困って

いる地域は困っている地域なりに統廃合も含

めての対策をやっていけないかというふうな

ことをお願いして、この質問に対して終わる

んですけれど、最後に総務課長から地域支援

員という話があったんですが、この地域支援

というのは町が委託してやることなんです

か。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

集落支援員についてお答えします。集落支

援員はいま地域おこし協力隊というのを全国

に総務省が活動費とか人件費を補助して派遣

しているように、同じように地域支援隊とい

うものも総務省の方である程度活動費や人件
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費の予算を出して派遣をしている事業です。

それについては地域協力隊と同じようにこち

らで雇用して、その分を交付税措置をしても

らうようなかたちで行っている事業でありま

す。全国でも特に過疎が進む地域においては

地域支援員を置いている集落がかなり増えて

きていますので、そのへんについてもよく調

査をして上手く活用できないか検討していき

たいと思っています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

そういう制度がありましたらぜひ有効活用

していただいて、地域の問題を洗い出してど

ういう方向に向けた対策をした方がいいのか

やっていただきたいと思います。この件に関

してはこれで終わります。

続きまして、久米島高校の持続的発展とい

うことですが、町長の答弁には６月から中学

生、そして保護者対象に説明会を開催すると

いうことになっておりますが、具体的にどう

いうかたちでやるのか、回答お願いします。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。去った６

月７日に久米島西中学校を対象にした説明会

を既に開催しました。対象としましては西中

につきましては全校生徒と保護者10名程度参

加しているんですが、内容については久米島

高校の学校の紹介というかたちをとって、そ

の中で久米島高校の魅力化事業も紹介してい

ます。

そして、明後日６月16日金曜日については

球美中で同じような説明会を予定していま

す。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

いいことですね。私は学校現場の校長とか

教頭あたりと小中学校のですね、結構話をす

る機会があって、その中で久米島高校の定員

不足の話、廃科の話とかいろいろやったりす

るんですが、校長先生あたりが言うことには、

中学校３年生を対象にしたら遅いと。ほぼ１、

２年で進路が固まってくると。ある子どもに

よっては小学校から沖縄本島に行きたい子ど

もは既に小学校からそれに向けて勉強を取り

組んでいくということであるんですね。です

から本当にそういう子どもたちを久米島高校

に仕向けるんであればやっぱり小学校生を対

象にとか中学校１、２年を対象に説明会をや

った方がいい。

保護者も対象にするんであれば、進路説明

会をやりますよということになると、おそら

くほぼ来ないだろうと。であるのであれば、

例えば修学旅行の説明会とか、こういうのが

あればほぼ集まるらしいんです。こういうの

を利用しながらやった方がいいのかなという

ふうにあるんですが、今後いろんな修学旅行

の説明会とか、いろいろあると思うんですが、

そのへんをやっていただけないかどうか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。この説明

会をしたのも、いま盛本議員がおっしゃった

とおり、我々としても中学校の校長先生の方

からの提言もあって、こういった説明会を開

催したところであります。開催時期等につい
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てもいろいろ学校の意見等拝聴しながら開催

時期等を検討していきたいと思っておりま

す。

小学校に対しての説明会については２月に

中学校の入学説明会がありますので、その機

会を利用して魅力化の事業を説明していきた

いと考えております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

ぜひこういう説明会はたくさんもっていた

だいて、現状、久米島の小中の在籍数を調べ

てみると、中学校は１年生が70名、２年生が

72名、３年生が68名なんです。小学校につい

てもだいたい１年から６年まで70名から80名

弱という数字。その中でそのまますんなり久

米島高校に入ればいいんですが、結局島外に

約１割強出ていく。そうすると中学３年を卒

業してすんなり１割を除いてでもいいんです

が久米島高校に入ればいいんですが、やっぱ

り就職する子どもたちがいる。そうすると60

名から65名ぐらいなんです。久米島の中学校

から高校に入るの。それに島外留学生が12、

13名から15名ぐらいにしても、ほぼ久米島高

校の定数には及ばない。そうするとどうして

も久米島の中学生をどうにかして久米島高校

に止める必要があるのかなというふうに思い

ます。

島外、県外もいま仙台とかいろいろ説明会

の予定をしているらしんですけど、県内に関

しての取り組みというのは何か考えているの

ないですか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

県内については、話を聞くと周辺離島から

入学したいという話は聞こえてきているんで

すが、具体的にどういった内容で取り組むか

は今後検討していきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

私が言いたかったのは、そこなんです。い

ま南部７離島があるじゃないですか。町村含

めてなんですが、町村会の会議が何度かある

じゃないですか、議長も含めて、そうなんで

すが、その中で久米島高校のピーアールはで

きないものなんですかね、町長。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。そういう会合でも私機会が

ある度ごとにお話をしておりますが、ただ問

題なのは受け入れの寮の数が限界がありま

す。10名以上来た場合には、いま最高で28名

対応ですよね。それ以上希望者はいても受け

入れることができません。まずはだから寮を

今後増設するか、また一部は里親制度に振り

返るか、そのへんも今後の課題だと思ってい

ます。私としては寮を増やして希望者を多く

受け入れたいんですが、またこれが逆転現象

が出た場合にまたどういう問題が出るのか。

そのへんも総合的に判断する必要があると思

います。すぐは解決できませんがもう少し時

間をかけてそれぞれの立場の皆さんとの意見

交換を交えて検討したいと思います。

とにかくこの事業については、他の南部離

島からも非常に注目されて、この間、南部の

商工会の正副会長の皆さんも来て視察をした

ようですが、非常に関心を深めておりました。
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今日は傍聴にも塾の先生方もお見えになって

いますが、全国的にこの取り組みについては

注目されていますので、今後は増えても減り

はしないと思っていますので、このへんはし

っかり受け入れの態勢をどうするかを早い時

期に検討していきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

寮の問題も費用対効果、いわゆる予算があ

って始めてそれが成り立つわけですから、予

算との関係もあってなかなか増やすことがで

きないだろうと考えています。あとは先ほど

おっしゃったように里親をどうするか。家庭

で里親をやるかどうかという部分は、そのへ

んの普及も含めてやっていただきたいと思い

ます。

現状、こういう状況の中で廃科問題が起き

てそれに端を発してこの問題がいろいろ行政

も民間も含めて取り組んできたんですが、現

状ね、教育長、沖縄県は何も言ってこないん

ですか。いわゆる定数に満たない状況の中で、

１つの科だって、いま成り立たない状況なん

です。定数なりたたない。全体からすればか

なり少ない。廃科の問題、クラス減の問題と

いうのは県からお達しはないんですか、何か、

現状として。そのままの状態がいま続いてい

るんですか。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。たぶん編成計画の中で

定員枠40名、これを割った場合どうなるかと

いうことだと思うんですが、中期計画までの

中では平成28年度昨年度入学生をもって募集

は停止するということは決まっていました。

ところがこれまで久米島町が町を上げて久米

島高校の園芸科の存続、また全体の存続、発

展に向けた取り組みがいろいろなされている

ということに対しては、すごく県教育庁の方

も評価をされておりまして、この努力は認め

ているということでした。そのまま後期の編

成計画にこれからなっていくわけなんです

が、後期の編成計画の中に廃科問題というも

のが入っているのかどうかといったような情

報は入っておりません。

あともう１つ、やはり先ほど話の中から町

外から入る人数、生徒数もいくらでもいいと

いうことではなくて、いろんな課題があるわ

けですが、やはり大事なのは、いま中にいる

生徒をいかにして久米島高校にと進学させる

かというような取り組みを先ほど企画財政課

からもありました。実はこのことにつきまし

ては、新年の１月のＦＭのラジオの中で、お

子さんをお持ちの保護者の皆さまへというこ

とで、久米島町の取り組みについて町営塾、

それから前村人材育成基金について、そして

またハワイ交流、これは久米島の生徒たちだ

けの特典ですよというようなことを放送しま

した。

あともう１つは、今回生徒が例年よりは多

かったことを受けまして、これはやはり入学

した新１年生からこのことを伝えていこうと

いうことで、西中学校、球美中学校の全ての

生徒保護者の皆さまに、今度は文書で魅力化

について更に詳しく、町営塾、そして人材育

成基金、ハワイ交流について詳しく書いて、

全中学校の生徒の保護者にお配りをしまし

た。それを受けて今回は企画財政課の方で直

接今度説明会となっておりますので、そうい
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ったことを粘り強く続けていくことで理解を

してもらって、町内の中学生が久米島高校に

進学するというような意識をどんどん高めて

いきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

行政も教育委員会も含めて一生懸命久米島

高校存続のために頑張っているという中にお

いては我々町民としても非常に安心している

ところであります。私はほぼ毎日子どもたち

の通学、下校の風景を見ているんです。自転

車で行ったり、歩いて行ったりで、ものすご

く彼らのその姿を見ていると、非常に元気が

出るんです。あの風景がなくなると久米島そ

のものが沈滞化するんじゃないかと思ってお

りおますので、ぜひぜひこの久米島高校の学

生が毎日朝早く通学の風景がずっと見れるよ

うに、久米島高校が存続できるように町長含

め教育長も含め民間も含め頑張っていただき

たいというふうに要望しまして私の質問を終

わらせていただきます。

（２番盛本實議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで２番盛本實議員の一般質問を終わり

ます。

休憩します。（午後２時27分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時35分）

８番喜久里猛議員の質問を許します。

（８番喜久里猛議員登壇）

○ ８番 喜久里猛議員

喜久里です。質問書に則って総括で質問し

ていきたいと思います。

久米島観光についてなんですが、そのうち

の例として、チュラフクギは観光客に喜ばれ

ているかどうかという問いと、トライアスロ

ンの運営方法について、町民の協力は得られ

ているかということの質問です。

２番目は久米島の人口について。町長の公

約に人口増をかかげているが、その見通しは

あるかということです。

３番目は県道の草刈について。県道草刈は、

町が受託しているが、地元の業者は大丈夫か

ということの質問書になっていますが、これ

原稿と間違っています。私の原稿は、地元の

業者を圧迫しないかということになっている

はずですが。なっています原稿はね。後でこ

れ見たものですから議運で私も、訂正する暇

がなくてということになっています。だから

若干回答が変わってくるんですたぶん。それ

はそれで聞いてからしましょう。ということ

で以上の３点を質問します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

８番喜久里猛議員の質問にお答えします。

まず、久米島観光について。チュラフクギに

ついては、樹齢200年以上の老木であること

や暴風等による枝の欠損があり、樹勢も以前

の様な勢いも無いことから、樹木医の診断を

受けながら施肥や剪定等樹勢回復につながる

保護対策に取り組んでいる所であります。

２番目のトライアスロンについて。トライ

アスロン大会については、事務局を沖縄県サ

イクルスポーツ振興協会が担っており、コー

ス設定をはじめ、ボランティアスタッフの確

保・配置、運営等について、実行委員会各部

会と連携しながら開催しております。
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町民から大会についての意見等について

は、町には寄せられておりませんが、事務局

には交通規制に関する苦情が１件報告されて

おります。

大会の開催にあたり、区長会、学校などに

協力を依頼し、270名のボランティアスタッ

フの協力を得て運営に当たっております。

２番目の久米島の人口について。人口は私

が就任した平成26年５月から本年４月末現在

までの間に328名減少し8,013名となっており

ます。人口増については、少子高齢化の進展

等で厳しい状況ですが、第２次総合計画や地

域創生総合戦略に掲げた施策を進めることで

人口減少に歯止めをかけることが必要と考え

ております。

３つ目の県道の草刈りについて。県道維持

管理業務委託は、昨年度まで、南部土木事務

所が本島から５社、久米島から１社の６社で

指名入札しておりましたが、委託業務を県か

ら町が受託し、町内業者だけで指名入札しま

した。毎年度、地元業者が受注しているので

十分対応できるものと思っております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

再質問したいわけですが、私は何度も同じ

ようなことを申し上げますが、質問につきま

しては、例えば観光であれば観光全体のこと

を考えて準備しておけよと言っています。農

業だったら農業のことを考えておいとけよと

いうことの質問をしていますので、そのつも

りで再質問します。

とりあえずはこのチュラフクギなんです

が、なぜ私が観光について質問するかという

ことなんです。実は私は皆さんも知っている

ように農業ばたなんです。観光についてはそ

れほど得意ではないです。ただ町民の声が私

に届いた以上は私はやらないといけない。こ

のチュラフクギにつきましては、どう言われ

ているかということです。観光に連れて行っ

たはいいもの、これチュラフクギじゃないで

すよと。これヤナフクギでしょうと。もうシ

ョックですよね、連れていった人は。だから

こういう質問になるんです。私も最近確認し

にいきました。やっぱりヤナフクギですよあ

れば。樹齢200年も経って、もう色も悪い、

剪定もされていない。ましてや一番上のてっ

ぺんの方も伸ばし放題ですから、これではや

はり観光にはならないでしょうということな

んです。チュラフクギというのは実は久米島

の観光においては歴史がありますよね。その

当時、県道拡張をしようとしたときに、町民

がこんなきれいなフクギ切るのと、残しまし

ょうと、侃々諤々協議しか結果あれ残ったん

です。だから我々は責任をもってあれを保護

しないといけない。

質問は観光について質問したんだけど、回

答は博物館になっているんだね。誰でもいい

です再度回答してください。今の状態では誰

が見たってあれは回答のとおり良くありませ

ん。じゃあどうするかということなんです。

きれいにするための保護政策をとれるかとい

うことね。例えばきれいな並木にしようと思

えば当然剪定が必要です。上も横も必要です。

それには足場が必要です。足場をするには今

度は通行止めしないといけない。そこまで考

えて、これは博物館長が回答するのかな。そ

こまで考えている予算が確保できるか。更に、

その博物館として文化財としての予算の確保

ができなければ、観光事業で、この予算が取
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れないかということ。これをまず回答してく

ださい。

○ 議長 幸地猛

田端智博物館長

○ 博物館長 田端智

ただいまのご質問にお答えいたします。チ

ュラフクギにつきましては、自分も喜久里議

員からの質問があって現場を見てきました。

確かに３分の２ぐらいは樹勢勢いがなくて、

はっきり言って見苦しいような状況もありま

す。これについては樹木医には毎年診てもら

っています。樹木医の指示に従っていろんな

対策もとりながらやっていまして、28年度に

樹勢回復事業ということで施肥と剪定を28年

度はやっております。その効果をしばらく見

ながら次の対策をとろうということで現在に

至っています。剪定についても下の方は剪定

はやりました。上についてもある程度また樹

勢が回復したら揃えてやるということも考え

ていますが、確かにそれをやるとなるとまた

道路の片側封鎖して少し大がかりな作業もや

らないといけないということでありますの

で、その時になったらまた予算も確保してき

ちんとした対策もやっていきたいと考えてい

ます。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

このチュラフクギにつきましては、ぜひそ

のような対策をとってほしいです。これはさ

っきも言ったように歴史があるし、そう簡単

にもう樹齢200年生きたんだからもういいで

すよというわけにはいかないんですよね。１

代目枯れた２代目育てないといかないわけで

す。我々はその義務ありますから、ひとつ頑

張ってください。

それと関連しまして先ほどのトライアスロ

ンの問題があります。実はこれも町民の声な

んですよ。トライアスロンあったらしいがど

こをどう走ったのということなんです。実は

私も関係者に電話したんですよ。何時にどこ

を出発するのと、応援に行きたいけどと、兼

城通り何時に通るのとやったら、もう３回目

になるんだがコースはイーフの島尻あたり。

ある程度担当に聞いたんだが、町民がこぞっ

て応援するんであれば、応援できる態勢でや

ってほしいなと。せめて下の通りぐらいは通

ってほしいと。そこで太鼓を叩いて、久米島

一周マラソンではないですが、応援できるわ

けです。久米島の人間がわざわざイーフまで

行って応援しませんよ、したくても。このへ

んが久米島の非常に欠点ではあるんですが、

そういうことがありますので、このトライア

スロンについて、もちろんやってほしいです

よ。やってほしいんですが、こういうコース

を変更して、町民が参加しやすいようなトラ

イアスロンにもっていけないかどうか、その

へんのところどうですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

トライアスロンの実施につきましては先ほ

ど町長の答弁にもございましたが、沖縄本島

の方で管理しているということで、なかなか

態勢が広く伝わっていないというところで改

善点が必要だろうと思っております。いまコ

ースについても一部地区、仲里地区、イーフ

地区ということで島全体が応援しやすいよう

な状況も必要じゃないかというご指摘なんで

すが、これにつきましてコース設定につきま
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しては沖縄県トライアスロン連合の方で現地

踏査しながら決定しているところでございま

す。

コースの設定について現在、距離含めて取

り決めがあるかということで確認したとこ

ろ、距離に関する取り決めはないということ

で、それならば久米島一周を含めて島全体を

コースとして設定が可能かどうか問い合わせ

したところ、これについても可能ですよとい

うことを回答頂いております。そのへんに向

けてあとはスタッフの問題とかいろいろあろ

うかと思いますが、そのへんがクリアできれ

ばコースの変更、具志川方面にもコースとし

て取り入れることが可能ということは確認で

きております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

コースの変更ができて島民全部が応援でき

る態勢にぜひもっていってほしいなと思いま

す。

観光についてということで、この２点が例

なんですが、それ以外にも当然出てくるわけ

でして、これで質問しますから、答えられる

分は答えてください。

29年度で確か民泊事業がなくなりましたか

な。あるいは予算が減額したのか。職員１人

減りましたね。29年度までの修学旅行につい

ては確保されているみたいなんですよ。30年

以降果たして我々その民泊事業、町長はじめ

久米島の観光を何とか増やそうということで

民泊事業を受けました。受けたはいいけども

肝心の子どもたちが来なければ意味ないわけ

ですよ。大丈夫ですか。

それともう１つ、下地原洞穴がありますね。

私何度もこの件をいうんですけれど、これは

先ほどの議会で、幸い水道課長が来ているの

で言います。水道課長は掃除しますと回答し

ました。私は喜んでわざわざ見に言ったんじ

ゃない、製糖期でしたので仕事の途中で側に

畑があったので見ました。入り口から入って

私は喜びましたよ掃除してるよ。ところが肝

心の壺口が詰まっているよね。なんであれ掃

除しないの、片付けないの。２つ。元に戻す

わけだから、こんな簡単なことがなぜできな

いかと。ただ掃除しただけでは話にならない。

これ答えられたら答えてください。

それと、この間、比嘉大吾君でした世界チ

ャンピオンになったボクシングで、宮古で凱

旋パレードしましたね、たぶんテレビも見た

でしょう。あの時に４人かな大吾君の側を歩

いている人見ましたか、人間。見てるんじゃ

ないかな。あれまもる君ですよ宮古で有名な。

我々は久米島ンチュが宮古ンチュに負けてる

のそこなんですよ。凱旋パレードでわざわざ

化粧をして、テレビに移るように歩いている。

逆にもう主役くっちゃうわけさあれで。作戦

勝ちです。なぜ我々久米島ンチュは、そうい

うのが足りないのかなと思うんです。これは

後で町長に回答してほしいです。

我々久米島ンチュは果たして本当に観光の

心をもっているのかな、性格的に。観光に向

いているかなと、私いつもこれ疑問に思って

いる。今取り上げた質問についても、観光を

迎えるならまず足下をきれいにせいと。いる

いないは別だと、観光がいるいないは。きれ

いにしていつでもお客さんを迎えるような状

態にもっていって観光のものをいえと、言っ

ているんだけど、やっぱりこういう問題が出

てくるんですよ。そういうことでまず民泊の
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問題、それから下地原、それからまもる君に

ついて、これは町長から久米島ンチュの受け

入れの気持があるかないか。あるいは久米島

ンチュの性格として観光に向いているかどう

か、そのへん回答願えればと思います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

それでは民泊に関する質問についてお答え

いたします。民泊は予算が削減されたかとい

うところなんですが、実質減額にはなってお

ります。といいますのは３年で自走するとい

うもとでスタートしておりまして、その中で

民泊の誘致、それから修学旅行併せて誘致、

それから商品開発含めて取り組んできてもら

うということで、その活動費も含めて３カ年

間いろいろと取り組んできたわけです。昨年

28年度になりますが、28年度に関してこれま

での経過含めて民泊事業部の皆さんと話し合

いをもちました。実際運営上どうなのか。そ

れから今後３年間、28年度で終わりますよと。

それではその活動についてどのような条件に

なりますかということで、まず継続的な支援

が必要かどうかいろいろ話し合いをもったん

ですが、結論から申し上げますと、事業部の

方からは増額ということに関しては支援につ

いては一言もございませんでした。これはな

くて、まず自走はできないというこちらの判

断の下で今年度予算については減額、１人分

の人件費を計上と、それから営業活動、その

部分について計上しております。

もう１つ、これまで３カ年間取り組んだ中

で右肩上がりで収入も得ているということ

で、その人件費は１人分は十分確保できると

いうことも含めて、この額を今年度支援して

いる額を決定しているところです。これもこ

ちらが話を聞きながらいろいろと確認して、

自走に必要な今年度の活動費として計上して

おります。

○ 議長 幸地猛

上里宏美上下水道課長。

○ 上下水道課長 上里宏美

去年の12月、下地原の清掃の質問があった

際には、穴が空いていて入れるような状態で

したから大丈夫だなと判断してやりました。

本当にすみませんが、年明けてから２月３月

そこの時期には確認していなく、その際臨時

職員、草を刈る方１人ということでなかなか

そこまで対応が難しかったという判断もあり

まして、そこまでなかなか気がつかなかった

ということで、私の落ち度になると思うんで

すが、そこは今回新しい博物館館長と調整し

ながらやっていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

喜久里議員の久米島の皆さんが観光を受け

入れる体質があるかということだと思います

が、私としては今現在大きなイベントとして

10月のマラソン大会、１月のウォーキング大

会、今回やりました５月のトライアスロン大

会、それぞれボランティアの皆さんが協力し

て実現したものと判断しております。希望的

に言えば宮古、石垣と比べますと応援の数も

違いますし、見かけによっては差があるのも

事実であります。ただ今現在やっている大き

なイベントとしては一生懸命地域の皆さんが

協力してやっているものと思っております。

今後においてもそのボランティアの集め

方、いろんな問題等もありますので、先のト
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ライアスロンにおいてもコースを西コースに

すると交通規制の問題とかいろんな問題があ

ります。今回もそれを改善するために交通量

の少ない、また製糖期、前回は２月でしたか

製糖期とかち合うということで、それもその

立哨の役員がいるということで、大きな課題

がありました。いろんな条件等がありますの

で、そのへんをうまく調整しながら今後にお

いても、またイベントイベントに触れ合いパ

ーティとかありますが、その時点でもいろん

な島の芸能とかも出して歓迎もやっています

し、やるべきものは僕はやっているものと思

っております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

町長の回答をいただきまして期待するとこ

ろではあります。参考までに申し上げます。

２件ほどいい話があります。私はだいたいお

昼は外食なんです。だいたい港で食べます。

そこに子ども２人連れた夫婦が来ました。日

本語をつかっているんです。流ちょうな日本

語、しかし顔が日本時じゃないなということ

で、すみませんどこから来ましたかと、中国

ですと。えっーと思って。いわゆる中国の爆

買い、それから団体のことはよく知るんだが、

家族だけで久米島に来たことに対して私はち

ょっと不思議で、どういうルートで来てくれ

たんですかと聞いたら、自分でパソコンで探

しましたと。久米島はどうですかと、良かっ

たですよと、それは社交辞令かどうかはちょ

っと判断できないですけれど、良かったです

よということを言ってくれました。

一昨日、またフィリピンの方が57歳らしい

んですが、久米島に遊びに来たので顔を出し

てもらえませんかと友だちから電話がありま

して顔を出して、初めてらしいんですよ久米

島。友だちというんだけども実は今友だちに

なったというんですね。なんというんですか

パソコンで知り合って、顔は知らないんだけ

ど、実際本人は見ていがう友だちみたいな会

話して、それで久米島に来ないかといわれて

来ましたと。もう開口一番もっといたいと。

要するに余所から来て自由に楽しむ方々につ

いては久米島はいいところなんですよ、のん

びりしているし。そんなにまで汚れていない

し、人間的にも自然も。でも非常にきれいと

はいえないけれど、それは。ただそういうふ

うないいところもあるのでそれを利用しても

っと観光に力を入れてくれたらいいなと思う

んですが、もう何回も言うように、我々自体

の心配り、観光に対しての心配り、余所から

入ってくる人に対しての心配りは我々は正直

言って足りないと思っています。

これは内容は違うんだが、今日の議会でも

そうですよね。議員対執行部。新しい課長さ

ん３人いるんじゃない、本会議に入るの。た

ぶん福祉課長は臨時で入っていると思うんだ

けど本会議初めてでしょう。最初にね、よろ

しくお願いしますと、頑張りますと、これ言

って当たり前でしょう。これが余所に対して

の心づもりになるんですよ、と思いますよ。

もし、すみませんでした、挨拶しますという

んでしたらやってください。それは当たり前

だと思う。これがひいては町役場の管理職課

長であり、久米島をリードする皆さんなんで

すよ。１分ずつ挨拶しますか、どうでしょう。

今さらだけど本当は最初にやってほしいよ、

こういうのは。やりましょう。はい、分かり

ました。
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次行きましょうね。人口問題について答弁

をいただきました。これも実は町民からの声

なんですよ。この回答では8,013名になって

います。私にある席で、久米島７千人になっ

ちゃったねと言うんです。びっくりして、え

ー、そういうことないだろうと思ったんだが

幸い8,013名で止まっています。でも13しか

余ってないですよ８千切るのに。

この人口問題なんですが、確かに先ほど盛

本議員からいろいろありましたね、学校の子

どもの達の件とかありましたが、私は子ども

たちの件は再質問で出るかもわからないが、

とりあえず企業誘致ですね、あれは３年なる

かな４年なるかな、もっと先か、山里議長の

時だからもう５、６年なるな。マグネシウム

例の、真泊の旧ターミナル、おおぼらこきま

したよね。２千人雇うと言っていましたよ。

我々真に受けて、もちろん人口欲しいから金

かけましたよ。あれ５千万円以上つかったん

じゃないの。ペンキ塗って、雨漏り防いで、

シャッターも直して。いま開いてないでしょ

う。たぶん閉まってますよ、あの状況を見て

たら、シャッターずっと降りっぱなしだから。

さすがにそのオーナーは２千人と言ったが、

久米島責任者はいや絶対できませんよと、50

0人は雇用しましょうと言いました。500人ど

ころじゃないもう閉まっちゃった。どうする

んですかということです。

この情報は実はもらってないですね我々議

員。閉まったことももらってない。これの違

約金は発生するのか発生しないのか。町はお

金をつかったわけですよ。契約書はどうなっ

ているかどうか。

こういうことがあるもんで、この人口問題

につながってくるわけです。ただこれだけじ

ゃないです。カキは非常に期待します。一生

懸命やっていますから成功していますよね。

そのへん含めて久米島の人口を増やすにはや

はり企業でしょうということなんです。この

へんのところ町長コメントあると思いますた

ぶん。これは我々情報を与えていないから。

それと、先ほどの盛本議員が言ったんだが、

私は何か機会がある度に言っていますよ。久

米島の中学生、本島に25％ぐらい行きます。

今年は行きました。自分も今まで４人の子ど

もを育ててきました。当然久米島高校ですよ。

この子たち、ぶっちゃけた話、本当にそんだ

け能力があるかということなんですよ。この

議会というのは当然広報にも載ります。ＦＭ

でも放送されます。私は敢えて言っているん

です。久米島に流したいから。親御さんたち、

周囲の親戚の皆さん、本当にこの子たちに対

して能力があるか、立派に育てようと思って

いるのか、親の高望みなのか、冷静に考えて

ほしいと。久米島高校からでも現役で大学１

人２人合格したじゃないですか。私は子ども

の頑張り次第、能力があれば絶対久米島高校

からでも大学へ行けると思うんです。そのへ

んのところ非常に回答しにくい、私の質問で

すが教育長、できたら回答してください。

それともう１つ、この人口問題について、

大学。実は、この深層水ができるできない、

やるやらない、これは当然先ほど黙祷で冥福

を祈りました大田昌秀知事の肝いりで実現し

ました。本島になるのを無理矢理久米島に持

ってきました、ありがたいことですよ、本当

に。その時に実は、私が御大と呼んでいる平

良総清さん、私が非常に尊敬する方ですが、

御大に大学つくれって、水産大学を久米島に

持ってこようって。これいいなと、ただ思っ
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たんだけども、私もそう思ったんだけど御大

も賛成してくれたんだが、もう御大は引退し

ているしなかなか実現しない。

仮にいま町長が一生懸命頑張っている10万

ｔのパイプ管、実現すればこれも可能性ある

と思うんです。それだけの水を利用する学習

施設というのはまずないですよ、世界中に。

大きな夢として水産大学も私は必要、農学部

でもいいんですよ別に、を持ってくる必要が

あるんじゃないかなと思っていますので、そ

のへんのところ町長がいいかな、各課で回答

できたらしてください。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまご指摘ありました企業の誘致の件

なんですが、先ほどありましたターミナルの

マグネシウムの件についてはご存じのとおり

廃業になりました。これもいろんなかたちで

我々が誘致したというよりは、いろんな紹介

の中で場所を提供したかたちになりました

が、リニューアルした経費については確かに

公費をつかっておりますので非常に、無駄と

は言えませんが、その跡利用についてはいま

担当課の方でいろいろ検討されておりますの

で、無駄にはなっておりませんが、ただ期待

していた雇用にはつながっていないのは現実

として受け止めたいと思っております。

これから先においても島外から来る企業に

ついてはしっかりその会社の、ちゃんとした

健全な会社なのかどうかというのをしっかり

判断して誘致にはつなげたいと思います。

いま取り組んでいるカキの養殖においても

これからの企業の工事も始まりますので、期

待してやりたいと思います。

その他、新たなものとしていま漁協さんが

取水が10万ｔになった場合は養殖場を新たに

増やしたいという提案もあります。この間の

総会でもそのお話が出たかと思いますが、増

えることによって雇用にもつながりますし、

島の経済にも大きな影響が出てくると思いま

す。

いろいろと人口減少問題においては取り組

みもやっておりますので、いま定住移住推進

の皆さんもコンセルジュ３名をおいてやって

おりますので、これから受け入れもいろんな

環境整備をしながらやっていきたいと思いま

す。ただ全てを希望するものを受け入れるか

となると、またいろんな問題等もありますの

で、しっかりそれもちゃんとしたかたちでチ

ェックしながら進めてまいりたいと思ってお

ります。

他の件については担当課長より答弁させた

いと思います。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

喜久里議員のお話の中で、昨年度は町外に

出る中学生の割合が25％ぐらいということで

ありましたが、実際のところ昨年度の割合を

見てみますと、球美中学校、西中学校併せて

96名おりますが卒業した内の64名が久米島高

校に進学しました。そして大平特別支援学校

の久米島分教室に進学した生徒は６名、併せ

て70名、これは全体の73％というふうになり

ます。外に出た生徒ですが、沖縄本島にある

高校や専門学校に進学した生徒は20名、割合

では21％、そして就職が６名、これは６％と

いうことで併せて27％というふうになってい

ます。
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進学した生徒につきましては、実は沖縄本

島の高校が14校ありまして幅広く進学してお

ります。その中の選んだ理由等については把

握しておりませんが、ただ本島の高校の14校

中４校がいわゆる進学に力を入れている高校

で、そこに入ったのが５名です。残りの10校

についてはスポーツに力を入れている高校、

そしてまた久米島高校にはない学科がある実

業高校というのがほとんどでして、進学で行

っているのは少ないのかなと思っています。

進学で町外の高校を出た生徒たちがその後ど

ういった職業に就いて、どこで仕事をしてい

るかといったような調査はしてなくていま把

握はしておりません。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

喜久里議員がおっしゃっているのはマグネ

シウム電池の…。このときですね契約、賃貸

契約を結ぶということで特に違約金とかそう

いう契約ではありません。真泊ターミナルを

使用して賃貸契約を結ぶというかたちで、そ

れに貸すために町としては施設の補修、今後

継続してその施設を利用できるための補修を

行っていますが、それについての契約という

のは特にはないです。その代わり25年11月か

ら賃料が発生しての賃貸になっております。

当初年額380万円ぐらの賃料としていました

が、町民を雇用してのものということで減額

の減免の申請が出されていまして半額での賃

貸を行っています。25年度については全額は

その半額で年間160万円ぐらいなんですけれ

ど、11月からの発生だったので、その分の月

額16万円は既に完納されています。その後26

年度から少し雲行きが怪しくなって、なかな

か督促しても払ってもらえないということも

あって、27年度になってもうこれ以上は待て

ませんよということで申しましたところ、も

う閉めたいと、事業を閉鎖したいという依頼

がありまして、そのためには事務所の方を引

き払っていただかないといけないので、その

手続きを行って退去していただいたという経

緯になっております。特にそういった違約金

みたいなもの等は発生はしていないというこ

とでございます。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

このことについてはザーッと流したんだけ

ど後で何か出てくるんだよね。だからこれ以

上質問しませんので、後でやってください詳

しく。

次、草刈りなんですが、これは実は県道の

草刈りにつきましては、もう20年来、30年に

なるかな、民間がやっていましたね。実は前

町長の時代からこれ町でやりたいと私聞いて

いたんですよ、県道の草刈りは。私その趣旨

が実は分からなかった。何の目的で町がやる

のか。いま業者さんが入札に基づいてやって

いるのは分かっています。がしかしこれは県

が発注するから取れる状態なんですよね、現

況として、条件として、地域性がありますか

ら。ところがいま回答のとおり町内業者だけ

で指名入札しました、過去ですね、既にされ

ていますね。毎年度、地元業者が受注してい

るので十分対応できますと。これ入札終わっ

ているんですよね。じゃあいつ刈るか、誰が

受けたか、答えてください。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。
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○ 建設課長 大田喜秀

この経緯から申し上げますと、昨年の11月

に那覇南部市町村管内の県議との意見交換会

の中で、久米島町も、南部市町村でも受託し

ている市町村があると、県道の維持管理。そ

のときに先生方から意見が出されて、じゃあ

久米島もそれに受託、要は我々の目の届く範

囲で県道の維持管理ができると。それで南部

土木と相談して、今年の４月３日に県から受

託して契約しました。例年４月１日なんです

が、その時に受注今まで10何年間ということ

で受注していました業者さんが断ってきまし

た。それは県にも了解をいただいて、我が島

にはそういう機械を持っているのは１社しか

ありませんと。これは見積もり合わせで契約

交わしてもよろしいですかということで県か

らも了解をいただいて見積もりで合わせて低

価格であれば契約しますよということでやり

ましたけど、もう卒業したいということがあ

りまして、その間、４月から１月かけて説得

やりました。それでももうその業務は受注し

たくないと。

この方の意見としては、たいへん疲れまし

たと。というのは、台風とか災害時は待機な

んですね会社で。警報が入って警報が解除さ

れるまで。その分、緊急時対応ということで

予算の中に入っているんですけど、これじゃ

あ大変だということで県に相談しまして入札

でもいいですかと。その前に建設業協会に相

談して、実はこういうことになっていますと。

もう入札しかないけれど、まずは協会の企業

の皆さんに聞いてくれと。みんな賛成したん

です、入札に。それで金額的にＣとＤの２千

万円以下でしたので入札やりました。日付は

確か５月19日だったと思います。いまちょっ

とメモにないんですけど、入札して、備瀬建

機さんが受注して、いま清掃作業を実施して

います。

どういう経緯で受注したんですかと後で聞

いたんですけど、本人曰く１年通して雇用で

きるので、非常に自分としては助かると。３

月31日までの契約です。その分1千800万円と

いう受託金で、その間職員を継続的に採用で

きるということです。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

２千万円という額なんですね、予算がね。

1千800万円。これは今まで丸一組さんが県か

ら受けていた額より多いんですか少ないんで

すか。いわゆるこれに増減はなかったかとい

うあれがあったと思うんだけれど、多いのか

少ないのか。

それともう１つ、いまの建設課長の回答な

んですが、前ぶり部分で抜けているような気

がする。なぜ丸一組さんが、あんた丸一組と

言わなかったけれど丸一組さんが断る経緯に

なったかということなんです要は。普通なら

常識的に考えて断らないんです。あれだけの

道具を持っているんですよ。あれだけの道具

を持っている業者が断るわけない。何かそこ

に皆さんとの話の食い違いが出ているんじゃ

ないかと思っているんですよ。確かに公共工

事ですから基本は入札です。これ私は入札す

るなとは言えないが、それに持っていくよう

な方法はなかったのかどうか。例えば、降り

るんでしたら、この大量の機械どうしましょ

うとなるんですよね。これは草刈りだけじゃ

ないものですから、例えば側溝の掃除もあり

ますよね。これはこういうのも今さら本島に
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持っていって売るというのもどうかと思いま

すし、これは本人に確認したわけじゃないん

ですが、新しい車買っていましたよね。１回

も使わずにすぐ売っています。取れないから。

これ新しいから売れたんです。マーク入りで

すよ、県の黄色い線の。

再度聞きます。入札に至るまでの経緯で問

題がなかったかどうか。それと私最初に再質

問の最初に言いました。なぜ町がこの仕事を

引き取る理由があるのか。その目的があまり

パッとこないんです。

それに追加して、いま兼城は確か、把握し

てないが、この県道を掃除していますね、い

くらかの金額が入っていると思います。これ

はこの掃除費から入っているのか、あるいは

他の事業から入っているのか、このへんのと

ころも教えてください。

いま大田、兼城から掃除している区域なん

ですが、仮に事業として例えば美ら島なんと

かの事業とか、花いっぱい運動とかの中山間

事業でやっているのか、ありましたら、これ

を県道ではなく他の皆さんが手の届かない公

園とか池の周辺とかにもっていく方法はない

のかな。必ずしもあんな危険なところで字民

出してやる必要があるのかどうか。ただ字と

してはその予算はほしいんですよ、活動して

ほしいから。場所の変更とか可能ですか。こ

のへんの担当は誰か、保久村課長あたりかな、

産業課かな、回答できたら。場所を変えて字

が掃除するわけにはいかないかどうか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

３月26、27日ぐらいにいまおっしゃる社長

に、次年度から町が受託してそのまま次年度

もよろしくお願いしますと、非常に喜んでい

ましたその時。それでいろんな噂が流れてい

るかと思うんですけど、４月３日に役場に来

ていただいて、その時子どももわざわざ連れ

てきていました。これだけの、毎年初年度当

初は設計額の設計の数量はもう決められてい

るんです。186.68㎞、これは島内46.671ｍを

４回の道路清掃と３回の除草です。草刈り。

県道あちこちに道路パークがあります。その

箇所の清掃等々。それから118日のパトロー

ル、県道のですね、等々みんな設計書でもっ

て基本の数字は固めて、毎年単価だけの入れ

替えして入札しています。これは合併前から

従来那覇の５社と久米島のその会社と６社で

入札しているのを去年までやった会社がずっ

と引き受けてきたということです。それを島

内だけで入札行為ができるということで非常

にこちらとしてはいい利益になるんじゃない

かということで、町が最もやりやすいような、

いままででしたら県に１回打診して、やって

いいですよと返ってきて、その業者さんにお

願いするという非常に長い時間かかっていた

のが、短い時間で、こちらの建設課がそうい

う判断ですぐ作業ができるというのがメリッ

トです。

契約金額については毎年増減があります。

台風時や一昨日の大雨とか、今日もまた一生

懸命泥とか作業入っていますが、こういうと

きは緊急対応ということで、何名が何時間出

たとか、それ全部積み上げしていって後で増

額するというパターンになっています。基本

は税込みで1千800ちょっとですけど、その年

度によって変わると聞いています。ただ基本

額はそれで決まっていきます。

あと、ボランティアはその金額には関係あ
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りません。ボランティアはボランティアとし

て役場を通さずそのボランティアの代表が南

部土木に申し込みして、どの区間をいくらと

いうことで申請してやっています。いま久米

島で団体が18団体登録されています。そのボ

ランティアがどういう作業を、年間通して何

をしなさいという内容までは教えてもらって

いないですけど、兼城の大橋の交差点から清

水小学校の前まではほぼボランティアの団体

が入っていると思ってくださればいいと思い

ます。それと山城の道路パーク公園とか。そ

の県道を中山間でやるというのはちょっと予

算の出所が違うといったら失礼ですけど、中

山間というのは旧具志川村の農地です。仲里

村は多面的と区分けして農道とか排水路の浚

渫という事業ですので、県道のそういう字単

位で分けるというのはちょっと厳しいかなと

思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

２千万円じゃなくて1千800万円ということ

なんだけど、これで当然道具を買うわけです

ね、徴収できないと引き合いませんね。今後

もこれ競争入札ですよね、もうこれ１回やっ

ちゃってるから。大丈夫ですか。再度確認、

本当に大丈夫なのこれ、できるの。仮に入札

だったら、例えば今年度29年度の工事につい

ては何々が必要なのか、道具、それをちょっ

と教えてください。大赤字くいますよ。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

道具はいま詳細設計を持っていないのでは

っきりは言えないですけれど、人力、県から

全会社に貸与している道具もありまして、こ

れ自体が先月一応引き渡し受けました。その

会社が買ったというのはスイッパー、いわゆ

る道路清掃車ですね、あれ実は２台とも車検

切れでして、１台売ってあるのはたぶん古い

方だと聞きました。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時27分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時30分）

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

丸一さんの話しているんじゃないのよ。備

瀬建機さん入札していますね1千800万円で。

それに対する新しい事業ですから当然道具が

必要です。何々の道具が必要なのか。29年度

の。仮にこれが普通の草刈り機程度ならそん

なに問題ないんですよ。これに対して、これ

を入札した工事内容においてこの掃除をする

あのでかいやつ、あれ買う、トラック買う、

もう大赤字ですよね。目に見えてます。その

へんの説明がほしいんですよ。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時37分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時45分）

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

いま設計書が手持ちにないので内容は覚え

ている限りでは、まず草刈機、ブロアー、そ

れと２ｔ車等々になると思いますが、いまこ

こで草刈機を使った場合に玉石が飛びます。

そういった場合のフェンスは厳重注意という
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ことでお願いしています。一応は保険料まで

込みで、通常の設計業務でしたら直工に対し

て1.4倍ぐらいです。この業務だけは1.8、２

倍ぐらいあります。人間に対する作業人に対

する保険も加味して、その内容も非常に重圧

な設計内容となっております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

いま言うような工具であればひょっとした

らトントンいくかいかないかという線になっ

てくるけども、そうなると毎年今までやって

いた丸一さんがやっていたバキュームカーの

工事が入らないということになるね、今回は

29年度は。当然そうなるわけさ、そうなると

この予算さ、今まで丸一さんは県の予算でや

ってきたわけ、減額なってない？ これ、だ

いぶ減額になっていない。去年まで県が発注

していた工事請負費と町が今度発注した1千8

00万円と差額だいぶあるんじゃないですか、

どうですか。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

その際に受託するときに県の前年度の当初

の契約書も確認しました、同額ですほぼ。年

度の単価の変動ぐらいの分です。1千800万円

ちょっと、税込みです。だいたいそんなもの

です。去年とそんなには変わっていません。

ただいま喜久里議員が言っているスイッパ

ー、要は道路清掃車、それが車検が切れてい

ま使えない状態です。いま一応は設計上は同

じように、その機械でやるようには積算はし

ています。一緒です。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今さっきの回答では、これ入っていないと

言わなかったの、バキュームカーは。車検切

れているというが、これは入っていなくて1

千800万円という回答だったでしょう。だか

らそうなると毎年バキュームカーもやって、

これもやって同額というのはあり得ないんじ

ゃないかと言っているのよ。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

ちょっと勘違いしていました。バキューム

カーと喜久里議員は言って、私はスイッパー

と言って、道路清掃車ですね、積算の中に入

っています。使うように。これ自体がいま久

米島で使える車がないので、その分をどうす

るかということで来週、南部土木と協議する

ことになっています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

最後に町長、この件について、いま大田課

長が一生懸命説明しているが、ほぼ納得した

が、町が取ったという目的が分からないわけ

よ。私が一番心配していたのはいま言う業者

の圧迫なんですよね。いわゆる久米島は離島

だから基本的に競争入札だけど本島の業者が

来たってこの運搬賃だけでは賄えないから丸

一さんとやってちょうだいなんですよ。これ

もちろん公表じゃないですよ入札の段階で

は。ところが地元業者だけでやったら今みた

いに全く新しい業者が落札して、本当に赤字

くって頭抱える状態にならないか、これがさ

っき言った地元業者を圧迫しないかというこ
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となんですよ。そのへん町長答えてください、

目的ですね。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。県が年間に指示する回数が

決まっておりまして、過去は年に６回あった

予算が４回に目減りして、その４回ですると

非常に問題があったのは、かなり伸びた状態

でも70㎝以上じゃないと刈り取りしてはいけ

ないというような内々の決まりがあって、そ

れでは景観上も問題あるんじゃないかという

ことで、うちの環境保全課の道具も使って、

過去には町が何回もやりました。それではと

にかく維持管理についてはもっと力を入れて

ほしいと、これは他の市町村も同じですが、

それであればその事業は町に移管させて、そ

の予算を県が出してもらって我々が運用しや

すいようにやってもらいたいということで、

実は昨日私この件で行ってきました。そした

ら確かに４回の予算であれば伸びきったとき

に刈り取りする作業は非常に時間がかかりま

すよね。それを短いうちに、例えば４回のも

のを６回８回にして短時間で終わるような、

面積は同じ面積の予算で賄えるから、それで

もいいかと言ったら、それはそれぞれの市町

村に任せますということで、このへんまた来

週担当課課長と実際に最終的に確認させて進

めていきたいと思います。とにかく見苦しい

ときにはさっさとできるような対応をしたい

がために、こういう経緯になっています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今までの４回から６回にしたいと。当然草

が伸びたら時間がかかるのでということでほ

ぼ納得です。ただ心配なのはいま言うように

一気にこれだけの道具を揃えて業者大丈夫か

という話、非常に心配です。もちろんこの草

刈りの業務を取った以上は公も含めて保護す

るような政策をとらないと危ないということ

です。

これで終わります。

（８番喜久里猛議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで８番喜久里猛議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午後４時16分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後４時17分）

７番仲村昌慧議員の発言を許します。

（７番仲村昌慧議員登壇）

○ ７番 仲村昌慧議員

７番仲村昌慧です。通告書に従いまして３

点質問いたします。第１点目に、給付型奨学

金制度についてであります。給付型奨学金制

度については、豊見城市が県内市町村で初め

て、生活保護世帯で大学進学する学生を対象

に、返済義務のない給付型奨学金制度を始め

ます。また、今帰仁村も検討しているそうで

あります。本町では、前村基金による給付型

奨学金制度はありますが、生活保護世帯の学

生を対象にした給付型奨学金制度を導入する

考えはないか伺います。

次に、学校給食の無償化についてでありま

す。学校給食の無償化について、町長は過去

の答弁で、「給食費の無償化については事務

方に指示をしながら任期中に改善できるよう

に取り組んでいく、可能な限り頑張っていき

たい。」と述べています。町長の任期が最終
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年度に入っていますが、任期中に無償化する

のか、学校給食の無償化について町長の見解

を伺います。

次に、子ども議会の開催についてでありま

す。本町議会では、議会活性化の方策の一環

として、子ども達に議会への関心を深めるこ

とを目的に、子ども議会開催への取組を行う

ことになっています。開催実現にあたっては、

執行部・学校側の協力が必要であります。そ

こで、子ども議会の開催について、町長・教

育長それぞれの見解を伺います。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

７番仲村昌慧議員の質問、給付型奨学金制

度についてお答えいたします。議員ご指摘の

とおり、本町におきましては、給付型奨学金

は、前村幸秀人材育成基金がございますが、

現在のところ生活保護世帯の生徒を対象とし

たものはございません。しかしながら､より

多くの生徒が前村基金を利用できるように

と、昨年度より学費が高いとされる医療に係

る大学や専門学校へ進学した者まで補助対象

枠を広げました。その結果、申請者は約２倍

に増え、今後も多くの生徒が進学への意欲が

より高まっていくと喜んでおります｡ただ、

生活保護世帯の進学を希望する生徒を対象と

した「給付型の奨学金制度」の導入につきま

しては、財源の恒常的確保が見通せない現状

におきましては、大変厳しいと考えておりま

す｡

続きまして、２点目の学校給食の無償化に

ついてお答えいたします。保護者の給食費の

負担を軽減するために、町では、平成24年度

まで国から補助があった「へき地児童生徒の

食に関する支援事業」が廃止後も、毎年約40

0万円負担しており、また平成21年度給食費

を改訂以降、消費税が５％、８％アップした

上、食材費の高騰時にあっても、他の自治体

が給食費値上げに踏み切る中、本町は未だ据

え置くなどの努力を続けております。また、

本町には就学援助を受けている児童生徒が

小中合わせて約26％おりますが、給食費は就

学援助の補助を受け無償となっております。

給食費の無償化を実現するには、残り74％

の児童生徒の給食費の財源確保が必要となり

ます。就学援助を受けていない児童生徒の給

食費の総額は､平成27年度は､約2千680万円、

昨年度は、５年間実施予定の「子どもの貧困

対策推進交付金事業」を活用した結果、約48

0万円減の約2千200万円となっております。

今後､給食センターの建設を予定している中

で､約2千200万円の財源を恒常的に確保でき

るかどうか､ 財政課と調整を続けてまいりま

す。

３つ目の、こども議会の開催についてお答

えいたします。「子ども議会」は、児童生徒

が自分の町を将来どのような町にしたいか夢

や希望を提言し、議会を体験することで、議

会や行政の意義やしくみを理解することを目

的としています。

議会政治については、小学校６年生や中学

校３年生の社会科の学習で学ぶことから､実

際に議場で体験することを通して､学んだこ

とがより深まることや、子ども自身の社会参

画への態度や意欲を培うことができることが

期待できます｡

本町におきましては､これまで一度も子ど

も議会が開催されておらず、実施するには、
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担当部局から校長連絡協議会等の中で､趣旨

を説明した上で、各学校の回答を踏まえ開催

に向けて前向きに検討してまいります｡

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいまの７番仲村昌慧議員の子ども議会

の開催についての質問にお答えします。子ど

も達が、議会の仕組みや運営を体験し、民主

的な政治がどのように進められているかを理

解することは、将来の久米島の担い手を育成

する上で、大変重要なことであります。本町

でも、子ども議会の開催に向けて議会事務局

や教育委員会と連携したいと考えておりま

す。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

給付型奨学金制度について再質問します。

私は毎年３月議会、そして３月になると受験

シーズンになると、いつも昔10年前のことが

頭の中によぎってきます。６月１日に配られ

た３月議会だよりの編集後記の中にも私は書

きました。以前に生活保護世帯の子が大学入

試に合格しましたが、期限までに入学金を納

めなければ入学できないという相談を受けた

ことがあります。結局、その子は経済的理由

で大学進学を諦める結果となりました。私が

力になれなかったことを今でも心が痛みま

す。

そういった時期にちょうど豊見城市が生活

保護世帯で大学進学する学生を対象に返済義

務のない給付型奨学金制度を始めるという新

聞記事に出ました。その後すぐ今帰仁村も検

討するという新聞記事がありましたので、久

米島町もぜひこれをやってほしいなというこ

とで今議会でこれを取り上げました。

今の教育長の答弁では、財源の恒常的確保

が見通せない状況においてはたいへん厳しい

と。この財源が見通せないということは、来

年度、生活保護世帯、非課税世帯が何名いる

か調査しましたか。そしてそれによっていく

らの予算が必要なのか、その予算の試算をし

たのかどうか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

ただいまの仲村議員のご質問にお答えいた

します。１年、２年、３年とそれぞれの人数

は把握しておりませんが、中学校全体で要保

護世帯、準要保護世帯併せて59名、これは１

年から３年までの合計の数でございます。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

財源の見通しというのは、何名対象者がい

て、予算の試算をして、それで財源をどのよ

うに捻出するかという、その見通しを立てて、

厳しいのであれば理解できるんですが、そこ

のところも調査されていないんですよ。

実は、これ６月２日の北谷町が給付型奨学

金制度を18年度からやるということで新聞記

事にあるんですが、私は久米島町でも可能だ

と思うんです。幸いにして前村基金、久米島

町の奨学金がありますので、そういったもの

を利用すれば可能性があると思っています。

実は、北谷町は県外に進学する人に対しては
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月２万円、県内は１万円で年間10人を想定し

ていると。100万円から150万円、１年目。こ

れ４年間になると約500万円程度の歳出を試

算しているということであります。北谷町人

口が2万9千名です。久米島の約3.6倍。それ

で生活保護世帯、久米島町が２月現在で107

名、北谷町が420名です。約久米島の４倍で

あるんですが対象者が10名なんです。それで

100万円から150万円、年間。久米島町、僕は

３日前に久米島高校へ問い合わせしました。

来年度受験する生徒の対象者、まだ確定はし

ていないんですけど１人か２人といっていま

す。これは県外ですので、北谷町の例でする

と年間24万円、１人でやれば。今年度４月に

入学した人も確認中でありますが、まだ回答

はきておりませんが、そこも調べていただき

たいと思っております。

そういうことからすると久米島町で僕は可

能だと思っています。町長は全ての子どもた

ちが平等に教育を受けるように、そして離島

というハンディもあると。そのへん少しでも

負担軽減をするように努めていくの我々の仕

事であると思っていることを町長に言ってい

ます。私はむしろ貧しい子たち、こういう人

たちに手を差し伸べてほしいなと思っていま

す。困窮世帯では進学意識が低く、そして親

の学歴の低い世帯では困窮率が高いと、こう

いう連鎖を断ち切るためにも低額所得の方に

支援をすべきだと思っております。そこを困

難じゃなくてやる方法で考えていただきた

い。再度、教育長にお伺いします。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。いま議員がご紹介のあ

った豊見城市の給付型の奨学資金ですが、入

学支度金が30万円、月額奨学金が７万円以内、

これは実は県の方の給付額のものともほぼ同

等ということを聞いております。また要件が

ございまして、県の場合は学力要件として学

習成績が平均評定値4.0以上の上位成績者と

いうようなことでかなり厳しい条件というふ

うにはなっています。それに比べまして本町

の給付型の前村基金と返済型の久米島町奨学

金の両方を併用した場合、奨学金の総額とい

うものは月あたりに換算しますと県や豊見城

市の給付額とそれほど変わらないというふう

に思っております。逆に入学支度金の方は県

よりも高く、県外ですと50万円、県内が30万

円と、そういうことも考えますと、枠も広い

分、本町の前村基金と奨学資金を活用した方

がより特であり利用しやすいのではないかと

いうふうに考えております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

そこで前村基金、町の奨学資金制度を利用

することができるのであれば非常にありがた

いことです。ぜひそこを導入してほしいと。

教育長の答弁では困難であるということを聞

いて僕は非常に残念に思っているんですが、

そこを前向きに低所得者を支援することをや

っていただきたいと思っております。もう一

度答弁ありましたらお願いします。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

説明が少し不十分だったと思うんですが、

この前村基金、また町の奨学金制度以外に新

たな給付型の奨学金制度は、また別に設ける
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のはたいへん厳しいのではないかというよう

なことで、利用は今までの前村基金と奨学資

金を利用すれば豊見城市、県の基金と同じよ

うな、またそれ以上のものができるのではな

いかというような答えです。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

北谷町が北谷町の育英資金を条例改正をし

て非課税世帯にもこれを適用できるように条

例改正をして18年度から始めると。そしてそ

の貸与型のものも併用できるということであ

りますので、ぜひそういう制度を久米島でも

やってほしいなと。そして北谷町、豊見城市

においても17年の入学者に対してもそれを適

用できるように補正で取り上げていくと。本

町でも久米島高校の今年度の対象者がいるか

いないか確認して17年に遡ってできるかどう

か検討してやっていただきたいと思っており

ます。

町長の６つの柱の中で、町単独による奨学

金制度を利用して、教育の格差是正を図ると

いうことを述べています。ぜひ町長も積極的

にこれを導入してほしいと思っております

が、町長のコメントをいただいて、この件に

ついては終わりたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私も立候補する前に６本の柱を掲げて、そ

の１つとして教育の再生を、久米島の将来を

担う子どもたちの環境づくりに取り組みます

ということの１項目として今の件も入れてお

ります。これも担当課、教育委員会と協議し

て、いま該当するのが何名ぐらいいるのかも

試算しながら前向きに検討して進めていきた

いと考えております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

私は本当は全ての子どもたちに平等にして

ほしいというのが理想でありますが、ある有

識者もこういうことを述べております。全て

の子どもたちを支援できれば理想であります

が、まずは厳しい状況におかれた子どもたち

をしっかりと支援することを行政に期待した

いということを述べておりますので、ぜひ18

年度実施、それで17年度遡ってできるかどう

かも検討してほしいということをお願いして

次の質問に入ります。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

先ほどの仲村議員の人数の件で、先ほど私

が申し上げた人数は現時点の中学校の人数で

ございます、すみません。高校の人数は手元

になくて、たいへん申し訳ないんですが、先

ほど申し上げた人数につきましては、現時点

の中学校生における要保護、準要保護の人数

でした。申し訳ございませんでした。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

次に、学校給食についてであります。この

ことについてはほとんど進展していません。

１年半前に私は質問しました。早いものです

ねもう１年半になりますね。その時に町長は、

私がしつこく質問するものですから、私はや

りませんとは言っておりませんと。これから

の任期の期間を利用して担当課と調整しなが
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ら前向きに進めていきたいという答弁をして

おります。今回もまだまだこうして調整を続

けていくということであるんですが、調整し

てきたんですか、これまで。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私が就任してからの予算は２カ年でありま

す。その間、予算調整の中でも、この件は議

論したことがあります。ただ担当課財政側と

の調整の中では、これに代わるいろんな支援

をやった方がいいんじゃないかというような

担当課の意見等もあります。そのへんを歳入

財源の確保がしっかりできれば私は今申し上

げたように任期中にやりたいということであ

りますので、その歳入財源の確保をもう少し

新しい年度の予算編成の中でも調整が可能で

あれば、もっともっと見直しして減額できる

ような歳出を抑制してやればできないことは

ないと思うんですが、いま担当課の方として

はちゃんとした歳入財源の確保ができなけれ

ばそれは非常に厳しいということの調整の中

での意見ですので、これも踏まえて、実際私

の任期としては最終年度の予算編成までは、

来年の４月、今度の12月末までのかたちで調

整がありますので、それに向けてもう少し内

容を精査しながら考えていきたいと考えてお

ります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

もうそろそろですね町長、はっきりできる、

できないと申し上げた方がいいと思うんで

す。実はこれまでいろんな24年までに400万

円負担したり消費税アップを据え置きしたり

いろんな努力はしてきた。そういった中で町

長はいきなり26年の12月議会で教育の無償化

とは学校給食を指しますと答弁してしまった

んですよ。非常に期待させたんですね。僕も

びっくりしました、あの時。財源をどうする

かということを町長は長年行政経験があるわ

けですから、そういったのをちゃんとして答

弁されたのかと思って、なかなか財源面で調

整できないというかたちであれば、１年半前

の質問の中で、担当課長は、町長の志である

ので、いろんなかたちで取り組めるように、

部分政策は今後関係課も含めて協議したいと

いう答弁をしているんですね。財政課長、率

直にこの2千200万円の恒常的な予算の財源を

確保ができるのかどうか、率直に答えてほし

いと思います。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。現在の

町の財政からすると、合併してちょうど今年

で15年目ということで合併特例が今年でほぼ

終了すると。交付税についても来年から減額

となると。合併特例債についても今年で終了

ということで、今後財政的には非常に厳しい

状況が続くことが想定される中で、この２千

万円から2千500万円の恒常財源の確保につい

ては非常に厳しいのではないかと。

いろいろ町長の指示もあって、どういった

事業を切ったら対応できるかどうかというこ

とも検討してきたのは事実ではありますが、

一旦無償化すると次取るというのは非常に厳

しいと思いますので、慎重に検討する必要が

あると思います。

○ 議長 幸地猛
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７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

もうはっきりしてほしいですね、できるか

できないかは。町長、たいへん町長も自分で

公約で発言したことを撤回するのはやりづら

いと思うんですけどね、これはもうはっきり

させたほうがいいと思いますよ。町長は任期

期間中にやると言っていますので、できるか

できないか。できないんだったらできないで、

僕はそれなりにいろんな判断すると思います

が、町長の答弁をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

できるできないを言うのは非常に勇気のい

ることでありますが、目標として私はそのま

ま生かしていきたいと思っております。これ

は前から言うとおり、いま島の状況を見ます

とかなり貧困の家庭も多いです。経済格差も

確実にあります。それを考えた場合には、先

ほどの奨学金の話にもなりますが、本当に困

っている皆さんたくさんいると思います。本

島あたりでは学校給食のみが１日の食事であ

るという家庭もおります。久米島においても

その経済負担を考えた場合には、少しでも改

善できるのは僕は含みをもって政策の中には

残していきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

26％の非課税生活保護世帯の人たちは免除

されているわけですね。74％の中で2千200万

円、この財源確保が非常に厳しい。だからそ

こを今後無償化できるかどうかということ

を、これまで私は期待しながら質問してきた

わけですが、いつも調整、調整で言い訳され

て流されてきている。だからそこではっきり

させてほしいということを申し述べておりま

すが、少しまた期待させるようなことがあれ

ば、ぜひ実現に向けて町長頑張ってほしいな

と思っております。

次に、子ども議会についてであります。町

長と教育長のそれぞれの答弁を聞いて前向き

に実現できるように検討していきたいという

ことで、非常に前向きな答弁に対してありが

たく思っております。実は３月の議会で清水

小学校の６年生の生徒が30名傍聴に来まし

た。北中城村では28年度に子ども議会を始め

て開催しました。そして読谷村では２カ年に

１回開催しております。読谷村の方が１年生

の10月にその準備を始めて、その子たちが２

年生になったときに８月の22日月曜日に子ど

も議会を開催しております。10月に準備して

翌年の８月に。そういうかたちで今議会でこ

れを取り上げてやれば、今年６月に傍聴した

６年生はいま中学１年生です。この子たちに

10月から取り組みを始めてもらって来年８月

に子ども議会が開催できるようなスケジュー

ルで進めてほしいなと思っております。もち

ろんこれは議会側、執行部、学校、教育委員

会、一緒になって協力して取り組んでいきた

いと思っておりますので、そのスケジュール

をぜひ教育長としても学校側と相談していた

だきたいと思いますが、教育長の考えを伺い

ます。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。この子ども議会を体験

する目的は先ほど答弁で述べましたが、学校
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の学習する内容が深まるということと、さら

に社会参画への意欲や態度が高まるというふ

うに答弁いたしました。私はもう一つ大きな

意義があると思っております。それは地域の

課題を知って、その解決策を自分たちの視点

で考え、地域をよくしていくということを意

識するといったようなことはまた大事なこと

ではないかなと思ってます。そういうことを

通して子ども議会の経験を通して本町教育の

スローガンである島に誇りと夢をもち、ふる

さとを愛する子どもを育むということにもつ

ながると思いますので、そこのところを学校

の方にはしっかりと説明いたしまして、来年

度開催に向けて学校側と、そしてまた議会事

務局含めて調整をしていければと思っており

ます。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

北中城村では数回の研修を重ねてそしてリ

ハーサルもして実現をした。非常に感動のあ

る子ども議会であったということで、子ども

たち目線で質問していたということは現職の

議員たちも非常に勉強させられたということ

で感想文の中には書かれておりましたので、

ぜひ来年８月頃に開催できるように議会、執

行部、教育委員会、学校側と一緒になって実

現させていきたいと思っていますので頑張っ

ていきましょう。

これで私の一般質問を終わります。

○ 議長 幸地猛

これで７番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

（７番仲村昌慧議員降壇）

次に、６番赤嶺秀德議員の発言を許します。

（６番赤嶺秀德議員登壇）

○ ６番 赤嶺秀德議員

皆さん、こんにちは。６番赤嶺です。私か

らは質問書に従って４点質問していきたいと

思います。まず１点目、儀間川の浚渫改修に

ついて。私達が幼少の頃の儀間川は、水量が

豊富で鮒やテラピラ、蟹等が良く取れました。

しかし、現在は水量もなく水が淀み悪臭がす

るなど最悪な川となっています。那覇市内を

流れる国場川でさえ蘇生し浄化に転じている

ことを鑑みると、儀間川の汚濁は行政の怠慢

ではないか。と疑ってしまいます。

儀間川の改修計画については、平成27年９

月定例会において、崎村議員からも質問され

ております。その答弁の中で、儀間ダムの治

水効果を検証し緊急性等を考慮して事業採択

したい。旨の答弁をしています。

そこで２点について伺います。まず１点目、

儀間ダムの治水効果は検証したか。したので

あれば、その結果は。２点目、仮に緊急性が

ない場合でも現在の儀間川は浚渫、浄化する

必要があると思うが、その計画はないか。責

任ある答弁をお願いしたい。

２点目、子どもの貧困について。５月17日

付の新聞報道によると、北中城村が子供の貧

困について独自で調査を行なったところ、様

々な問題が出てきたことが報道されていま

す。久米島町においても「子どもの貧困につ

いて」実態調査をする必要があると思うが、

町長の見解について伺いたい。

３点目、子どもの医療費窓口無料について。

現在、「こども医療費助成事業」が行われて

いるが、県は、子どもの貧困対策と低所得者

世帯のこども医療支援の充実のため「こども

医療費助成事業」の見直しを決め、低所得者
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世帯の子どもが医療機関を受診した場合、窓

口で支払わないで済む「現物給付」を導入し、

通院も中学卒業まで拡充する案を検討すると

しているが、財政負担を抑制するため、低・

中・高の所得区分を新たに設け、高所得世帯

は助成対象外とする方向で市町村などと話し

合いを進め、見直された新たな制度を来年10

月にも導入する考えで所得区分の線引きや市

町村との合意形成が今後の焦点となっている

としています。

この新たな制度についての町長の見解を伺

います。

４点目、防災士認証登録者について。県内

の防災士認証登録者数が実数や人口当たりの

人数共に全国で最も少ない位置にあります。

実数では、327人となっており、沖縄県より

人口の少ない、鳥取県や島根県より下回って

いる状況であります。この様な結果の中にあ

って、防災士認証登録者等、久米島町の実態

について伺いたい。１点目、久米島町の有資

格者について実態把握はしているか。２点目、

資格者を育成する計画はないか見解を伺いた

い。お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

６番赤嶺秀德議員の質問にお答えします。

まずは、儀間川の浚渫改修について。儀間川

は２級河川で県管理となっているため、土木

建築部河川課及び南部土木事務所に問い合わ

せたところ、「(1)儀間ダムの治水効果は検

証したか、その結果は？ についてですが、

県河川課からの回答は、「儀間ダムについて

は、平成28年４月より供用開始していること

から、儀間川における治水安全度は向上して

いると考えている。ことと、儀間川下流の整

備の緊急性等は、今後の状況を踏まえて、検

討していきたいと考えております。なお、儀

間ダム供用後、平成29年５月末まで儀間川の

氾濫は報告されいません。」となっています。

(2)儀間川の浚渫及び浄化する計画はない

か？についてでありますが、「河川の維持管

理については、氾濫の危険性及び緊急性の高

い箇所から予算の範囲内で順次実施しており

ます。今後も、河川の点検・調査を実施した

うえで、危険性及び緊急性の高い箇所から優

先的に対策を行っていきたいと考えていま

す」と南部土木事務所維持管理班から回答で

あります。

２つ目の、子どもの貧困について。久米島

町においては、「子どもの貧困について」実

態調査は行っておりませんが、貧困対策とし

て要保護及び準要保護児童生徒就学援助事業

を実施するとともに、準要保護児童生徒就学

援助事業を拡充しています。

北中城村の実態調査は、民間業者に委託で

調査されていることから、本町で実態調査を

行うのであれば、関係課と調整してまいりま

す。

３点目の、医療費窓口無料についての件で

すが、平成30年度の事業見直しに向けて県が

意向調査中であります。本町としても早期治

療、子どもの貧困対策など低所得者の観点か

らも現物給付対応していく方向であります。

給付要件については、見直しされる新たな制

度で検討していきます。

最後の４点目、防災士の認定登録者につい

て。地域防災力の向上を目的とした防災士制

度は、度重なる大災害を教訓に、全国的に資
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格取得者が増えています。当町においても地

域防災力の強化のために、多くの方に防災士

の資格を取得してもらいたいところですが、

県内で防災士研修が実施されていないことか

ら、全国的にも 沖縄県の有資格者が少ない

のが現状であります。

防災士の資格は、申請や届出をするもので

はないため、町内の有資格者数については把

握していません。県内で研修を受けられる環

境が整備されれば、防災士資格取得のための

助成制度などを積極的に検討していきたいと

考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

再質問していきたいと思います。まず、儀

間川の浚渫改修についてということでありま

す。この答弁内容を見てみますと、この内容

は全て南部土木事務所維持管理班からの回答

ですね。町の考えは１つも入ってないじゃな

いですか。なぜ、例えば27年の答弁の中で、

儀間ダムの治水効果を検証し緊急性等を考慮

して事業採択したいというふうになっており

ます。これは町長が答弁したことですよね。

私が聞いているのは南部土木事務所の答弁じ

ゃないんですよ。町がどれぐらいの仕事をし

ているのか。この事業採択しますといってい

るのは町長が言っていることなんですよ。そ

れについて検証はしたのかということを聞い

ているのであって、南部土木事務所の回答を

聞いているのではありませんので、ひとつそ

のへん建設課長、答えてください。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

27年の答弁のときも２カ所から答弁をいた

だいてます。県の土木建築部の河川課と維持

管理する南部土木事務所ですね。先に27年８

月25日河川課から儀間ダムの治水効果の検証

ということで回答を答弁させていただきまし

た。今回も６月６日に河川課から同じような

回答が出てきたので、これはたぶん赤嶺議員

のいうことなので、検証したのかと、その検

証とはどうなのかということで聞きました。

彼らが言っている検証というのはどこかに再

調査して委託をかけて、そのデータに基づく

検証ではなくて、儀間ダムを造って治水の効

果が出ていると、それに基づいて山田橋から

いかに氾濫が実績がないということの検証で

あるということで再意見を伺いました。

実は、儀間ダムは平成３年に２級河川に指

定されまして、平成13年に儀間ダムを整備す

るために儀間川水系河川整備計画を13年に採

択されております。これはだいたい儀間川、

儀間ダム周辺の1,100ｍ、ダムの湖底から下

の余水吐きの方までです。その整備事業は13

年からやって平成19年に久米島町と沖縄県知

事とで協定が結ばれて事業が進んで27年11月

に竣工式典を行いました。

その後、平成26年に儀間川水系としての全

体的な河川の整備も必要だろうと、5,600ｍ

という儀間ダムから儀間川の河口まで、その

整備計画を26年12月26日で儀間公民館におい

て説明会を開き、住民の声ということで、そ

の年度末３月に県の審議会を経て国に上程し

て、27年の５月に認可が下りています。

そういうこともあって、町としてはその儀

間ダムの整備も一応６年かかっています、事

業採択までに。ですのでいま言ったみたいに
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私としては非常に答えにくいんですけど、何

年かかるかとは思いたくないんですけど、右

岸、左岸、要は護岸含めて橋梁も含めて整備

してくれということで一応は河川課、南部土

木には相談はしています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

事業採択は平成27年の５月に認可が下りて

いるということなんですが、緊急性とか、氾

濫するのが緊急なのか、川が淀んで悪臭がす

る、生き物も棲んでいない、ということは住

民が嫌な思いをしていても緊急性はないとい

うのか、そのへん町長答えてみてください。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

所管する沖縄県においては、いろんな理由

で優先度の問題とか出ておりますが、この場

所においては18年ぐらい前に洪水がありまし

た。ちょうど私が副町長に就任した同日に県

道が氾濫したのを今でも鮮明に覚えておりま

すが、当時、その後には大きな氾濫はありま

せん。というのも儀間ダムが工事中において

は昨日みたいな雨が降った場合にはストレー

トに水が流れてきよったんですが、その後は

ダムが堤体ができて、常時満水状態であれば

同じく氾濫するんですが、そのポケットにな

って氾濫する量がいまなくなりましたね。そ

れでいまは氾濫しないというのが現実だと思

っておりますが、逆に言えば水が流れてこな

いがために川は汚れているという悪条件にな

っているかと思っております。そのへんどう

改善できるか県の方と、もう少し担当課も通

して調整をしてまいりたいと思っておりま

す。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

本当にそれについては一長一短にはできな

いとは思うんですが、やはり行政もですね、

前から言っているように攻めの行政をやって

ほしいなと思うわけです。今回の答弁みたい

に南部土木事務所がこういっているんだと、

だから私たちはできないという話じゃなくて

どんどん攻めてほしいと思うわけです。今ま

で質問していた議員の皆さんもそういう風な

考えで言っている人もいました。ちょっと行

政が停滞していないかという考えももってい

ますので、ひとつどんどん攻めて町民のため

に頑張ってほしいなと思います。儀間川につ

いてはこれで終わります。

次に、子どもの貧困について。これは新聞

のスクラップなんですが、北中城村が調査し

ております。皆さんもご覧になったかと思い

ますが、その調査の結果、食料を買えなかっ

たことがあったと答えた貧困層の割合が44.7

％。衣料を買えなかったことがあったと答え

た割合が57.5％というふうに出ているんです

ね。これを貧困の調査をすることによって久

米島町の貧困家庭、貧困の子どもたちがどん

な思いをしているのか分かると思うんです

よ。

あと、これは同じ５月17日の新聞なんです

が、北中城村で就学援助周知について課題が

残っていると。要するに就学援助が貧困家庭

には伝わってきていないということで、これ

も整備する必要があるのではないかというふ

うにいっております。解説の中で、県内で子

どもの貧困問題が深刻化する中、北中城村が
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独自で調査し村内の実情を把握できたことは

子どもの貧困対策の構築に向けて大きな一歩

となると。今後、調査結果を基に詳細な分析

が必要。その分析を基に実情に合わせたきめ

細かい施策が村には求められる。貧困対策に

は貧困の実態を把握することが不可欠だとい

うふうに結んでおります。

こういった貧困に詳しい有識者の弁なんで

すが、町村の生活保護は県の保健所が管轄す

るため、町村は市に比べて生活困窮者と対面

する機会が少なく、貧困政策も乏しかったと。

北中城村がやったお陰で今回各自治体がやる

べきではないかというふうに結んでいるわけ

です。

県が調査したことでも約300万円未満の世

帯が最多のようですね、沖縄県は、年収が。

子どもは大きくなっても親の年収がまず変わ

らないということで非常に貧困問題は厳しさ

を増しているようです。これからみますと描

けぬ将来設計とか、低所得進路に陰とかです

ね、部活は我慢、進学は諦め、保護者は奨学

金が頼りということで、仲村昌慧議員さんも

おっしゃっておりましたが、奨学金とかこう

いったこともやっていくのが町行政としての

役割じゃないかなと思います。

次にまた浦添市も６月13日、過去10年間に

電気代など公共料金の支払いができずに止め

られたことがあった割合というのが貧困層世

帯で24.1％というふうになっております。１

人で夕飯を食べる子どもが小学校５年生で4.

5％というふうにいろいろと問題が課題が出

てきております。ですから久米島町において

も子どもの貧困の調査については、やるべき

ではないかと思いますが、町長そのへんひと

つ見解をお聞かせください。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。先ほどの

質問にも触れましたが、確実にこの貧困の問

題はありますので、これをどう調査ができる

か、そのへんまた担当課と調整しながらやっ

ていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

これについては見えないところも見えてき

ますので調査方をよろしくお願いしたいと思

います。子どもの貧困については終わります。

次に、子どもの医療費窓口無料についてで

あります。財源のこともありますでしょう。

けれど今、自動償還型の対策をとっています

よね県は。その中で貧困家庭の子どもという

のは窓口で、自動償還というのは病院の窓口

で払い込んだ代金を後々自分たちの口座に戻

すという振り込むという制度なんですが、貧

困家庭の子どもにとって現金がない、病気に

なっても現金がないために病院に行けないと

いう家庭もあるようです。そういうことから

県はやっぱりそいういうことをなくそうとい

うことで現物給付のかたちにもっていこうと

いうことで調査を始めております。５月から

調査に入るということなんですが、県の方か

ら、この調査についての依頼がきているかど

うか伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの子ども医療の窓口無料化につい

ての質問にお答えいたします。いま県の方か
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らの調査があるかということですが、これは

アンケートというかたちで担当の方にきてお

ります。今日、担当の方が市町村の意見交換

会ということで出張しております。この中で

はいろいろ意見交換して今後県の方も決定し

ていくというかたちになると思います。スケ

ジュール的に言いますと、意向調査というこ

とで５月から６月。市町村の勉強会として６

月から７月。県の医師会とか、市町村の担当

課長の意見交換ということで７月から８月と

いうかたちで見直し決定までを８月から10月

までに見直し決定しまして、予算要求し、年

が明けて１月から２月でシステムの説明会、

それに並行して２月から３月で条例改正をし

て30年の10月に施行するというかたちでのス

ケジュールでいま県の方からは、その知らせ

はきております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

来年からの制度改革についてのタイムスケ

ジュールについてはよく分かりましたが、こ

こで言いたいのは、10月からの実施というこ

となんですが、県が実施するというゴーサイ

ンが出る前に久米島町においては全ての調査

を終わってよしいくぞというふうにやってい

けたら、本当にこの貧困世帯も助かるわけで

す。これは子どもの医療費窓口無料というの

は子どもの貧困ともつながってきますので、

ひとつこれを調査やっておれば、後々仕事が

たやすくなると思いますので、早め早めの対

策をとっていただければ非常に仕事もスムー

ズにいくと思いますので、ひとつよろしくお

願いいたします。子どもの医療費窓口につい

てはこれで終わります。

次に、防災士の認定登録者についてという

ことですが、これも新聞からのものですが去

った３月14日にこれは全国防災士の新聞が載

っております。その解説の中に、防災士の基

本理念は、自助、共助、協働だという、災害

時に大切なのは自分の命は自分で守る。地域、

職場で助け合い、被害拡大を防ぐことだと掲

げているということです。災害時には行政や

社会福祉協議会などの公的機関も打撃を受け

る可能性が十分にあると。そこでこの防災士

が必要になってくるわけです各地域地域で。

この防災士がいるお陰で命を救えるというふ

うにもなってきます。

いま豊見城市が防災士取得を補助していま

す。研修やら受講料、資格試験の受験料、資

格認定登録料などで6万920円がかかります。

そこで市は約半分の３万円を補助するという

ことでやっております。豊見城市では一定数

の受験者がいれば県内で養成講座や試験を実

施できるそうなので、他市町村と連携した取

り組みも展開したいと語っております。そう

いうことで町長がそういったことがあれば参

加したいということでありますので、ひとつ

どんどんとアピールしてやってほしいなと思

います。

５月28日、防災士会の県支部が発足してお

ります。そういうことで、これは県の役割な

んですが、県もそういうふうにしてやってき

ておりますので、町も一層努力してほしいな

と思います。昨日の新聞では、那覇市がこれ

から始めようということで検討していると出

てきております。そういうことで町民の生命、

身体、財産を守るという観点からもひとつ防

災士制度、非常に大切なものだと思いますの

で、今後こういった事業に対してもひとつ気
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を配って町民の安全、安心のために頑張って

いただけたら幸だなと思います。

これで私の質問を終わります。

（６番赤嶺秀德議員降壇）

○ 議長 幸地猛

以上で６番赤嶺秀德議員の一般質問は終わ

ります。

本日はこれをもって散会いたします。

（散会 午後４時45分）
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（午前 10時07分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。日程に入る前に報告

します。本日１名の方から議会傍聴申し出が

ありましたので、許可しました。11番安村達

明議員から欠席の届け出がありました。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配布したとお

りであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。本日の会議録署名議員は会議規則第120

条の規定によって、６番赤嶺秀德議員、７番

仲村昌慧議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、14日に引き続き一般質問を行い

ます。

それでは、順次発言を許します。

10番玉城安雄議員の発言を許します。

（玉城安雄議員登壇）

○ 10番 玉城安雄議員

10番玉城です。通告書に従って５点ほど質

問したいと思います。まず、最初に下水道に

ついてです。29年度町長の施政方針では、未

給付対策事業により、真我里、銭田、山城、

儀間、嘉手苅地区の下水道整備推進を図るし

ています。公共下水道の区域から除外されて

いる山城地区の球美の里周辺の下水道敷設に

ついてどのように考えるか、当局の見解を伺

います。

２点目、児童公園の整備について、ふれあ

い公園に大型遊具が設置され地域の子供たち

に喜ばれています。また久米島中学校運動場

跡地にもパークゴルフ場、遊具等が設置され、

家族で楽しめる公園整備が計画されていま

す。しかし仲里中央地区には子供が安心して

遊ぶことが出来る児童公園がありません。児

童公園の整備について当局の見解を伺いま

す。

３点目、認定こども園について、少子高齢

化の影響で地域によっては、幼稚園や保育所

が単独で成り立つことが困難となってきてい

ます。集団生活を学ぶことや幼児教育の上で

現在の方法でよいのかといった問題も出てき

ています。幼稚園と保育所の機能を備え幼保

一元化を目的とした認定こども園について、

本町はどのようにとらえているか、当局の見

解を伺います。

４点目、学童保育について、仕事と子育て

の両立のため、学童保育を必要としている家

庭が増えています。また少子高齢化で核家族

化が進み児童生徒の放課後の居場所つくりが

課題になっている現状において、潜在的ニー

ズが多いと思われる学童保育についてどのよ

うに考えるか、当局の見解を伺います。

５点目に、人口減少対策について、本町の

人口は、今だに減少傾向が続いており人口減

少に歯止めをつけることは、第２次総合計画

の中でも最重要課題であります。大都市圏を

中心に居住環境の悪化等、地方での生活を希

望する人も増加傾向にあると聞いてます。本

町でも移住定住に向けた取り組みを推進して

いますが、取り組み内容や進捗状況を伺いま

す。以上５点、よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛
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大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それでは10番玉城安

雄議員の５つの質問にお答えします。

まず、１点目の下水道について、本町特別

環境保全公共下水道事業区域外の敷設は厳し

い状況であります。現在、県下水道課に問い

合わせてどのような整備事業が有るか検討中

であるということです。

２点目の児童公園の整備について、児童公

園の必要性については認識しておりますの

で、平成30年度に一括交付金を活用し仲里中

央地区に児童公園の整備ができないか検討し

てまいります。

３つ目の認定子ども園について、久米島町

子ども子育て会議に諮問し、ニーズ調査、先

進地の認定子ども園に移行した事業所を視察

し、子ども子育て会議で審議中であります。

４つ目、学童保育について、本町では、学

童保育は実施していませんが、ニーズはあり

ますので子どもたちが安心・安全に活動でき

る拠点としての学童保育は必要であることか

ら、久米島町子ども子育て会議に諮問し早期

開所に向けて取り組んでいきます。

５つ目の人口減少対策について、平成28年

度より、地域おこし協力隊制度を活用し、島

ぐらしコンシェルジュを設置し、仲原家や都

市部の移住フェア等で、移住・Ｕターン相談

を受け付けをしております。また、ホームペ

ージ「島ぐらしガイド」を開設し、移住に必

要な情報を発信と「久米島町移住・定住推進

アクションプラン」を策定し、移住定住に取

り組んでおります。平成28年度実績は移住相

談172件で、うち移住決定者数は13世帯25名

となっています。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

それでは、順を追って再質問したいと思い

ます。一括答弁が簡潔な答弁ですので、詳し

く聞きたいこともありますので、再質問して

いきたいと思います。

まず最初に下水道についてなんですが、こ

の件については過去の議会、予算・決算委員

会等でも何度か質問してます。公共下水道の

区域外ということで敷設、下水道の現状の敷

設は厳しいとの答弁はもらっているんです

が、その他にも個人的にも前課長や前々課長

ともいろいろ可能性については話し合ってき

たわけなんですが、また、地域からも要請は、

地域といいましても個人だと思うんですが、

個人からも要請はあると思うんですが、公正

なサービスを受ける権利がある町民にとっ

て、この下水道について、何年も課題ありま

すので、何らかの回答を出してあげるのが行

政の役目じゃないのかなとも思っています。

今回の答弁で、下水道課に確認しながらどの

ような事業があるか問い合わせ検討中である

と、答弁もらっていますが、その可能性とし

て、どうでしょうか、答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

上下水道課長上里宏美。

○ 上下水道課長 上里宏美

玉城議員の質問に回答したいと思います。

先ほど町長答弁でもありました、現在、県の

方に、どういう事業があるか、町の事業自体

が特別環境下水道事業というかたちでありま

して、その事業内で対応できるかという相談
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をしました。どうしても区域外だからちょっ

と難しいというかたちで前課長も答弁したと

聞いています。それはその中で合併処理場と

か、そういう話も出たというかたちで聞いて

おります。その件も県の方に問い合わせまし

た。しかし、事業自体の区別ということがあ

りまして、うちの事業では整備は不可という

かたちでの回答が来ました。今回、町の方で、

下水道に対してどういう事業があるか検討し

た結果、合併処理浄化設置整備事業等と言う

かたちの事業があります。現在その事業も加

えながら、現在久米島町の現状に、そうした

状況でどういう事業がこれに該当するのかと

いうことで調査している最中であります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

私が相談受けたのは個人から受けているん

ですが、そこの球美の里とか、木下さんとか、

西銘さんあたりは、どう考えているかわかり

ませんが、区域外ということで敷設できない

ということは理解はしているんですよ、地域

の方も、ぜひ、今話された浄化槽とか、そう

いうのがありましたら説明もして納得して、

そういうのは検討しますということで、いろ

いろ調整して、取り組んでいただきたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

上下水道課長上里宏美。

○ 上下水道課長 上里宏美

今の質問に対して答弁させてもらいます。

前課長の方から玉城議員がおっしゃるとおり

山城の球美の里とか、やちむんの方から相談

があったというかたちで引き継ぎを受けてお

ります。現在この回答に対しては現在検討中

というかたちで前課長から引き受けている最

中でありまして、今回この議会が終了して今

回の質問答弁等も加えて上ともお話して本人

の方には相談しに行きたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

そのことについては、ぜひ真摯に答えてい

ただきたいと思います。これも環境保全課に

なりますかね、以前に球美の里の浄化槽が容

量オーバーで周辺異臭がしたという苦情等も

あったと聞いていますが、現在、これは解消

されていますか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。平成27年

の７月に浄化槽の排水から臭いがあるという

ことで苦情がありまして、担当課で現場を確

認してきました。その中で浄化槽そのものが

当初建築した浄化槽をそのまま利用しており

まして、そこに宿泊される方が多いときに、

その容量では対応できないということであり

まして、そこの施設の方にもお話しまして、

浄化槽を大きいのに変えるようにということ

でお話したところ、予算的に金額がかかると

いうことでありました。それでその浄化槽を

管理する業者さんも一緒になって検討した結

果、汲み取りの回数を増やす、そのメンテナ

ンスをしっかりするということで当分の間、

それでやって予算が確保できた段階で浄化槽

を替えましょうということになりまして、現

在、そういったメンテナンスをしっかりして

いるということで確認をしております。現在

も確認してはいるんですが、そういった部分
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で悪臭等の苦情は現在受けておりません。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

答弁また簡潔にお願いしましょうね。さっ

き下水道課長からも話したとおり、こういう

合併浄化槽の事業がありましたら、ぜひ、そ

れをすることによってそういう苦情もなくな

ると思いますので、ぜひ前向きに取り組んで

いただきたいと思います。その点について、

町長。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

いま担当課長たちから説明あったとおりだ

と思うんですが、当初あの場所には既存の施

設があって、その対応分の浄化槽だったと思

います。それが西側に増築されて対応人数も

増えたということで、今のオーバーフローで

すか、問題が発生したと思うんですが、区域

の見直しについては、僕は将来的には区域指

定してちゃんとした引き込みができるような

事業ができればと思っておりますので、その

へん担当課と県の方との調整も進めさせてい

きたいと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

この区域指定も積極的に取り組んでいただ

きたいと思います。関連しまして、近年、上

下水道の収納率が上がってきているという話

を聞いていますが、どのような取り組みをし

ているのか。また、下水道の接続の問題もあ

りますよね、それについてどのように考えて

いるか、お願いします。

○ 議長 幸地猛

上下水道課長上里宏美。

○ 上下水道課長 上里宏美

ただいまの質問にお答えします。今年、28

年度の収納率なんですが、おっしゃるとおり

上がっております。対前年度比2.4％増にな

って、91.1％になっております。

取り組みについてなんですが、３カ月間の

未納者がありましたら督促状の方を送付して

おります。それに応じない場合は、給水停止

を徹底的に行っていますので、順調に未収金

の対策の方も進んでいるというかたちで数字

が上がっているような状況です。これも課内

での連携に取り組んでやってきた結果だと思

っております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

水道事業を行う上で大事な財源になると思

いますので、ぜひ今後とも積極的に収納につ

いては取り組んでもらいたいと思います。下

水道の接続率についても上がるように取り組

んでください。その点について最後に。

○ 議長 幸地猛

上下水道課長上里宏美。

○ 上下水道課長 上里宏美

ただいまの質問に答弁したいと思います。

接続率なんですが、現在対応としましては町

のホームページにも、町広報にも接続願いと

いうかたちでＰＲしています。そしてまた担

当の方が月１回の久米島ＦＭの方で下水道の

接続願いというかたちで月１回の放送にてＰ

Ｒしています。それにつきましては、28年度

の接続が40件ありました。現在、３月までな

んですが、63％の比率となってます。現在、
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県の方が平均70％でしたということで徐々に

増えていっているというかたちで考えていま

す。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

下水道の接続については、基金も準備され

ています。あまり利用されてないようですの

で、ぜひそういうのも積極的に活用していた

だいて、接続向上に向けて取り組んでもらい

たいと思います。下水道については終わりま

す。

２番目に、児童公園の整備についてです。

ふれあい公園では、28年度の一括交付金で素

晴らしい遊具が設置され、子どもたちに喜ば

れています。昨日は同僚議員の質問の中にも

マナーの問題とか、ごみの問題とかあったん

ですが、そこは改善していくものと考えてい

ます。また、パークゴルフ場でも29年度親子

で遊べる施設とか、計画されているようです。

いま仲里中央地区においては、子どもが安心

して遊べる場が非常に少ないということで、

子育て中の保護者も非常に必要性を訴えてい

るところであります。休日等は親と一緒にふ

れあい公園とか、その他の公園で一緒に遊び

にいくこととか、できるんですが、学校です

ね、放課後とか、帰宅してからの遊び場が少

なくて、親としても非常に心配しているとい

う話も聞いています。今回の答弁で30年度に

一括交付金を活用し整備できないか、検討す

るという答弁ですが、ぜひ実施するというこ

とで町長の本気度を聞きたいと思いますの

で、町長、お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。この間、

ふれあい公園のあの施設を見て私も非常に感

銘を受けました。子どもたちが喜んでいる姿、

将来の島を担う子たちがのびのびとああいう

遊び方ができるというのは子どもたちにとっ

ても幸せかなと思っています。これを東側に

おいてもちょうど内々の予定なんですが、仲

里改善センター跡に比嘉公民館建設中であり

ますので、あの工事が一段落した段階で30年

度予算で取り組めるかどうか、これも担当課

に指示して調整させているところでありま

す。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

前向きな答弁ありがとうございます。なぜ

この質問しているか、前にも予算、決算とか

前の議会でも子どもの遊び場については質問

もしたんですが、子どもたちの遊び場がなく

て、遊び方のマナーが悪いとか、そういうこ

ともあって、いろいろ公民館で遊んでいる場

合も石を持って投げたり、そういうことで公

民館で遊ぶなと言われたり、アパートの駐車

場とかで遊んで、アパートの廊下を走り回っ

てということで、学校の方に苦情も行ってま

すので、そこらへんも解消する意味でも、ぜ

ひ児童公園、実現させてもらいたいと思いま

す。児童公園については、町長の比嘉公民館

を今年度で終わります。前向きにやるという

ことです。ぜひ、30年度で実現できるように

よろしくお願いします。児童公園についても

終わります。

３点目に、認定こども園についてなんです

が、答弁では久米島町子育て会議に諮問して
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ニーズの調査、先進地の視察を実施し、審議

中であるとしています。当局としては、この

認定こども園としての移行については、どの

ようにとらえているのか、やる方向なのか、

調査の段階なのか、答弁をお願いします。や

る方向で調整しているのか。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

玉城議員の質問にお答えいたします。国は

幼児期の教育、保育の重要性に鑑み、幼稚園

等保育制度の枠組みを超えて、それぞれの良

いところを生かしながら両方の役割を担うと

ともに、保護者の就労状況によらず、柔軟に

子どもを受け入れることが可能な教育保育施

設として認定こども園の普及を目指している

ことから、本町においても第１期久米島町子

ども子育て支援事業計画で、保護者のニーズ

や制度に沿った教育、保育提供態勢を構築す

ることは必要不可欠であるということから、

認定こども園については協議を行い、必要な

調整を行えるように、子ども子育て会議に諮

問してます。なぜ、移行するかということで

すが、まだ、移行については決定事項ではあ

りません。町としてはどういうふうに捉える

かということですが、この方もただいま子ど

も子育て会議の中で視察等行って協議をして

おりますので、今後その協議によって、方向

性を定めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

いま、福祉課長から説明があったんですが、

この認定こども園というのは、調べたら４種

類ありますね、幼保連携型とか、幼稚園型、

保育所型、地方裁量型というのがあるわけな

んですが、保護者向けにアンケートとってい

ますよね、先月あたりから、アンケートの結

果とか出ていますか、集計できていますか。

答弁できたらお願いします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの質問のアンケートについては、

現在集計中であります。集計でき次第、お示

ししたいと考えています。こども認定園の４

つの型がありますが、久米島町としては幼稚

園と保育所が連携している幼保の連携型で考

えています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

幼保連携型で考えているということなんで

すが、この幼保連携型というのは調べました

ら幼稚園機能もあって保育所機能もあってと

いう話ですよね、３歳児以上は幼稚園の教育、

０～２歳までは保育所、また５歳までという

かたちになると思いますが、これは進めると

したら、幼稚園を利用しているのか、保育園

を利用してやるのか、久米島町の保育園すべ

てを幼保連携型認定こども園として考えてい

るのか、そこらへんの考えまでお願いします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの質問にお答えします。対象とな

る施設としては、公立幼稚園が２園ですので

中央保育所とそらなみ保育園をということ

で、２園で考えています。

○ 議長 幸地猛
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10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

といいますと、公立幼稚園は小学校に併設

されている公立幼稚園はそのままの幼稚園の

かたちでいいのか、なくなるわけですか、幼

稚園は、いまそらなみ保育園と両方、認定こ

ども園にした時に幼稚園はなくなるわけです

か。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

公立の幼稚園は学校敷地内で運営されてお

りますが、認定こども園で行う場合であれば

中央保育所に隣接したかたちで幼稚園を設置

する。そらなみ保育園の方に公立保育園を隣

接した地に施設を整備するという方向で考え

ています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

これについては、いろんな年代が同時に保

育、勉強できるということで良い面もあると

思いますが、いろんな認定がありますよね、

１号、２号、３号とか、この中で給食があっ

たりとか、昼寝があったりとか、保育を必要

としないのは午前中で帰ったりとか、そうい

うのがありますよね、この連携とかも非常に

大事になってくると思うんですよ、幼稚園の

先生もいないといけない、保育所もいないと

いけない。そういうところまで考えて進めな

いと、悪いとは言ってませんよ、こういうメ

リット、デメリット十分調べて移行に進めて

もらいたいと思うんですが、どうですか。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまありましたメリット、デメリット

というかたちで、メリットとしては義務教育

及びその後の教育の基礎を培うものとして、

３歳以上の子どもに対する教育を必要とする

支援が可能であると、幼保同一のカリキュラ

ムによる、教育保育を行えるようになると。

玉城議員がおっしゃったように食事の提供が

あります。３歳児からの教育部分での受入れ

は、保護者の就労に関係なく入所、入園が可

能になるというかたちでメリットしてとらえ

ております。

デメリットとしては、幼稚園を保育所の方

に隣接する場所に設置するとなると学校施設

以外になるため、小学校との連携が困難にな

る恐れがあるのではないかなと思いますが、

視察した先進地においては、その協議が十分

になされていて、連携には問題がないという

ことでありました。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

そもそもこの認定こども園というのは、待

機児童の解消とかも含まれていると思うんで

すが、待機児童について本町は待機児童はな

いですよね、１歳児、０歳児はいると思うん

ですが、それ以外は。その点から見たらどう

かなというのもあるし、またいろいろ幼稚園

に上がるときに慣れ親しんだ場所に通えると

か、就学の不安解消とか、年代の違う子がい

て、異世代交流ができるとか。これは保育所

ではできているわけですよね、０歳から５歳

までいるわけですから、ぜひそういうところ

もしっかり調査して保護者の意見も尊重して

取り組まないと、また進めてからデメリット、
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そういう悪い面だけ出てこないとも考えられ

ますので、ぜひしっかり調査して、子どもか

ら見たデメリット、親から見たデメリットと

いうのもあると思います。子どもからみたら

デメリットだったら早く帰る子どももいれ

ば、昼寝している子どももいるという、こう

いう何で早く帰るのに我々はいるのかとか、

そういうのも出てきます。また親から見たら

幼稚園とか、平日の行事とかも多くなってく

るという問題もいろいろあるようですので、

こういう親から見たデメリットとしては、こ

ういうのがあると聞いてます。幼稚園の保護

者と保育園の保護者の温度差とか、そういう

のもあるというのも聞いてますので、ぜひそ

こらへん調査して、アンケートの結果も踏ま

えて、保護者にしっかり説明して、昨日もあ

りました保育園の統廃合、幼稚園の統廃合に

ついても、どうなっているかとか、いろいろ

メリット、デメリットの話もありましたので、

ぜひ、そういうことがないように、しっかり

取り組んでいただきたいと思います。最後に。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいま、ご提言ご指摘のあったようにア

ンケートの結果等、まだ集計はできておりま

せんが、十分反映できるようなかたちで、子

ども子育て会議の中で協議してまいりたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

保護者の話聞いていても、なかなか意味が

わからないとかいう人もいます。いろいろ複

雑で、ぜひアンケートの結果踏まえて、説明

会これやりますか。保護者に向けて説明会、

移行するにあたって。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

何度も申し上げているとおり、子ども子育

て会議の中で、協議しますので、それの答申

を受けて保護者の方への説明会は進めていき

たいと考えております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

しっかり取り組んでいただくことをお願い

して、これは終わります。

次、４番目、学童保育についてなんですが、

この学童保育も非常に潜在的なニーズはある

と思うんですよ、先ほどからの質問、公園の

話とか、児童公園の話とか全部関連しますが、

答弁では、早期開所に向けて、これも子育て

会議に諮問し、早期開所に向け取り組むとし

ています。諮問は今からですか、まだしてな

ければ早目にというかたちで、答弁をお願い

します。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの質問にお答えします。ニーズの

実態調査についてなんですが、先ほども出ま

した第１期久米島町子ども子育て支援事業計

画が平成28年から31年度の期間で策定されて

おります。その際に、調査は平成27年度時点

で、就学前児童のいる全世帯の保護者に対し

て就労状況や家庭の状況を把握するために、

教育保育の事業、子ども子育て支援事業に関

するニーズとして、把握しております。アン
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ケート調査票の配布数が367件で、回収が246

件、回収率として67％ありました。そのなか

で、子どもの小学校就学後の放課後の過ごし

方という設問については、放課後児童クラブ、

学童を利用すると回答したのは低学年で35

％、高学年で26％ということであります。そ

れと開所に向けてということでありますけど

も、早期開所の取り組みについては、幼稚園

の統廃合に伴う空き教室の活用と、プロジェ

クト推進課の方で風の帰る森のプロジェクト

で、学童の設置できる施設整備の計画があり

ますので、空き教室、風の帰る森の施設と２

案で関係課と協議しています。事業主体につ

いても公立か民営か、子ども子育て会議の諮

問については、これからということでありま

す。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

この学童保育についても保護者の保育に欠

ける児童の安全を守る場であるとともに、学

齢期の児童が自立するための成長支援、健全

育成を目的としているようです。

子どもが小学校入学を機に職場復帰する保

護者もけっこういます。地域によっては学童

保育利用が多くて、待機児童もあると聞くん

ですが、本町ではそこまではいってないと思

うんですが、就労とか、介護とか、病気療養

支援する面からも、学童保育については、非

常に重要な施設だと思っていますので、認定

こども園等々も踏まえて、ぜひ前向きに取り

組んでいただきたいと思います。この２点に

ついて学童保育について、教育委員会は関係

ないわけですか、別ですか、教育長の考えも

聞かせてください。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

まず学童については、日中保護者がいない

子どもたちに対して、授業の終了後に遊びや

生活の場を与えて保護者が安心して就労等を

行えるようにする。親のための制度であると

いうことですね、これは厚労省の所管であり

ます。

実は、学校の方でも文科省の方でも近いも

のがございます。それは放課後子ども教室と

いうのがあります。これは授業終了後におけ

る子どもに対して、安全安心な居場所を設け、

地域の方々の参画を得て、学習やスポーツ、

文化活動などを行う、子どもの健全育成を図

る子どもの制度というふうにあります。現在、

これについては本町でも放課後子ども教室を

昨年度ですと15教室実施をいたしまして、６

つの小学校それぞれで開設しております。昨

年度の実績でいいますと300名の利用児童が

あったというふうに報告を受けております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

もともとは放課後児童健全育成支援事業と

して、自分は委員会の管轄かと思っていたん

ですけど、福祉課ということで、ぜひ、認定

こども園、学童保育についても幼稚園が一緒

になるとか、委員会が係わってきますので、

連携して、一カ所だけ投げないで、横の連携

しっかりとって取り組んでいただきたいと思

います。教育長、最後にこの件について。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛
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お答えいたします。昨年度、放課後子ども

プランというような考え方がありまして、こ

れは今の学童、これは福祉課が所管する学童

と教育委員会が所管する放課後教室、これを

連携しなさいというようなことが出ておりま

す。どういうことかといいますと、学童に関

しては有料です。放課後児童教室に関しては

無料で行うわけなんですが、両方重なる子ど

もたちがおりますので、例えば学童であるん

だが、普段やっている放課後児童教室にも同

じように参加させて一緒にしましょうといっ

たようなことがありますので、そういう点に

関しては今後は十分に連携できるというふう

に思っています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

しっかり連携して取り組んでください。こ

れは終わります。

最後に人口減少対策についてです。答弁で

は移住・定住推進アクションプランを策定し

て取り組んでいる。28年度の実績では移住相

談が172件、その内13世帯25名が移住してい

る成果が伺われていますので、しっかり引き

続き取り組んでいただきたいと思います。そ

こでこの移住者に対して住居とか、雇用問題

とか、行政としてどこまで係わっていますか、

どこらへんまで。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。住居に

関しては、島ぐらしガイドというかたちでホ

ームページに掲載しているんですけど、そこ

で住まいのページで島内の不動産会社３社の

空き物件の情報と、いま企画財政課で空き家

バンクというのを取り組んでいるんですが、

そこを紹介しています。ただ、空き家バンク

に登録しているのが１件ということで民家に

ついては少ない状況ではあります。移住者と

してはその不動産情報をもとに独自で住居を

探している状況にあります。

仕事については、雇用関係についてもホー

ムページに仕事というページに求人情報を掲

載していて、その求人情報をもとに移住者が

独自で探すというスタイルを採用しているん

ですが、島ぐらしコンシェルジュに島内業者

がそういた人材を求めているという情報の提

供があれば、移住者の了解を得て、個別に相

談にのっているケースはあります。過去の実

績して、看護師とか、保育士、薬剤師等の仕

事を紹介して、就職に結びついた実績もあり

ます。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

いま説明ありました、情報の発信、情報の

提供ということであります。個別に相談する

という答弁でした。ぜひ、そこらへんあまり

係わりすぎ、中まで入り込むのもあれですの

で、いま答弁のあったとおりのようにしっか

り引き続き取り組んでいってください。

それといま移住・定住アクションプランの

中で、内をみたし、外から誘うとして、島ぐ

らしコンシェルジュと連携して、住みよいま

ちづくりを目指して、移住定住に向けて島の

中を満たすためにドリーブチャレンジという

のが立ち上がっています。我々議会も議会改

革チームとして途中から入ってやっているん

ですが、なかなか内容がわからないというこ
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ともありますので、課長の方に１回、議会全

協あたりで議員の皆さんに説明してください

という話もしてますので、その場で詳しい説

明もお願いします。今日、簡単にドリーブチ

ャレンジというのがあれば説明お願いしま

す。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。移住・定

住推進アクションプランのキャッチフレーズ

で久米島ドリームチャレンジというかたちで

いま取り組んでいます。住民が主体となって

６つの組織を開設して取り組んでいます。

まず１つ目が、くがに子育てチームという

ことで、月一集まって子育て環境の課題とか

を抽出して町に提案とかをしてます。月に１

回子育てカフェを開催しています。

２点目に久米島ブロガーズというかたち

で、久米島の情報を個人のブログで発信する

ことで、移住促進に繋げています。それにつ

いてはさった６月13日に沖縄タイムスの紙面

でも紹介されています。非常に移住者から好

評であります。

３番目に定住サポーターズ、移住者が島に

溶け込みやすいように、そういった悩みとか

を相談する組織であります。

４点目に結いの会、島内の独身同士が出会

う場をつくっています。５月には島内の居酒

屋で第１回目開催して、27名の男女が参加し

てます。７月にはビーチパーティを予定して

います。

５番目に、うまんちゅ活動隊については島

の福祉、介護、医療、子育ての課題を共有す

る組織であります。

６番目に、ドリー部というかたちで、これ

は総合計画の実現を目指して進行状況を確認

したりとか、全体の内容把握に努めています。

これについては11月に総合計画の発表会と

かも開催してます。以上、簡単ですが説明で

す。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

この件については我々議会チームも途中か

ら入ってやっています。詳しい説明ですね、

ぜひ、全協でもっと詳しく、我々も共通認識

として課題として一緒に取り組んでいくつも

りですので、ぜひまた、１度我々議員全員に

詳しい説明お願いします。

最後になんですが、人口減少対策について

は、移住・定住促進アクションプランも立ち

上げ、第２次総合計画に沿ったまちづくりを

検証しながら魅力あるまちづくり、島づくり

ということで、行政と連携しながら取り組む

という説明でした。この島が子育てや教育、

暮らし、いろいろと充実し住みよい環境をつ

くることで自然とこの島の魅力が発信され、

内を満たし外から誘うといった目的も達成で

きると思います。これまで５件の質問、１番

から、１番はあまり関係ありませんけど、２

番からなんですが、こういう答弁を確実に実

行していくことで、久米島の島内が充実し、

魅力のある島になれば自然と定住者も増え

て、人口減少に歯止めもかかるのではないか

と思っております。久米島高校の魅力化も一

つの例ですね、留学生が増えてどんどん多く

なってきていますが、これもまた島内の問題

も昨日ありました。そこも解決することによ

って、この島が内を満たすということで非常
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にいい取り組みになると思いますので、これ

までの５件の質問を総括して町長、最後に人

口減少を踏まえて、５件の質問を総括して最

後に答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

玉城議員の５つの質問について答弁しまし

たが、いつも思うのは、島の人口問題が私は

最も重要な課題と思っておりますので、今後

においては新たな産業の掘り起こし、そして

外からの力を借りていろんなアイディアを出

すと、もちろん職員一丸となって議会の皆さ

んのご意見等も拝聴しながら地域と協力して

取り組んでいきたいと思います。

○ 10番 玉城安雄議員

はい、終わります。

（10番玉城安雄議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで10番玉城安雄議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します｡（午前 10時55分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前 11時05分）

１番喜久村等議員の発言を許します。

（１番喜久村等議員登壇）

○ １番 喜久村等議員

１番喜久村等です。２点質問いたします。

駐車場の増設について、イーフ地区の久米

アイランドホテルの向い（海側）の所に駐車

場の増設はできないか。

次に、高齢者用の遊具について、久米島町

内各地区のゲートボール場に高齢者の健康増

進、又は健康維持のために、高齢者用の遊具

の設置はできないか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

１番喜久村等議員の２つの質問についてお

答えします。まず一つ目に駐車場の増設につ

いて、観光業や飲食業が集中するイーフ地区

においては、以前から公共駐車場の増設を地

域からも強く要望されております。公共駐車

場の場所については、ご質問の箇所を含めて、

地域住民と協議しながら検討を進めていきた

いと考えております。

２点目の高齢者用の遊具の設置について、

健康遊具には様々な種類があり、高齢者の健

康づくりのため設置する公園が増えてきてお

り、最近話題となっています。町でもパーク

ゴルフ場など、数か所の公園等に、健康遊具

を設置しています。ご質問にあります「各地

区のゲートボール場」への健康遊具の設置に

ついては、町の管理下にない場所も多いため、

公園等の公共施設で高齢者が利用しやすい場

所を中心に、今後設置を検討していきたいと

考えています。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

ただいまの答弁では以前から地域の強く要

望されているにも係わらず公共駐車場の場所

については、ご質問の箇所も含めて地域住民

と協議しながら検討を進めていきたいと思い

ますという答弁でありますが、私が聞きたい

のは協議し検討した結果の説明の答弁が欲し

かったです。残念でなりません。この問題は

以前からイーフ地域の前区長はじめ役員と町
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職員と協議されております。また、沖縄県か

らは防風林について説明会も行われている。

その内容の説明をいたします。この説明は、

地域の役員の方からもらった資料でありま

す。イーフ地区と防風林の植え替えの沖縄県

が字イーフの説明会において、白浜マリン向

いには大きな駐車場があるが、久米アイラン

ドホテル側にはなく、観光バスやレンタカー

などは路上駐車を余儀なくされている状況が

ある。ホテルのビーチ側に用地確保するよう

要請した結果、現在の面積の防風林の植栽を

行わず駐車場用地として確保している。

２点目、当時からイーフ通りを拡張する計

画がされており、その工事の一部として駐車

場の整備も同時に出来ないか確認したとこ

ろ、可能であろうとのことでしたが、担当部

署が違うので、後に駐車場工事は町の仕事で

あるというふうに回答されています。

３番目に、当時の町職員、担当職員との用

地の立会確認も字区長はじめ役員と確認を行

っている。そういう中で、同僚議員から平成

24年にこの同じ問題を質問されています。答

弁の中でまったく同じ答弁なんですよ。当局

の答弁には、久米アイランド前の保安林帯に

駐車場の整備を計画するにあたって、整備の

必要性やこの地域住民との合意形成が必要で

あります。これまでの経過を踏まえて関係者

と話し合いをしながら検討してまいりたいと

思います。そういう答弁なんですよ、まった

く同じ答弁なんですよ。町長、いかがですか、

今の。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

その当時ですね、平成14、5、6年の頃から

20年ぐらいかけて、修学旅行等、団体旅行な

どが結構多く入っていた時期がありました。

その当時、ほんとに大型バスが久米アイラン

ド前に何台も路上駐車を余儀なくされている

状況があり、当時の区長をはじめ、地域の方

から何とかしてくれないかということの要望

がありました。その後、検討しましょうとい

うことで進んでいたんですが、現在のところ

現区長、それから字の方からは具体的にここ

に駐車場をつくってほしいという、具体的な

場所を指定した要望は現在のところあがって

きてはおりません。私、字の評議員でもある

んですが、評議員会の中でも、今回、道が整

備をされた後、おそらく路上駐車が結構され

ているんですが、これが駐車ができないよう

な状況になっていく中で、どこにどういう場

所に公共駐車場を具体的に設置を求めていく

かということを検討しようということで、評

議員会の中でも話が進んでいる現状でござい

ます。

ですので、いま、ご質問のありましたアイ

ランド前の場所については候補地としてあげ

て検討進めているところですが、具体的な場

所についての具体的な要望というものは現段

階では、いまないということの現状でござい

ます。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

前はあったということなんですよね。それ

あったときに当局がちゃんと動いたんです

か、仕事をしたのか、防風林確保の県が用地

を確保してあるのに解除はされたのか、この

用地を確保、保全課長ですか、防風林解除は

されているのか。
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○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまお話にありました箇所は潮害防風

林に指定されています。駐車場予定していた

場所に関しましては、そういった話もあった

ということで、県の方では、その造林事業を

その部分は抜いて造林事業を行っております

ので、正式にその計画を進めた場合に解除の

申請をやれば解除は可能かと思います。ただ、

現段階では解除はされていません。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

要請する気はあるんでしょうか、解除に向

けてですね。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

地域住民の方からこの場所に、ぜひともと

いうことで改めて要請がありましたら、それ

は解除に向けて、整備に向けて進めていく方

針です。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

第１歩進んだということで、これからぜひ、

駐車場に向けて実現できるような仕事ぶりを

お願いしたいと思います。町長、今のあれで

答弁よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。町の方と

しては環境保全課、そして建設課、総務課と

関係してきますので、関係課長の中で協議し

ながらまた新たな事業メニュー探さなければ

事業するということも確約できませんので、

そのへんも平行して、調整させていきたいと

思います。以上です。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

イーフ地区は観光地としても非常に混み合

っているところで、現状として路上駐車が多

くて情報プラザが何かイベントがある場合に

歩道にも乗り上げて歩行者が歩道を通れない

ことも多々あるんです。そういった現状の中

で解消するためには駐車場は必要になると思

いますので、町の優先順位の順位を上げて早

急に対応をお願いしたいと思いますがいかが

でしょうか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほど申し上げたとおり、関係課協議させ

てメニュー探しも含めて検討していきたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

よろしくお願いします。次に移ります。

高齢者向けの遊具について再質問いたしま

す。答弁の中で町でもパークゴルフ場など数

カ所の公園等に健康遊具を設置しているとの

答弁ですが、高齢者用には向いてないと思い

ます。今ある遊具は子ども向けで、健康遊具

ともいえるでしょ、しかし高齢者には向いて

ないと思う。それを今後設置するのであれば、

高齢者にちゃんと向いているような高齢者用
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の遊具を設置できないか、答弁をお願いしま

す。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時17分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時19分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ただいまの質問にお答えします。確かに現

在、パークゴルフ場、多目的広場、ホタルド

ームの側の多目的広場等にストレッチ遊具を

設置しています。ぶら下がったり、ストレッ

チをしたりとかいうもので、いわゆる健康遊

具ということで高齢者をターゲットにした遊

具の設置ではありません。

今後、先ほど町長の答弁にもありましたよ

うに高齢者が利用しやすい公園等を中心にそ

ういった高齢者向けの遊具の設置について検

討を進めていきたいと思います。まずはそう

いったニーズ度調査を進めながら市町村でど

ういう器具が人気があるのかとかというもの

も調査しながら進めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

各地区のゲートボール場で町の管理下であ

る場所、ない場所は把握しているんでしょう

か。何カ所あるんでしょうか。町の管理下に

あるゲートボール場がありますよね、これ何

カ所か。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

まず、町が管理しているゲートボール場と

いうものはありません。ただ、公民館の近く

の農村公園として指定されている場所に、字

がとか、地域の方が独自にゲートボール場を

整備して、ゲートボールをしている箇所はあ

ります。その他、私有地であるとか、町有地

の空き地であるとか、そういうところもゲー

トボール場に使用している例がありますが、

全体でどの程度どういうふうに利用されてい

るかということは、現状は把握していません。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

ゲートボール場も公民館敷地みたいに字有

地だったのを町有地になっていますよね、公

民館敷地も、ほとんどが町有地に指定された

と思うんですよ。そこでゲートボール場もそ

ういうふうにはできないか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

検討を進めることはできると思いますが、

全体の均衡を図るうえでも平等に公平に、そ

ういったものを設置していくうえでは、やは

り公共施設が優先的になるかと思います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

この公共施設であれば、そういった遊具と

かの設置も可能だということでありますの

で、ぜひ、核とする場所から設置の検討はど

うなんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

先ほども申し上げましたように町有地であ

っても公共施設として町が公園等、施設とし
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て設置している場所、公園等として指定して

いる場所が中心になるかと思います。町有地

で民間の方がつかっているとか、そういうこ

とで優先的にやるということはちょっと難し

いかと思います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

ただいまの答弁ですね、地域の高齢者が身

近に集まる場所としていえば、ゲートボール

場だと思うんですよ、１人２人集まる、プレ

ーできる人数が集まるまで、この遊具をつか

って遊んだり、そういうことによって、身体

を動かすことで健康増進に繋がるんではない

かと思います。他の地域に足を運んで遊具を

使用しに行くには、距離的に無理だと思いま

す。一番身近にあるゲートボール場が一番メ

リットがあると思うが設置が可能であれば、

該当するゲートボール場からの設置を望みま

す。これは福祉課としてはどういうふうに考

えているか、福祉課長の考え方お願いします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの質問にお答えします。福祉課と

しまして、高齢者の健康維持等で必要ではあ

るかと考えていますが、町の管理されている

ところということで、総務課長が答弁された

とおりでありますので、それに向けてできる

ようなかたちで協議できていけばいいかなと

考えております。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

これからの高齢化社会で、久米島もどんど

ん高齢化しているなかで、我々ができるとい

うことは高齢者の健康維持増進に向けてやっ

ていきたいと思いますので、町長、最後に、

ぜひこの答弁をよろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。他の市町

村でああいう遊具も見たことがあります。久

米島においても、これも財政との係わりもあ

りますので、そういうメニュー等探しながら

解決するものについては、関係課と調整して

いきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

これで私の質問を終わります。

（１番喜久村等議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで１番喜久村等議員の一般質問を終わ

ります。

次に９番棚原哲也議員の発言を許します。

（９番棚原哲也議員登壇）

○ ９番 棚原哲也議員

通告に従いまして、 ３点ほど質問いたし

ます。まず、第１点目に観光地の安全対策に

ついてでございます。奥武島の畳石は、国指

定の天然記念物として石碑も建立され主要な

観光スポットとして在るにも関わらず、現在

は階段式の護岸があるのみで勾配が急で昇降

するのに危険な状況であります。車いす等の

身体が不自由な方々は畳石を眺めることすら

困難な状況であります。また、小さな子ども

が昇降するのも危険な状況であると思われま

す。
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安全対策としての手摺りやスロープの設

置、もしくは芝生側から車いすに乗ったまま

でも畳石が望める様な安全柵等の設置等対策

が必要だと思うが町の考えを伺いたい。

２点目、アーサ虫（クロヌカカ）防除につ

いてでございます。町内西部、大原海岸（シ

ンリ浜）を中心に生息するアーサ虫の早期の

根絶対策を。

３点目、遊休町有施設の効率的利活用につ

いて、仲里漁港（真泊）地内にあるターミナ

ル建屋が改修整備はしたものの未利用の状況

にある。今後の活用計画はあるのか、お伺い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

９番棚原哲也議員の３つの質問にお答えし

ます。まず１つ目の観光地の安全対策につい

て、奥武島の畳石に隣接する護岸壁は、昭和

58年度に林地荒廃防止施設災害復旧事業によ

り沖縄県が整備しておりますが、工作物につ

いては南部林業事務所への許可申請、さらに

当該地区が、沖縄県立自然公園第２種特別地

域に指定されていることから、沖縄県自然保

護課への許可申請も必要となります。車イス

や体の不自由な方が、護岸上から畳石を展望

できるようスロープ及び安全柵の設置につい

ては、観光協会や県の関係課とも調整を図り

ながら検討していきたいと思っております。

２つ目のアーサ虫防除について、アーサ虫

については、久米島町と沖縄県衛生研究所の

共同調査をし防除対策に取り組んで来まし

た。また、町として粘着シートによる虫取り

トラップを設置しての捕獲駆除、パンフレッ

ト等による予防対策の呼びかけを行っていま

す。現在、委託業者により発生場の確認や防

除剤の確立等の調査を行っています。昨年度

に初めて蛹の発見をしました。蛹の発見によ

り防除対策が取れることを期待しています。

また、沖縄県環境整備課とも情報交換を行っ

ておりますので県の協力を仰ぎながら対策を

実施して行きたいと思います。

３点目の遊休町有施設の効率的利活用につ

いて、真泊ターミナルは、平成25年から民間

企業が賃貸していましたが、事業閉鎖により

平成27年に退去しました。その後複数の企業

等と賃貸に関する調整を行ってきましたが、

今年度から久米島漁協等、複数の団体が利用

することが決定しております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいまの答弁につきまして、再質問いた

します。奥武島の畳石は昭和42年に県の指定、

それから平成26年度に国の指定の天然記念物

になっております。五枝之松とともに久米島

の重要な観光資源でございます。１点目、隣

接する護岸への構築物を設置するには南部土

木事務所への許可申請、県自然保護課への許

可申請が必要と答弁されております。この答

弁については護岸の建設変更の手続きのこと

なのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

南部土木事務所ではなくて、南部林業事務

所の許可が必要になります。これにつきまし

てはその構築物が南部林業事務所の方でつく
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っていますので、それにスロープ等を取り付

けるということで占用許可等の申請が必要に

なります。あと、県立自然公園の２種特別地

域ですので、それに関しても県の方と協議と

許可が必要となってきます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、県の関係課へ申請手続きが完了すれ

ば、この構築物の設置については速やかに設

置できると思われているのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えします。まず県

と申請関係が整うということは、そこにスロ

ープを取り付けするということが決定すれば

ということなんですが、まず、このスロープ

につきましては観光協会にも、これまで同様

に身障者あたりの要望があったかどうかは確

認しておりまして、現在のところバスの事業

者の方から、そこは付けた方がいいんじゃな

いですかという、意見といいますか、要望は

出ているというふうに聞いています。その中

でどういうスロープを付けるか、手すりが付

けられるかということで、まず、その護岸の

方から畳石まで、下まで降りる護岸にスロー

プをつけるのは勾配が急になる、もしくは勾

配を緩やかにするためには蛇行するような状

況になるということで、そうすることによっ

て逆に、急勾配が付けば危険であると、スロ

ープをゆるやかにすると距離が長くなるとい

うとと、下の方が砂地ということで足下を取

られるということで、車イス自体は下までは

厳しいでしょうということで、今回、護岸の

上から、芝の方から護岸にスロープを付けて、

それから護岸の上に安全柵を設けて、そこか

ら畳石を展望するということで検討できない

かというふうに考えています。そのへんの案

が固まって、財政的な目途もつけば、県の関

係課とも、その計画について許可申請をして

いくようなスケジュールをイメージしており

ます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

先ほどの町長の答弁の中でも、観光協会や

県の関係課と調整し検討したいとの答弁であ

りました。去った４月の本町の観光協会の理

事会でも、観光施設の安全対策として、畳石

の護岸の手すりや安全柵及びスロープの設置

が急を要すると、これは先ほど課長から答弁

がありました観光バスの方から団体を案内し

ていったら２、３段転げ落ちてしまった方が

いたと、これはぜひ手すりを付けてほしいと、

そういう意見もあって、理事会の方ではこれ

は早急に要請しようと、そういう話にもなっ

ております。そういうことから事故防止の観

点から早急に県との調整をして、手すりにす

るのか、スロープを付けるか、それから安全

柵はどういうふうに付けるか、そのへんの検

討をして早急に整備をしないと、昨今、トク

ジムからオーハ島、ハテノ浜、それから真謝

までをリゾート観光地域としての、重点地域

としての認定整備をしようという計画もある

みたいですから、ぜひとも早急にやっていた

だきたいと思います。

この案件につきましては、24年の６月の定

例会でも私が同じ質問をしております。その

際の答弁では、この護岸は林地荒廃防止施設
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災害復旧事業で背後の保安林を守るための施

設で手すりや安全柵及びスロープを設置する

には形質変更の手続きが必要ですと、また、

基本的には護岸施設の機能を失わない構築物

の設置は可能であると思われる。関係課と調

整し必要であれば設置に向けて取り組むとの

答弁。答弁内容が若干違っているのは、基本

的には護岸施設の機能を失わなければ構築物

の設置は可能と思われる。と当時の担当課長

の答弁です。24年の６月に同じ質問をしまし

たが、それから５年経過しております。その

24年以降、県との調整、関係課との調整、こ

れは何回かなされたかどうか、それから調整

をなされたのであれば、その結果内容につい

てお伺いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまのこれまでの経過ということでご

ざいますが、この商工観光課として、私が着

いてからは、この護岸に対する確認等は行っ

ておりません。前課長の方でどこまでやった

のか、すみません、確認はしておりませんの

で、どういう状況でだったかというのは、申

し訳ございませんが、いま判断いたしかねる

ところであります。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

商工観光課長の方から県との調整内容は把

握してないということなんですが、この件に

つきましては担当課が、設置については、た

ぶん建設課、また、その県への許可申請、こ

れについては南部林業事務所ですか、そこへ

の申請、設置者の、それから環境保全の面か

らは県の環境保全課ですか、自然保護課です

か、そこらへん、複数の課にまたがると思い

ますので、早期にこの施設の建設をするには、

複数の課にまたがります。これを早期にやる

ために、ぜひ町長の方で担当課指導していた

だいて、早期の建設をお願いしたいと思いま

すが、町長のお考えをお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

皆さんの要望を受けて調整させますが、た

だ、非常に危険性も伴いますので、そのへん

のしっかりした安全確保しないと、ああいう

危ない箇所にあえて誘導するのもどうかなと

いうこともありますので、しっかりそのへん

も受け止めて調整を進めていきたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

早目の調整、設置をしくお願いしたいと思

います。

次に２点目、アーサ虫（クロヌカカ）の防

除についてでございます。防除対策を沖縄県

衛生研究所と共同で取り組んできたとの答弁

でありますが、アーサ虫の大量発生及び防除

対策に取り組んで、これまで何年経過してい

るのかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

町と県の衛生研究所との研究調査につきま

しては、平成22年から25年度に行っています。

その間で町の方としまして、先ほど話しまし

た粘着シートによる防除等を行っています。
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27年度に町独自の方で、その防除として薬剤

を使用した実験的防除も行ってきておりま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

町内でアーサ虫が大量に発生しているとい

う、そういう話が出たのは、平成22年という

ことでよろしいでしょうか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

町と県の衛生研究所との調査が始まったの

が22年度ですので発生につきましては、その

以前から発生しております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

このアーサ虫の対策として、平成22年の補

正で需用費として8万円計上しております。

それから28年度は約300万円、29年度につい

ては350万円予算計上しておりますが、県費

の防除対策予算は確保できているのかどう

か、できていれば県としていくらの予算を組

んでいるのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

平成25年度に県との調査が終わりましてか

らは県の予算は付いておりません。この蚊そ

のものが伝染症、病原体を汚染しない昆虫で

あるということで県の方からの調査費は付か

なくて、町の方で独自に調査をしております。

去った県議との意見交換会の場とかで、そう

いった意見がありまして、県の方も今回それ

に向けて町と調整しながらやっていこうとい

うことで、県の方にも調整しながら予算の要

求もしていきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

県と一緒に調査してから、ずっと県の予算

は付いてなくて、町の予算のみでやっている

ということですね。

次に、業者に委託して発生場所の確認、防

除剤の確立の調査を行っていると答弁されて

おります。初期の発生場所についてはシンリ

バーマビーチ周辺だと思いますが、島内の他

の場所に拡散しているという報告はあがって

ないでしょうか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

調査の段階で、当初シンリバーマ一帯が以

前は発生していたんですが、それが空港、ホ

タルドーム近辺、場合によっては風に飛ばさ

れてなのか内陸部の西銘とか、ミーフーガー

近辺、去年あれしたんですが、真泊の近辺に

も発生しておりまして、そういった部分で島

内のあちこちで発生はしていると思われま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、粘着シートによる虫取りトラップの

駆除と答弁されています。虫取りトラップに

ついては私も現場行って確認したら数多く設

置されておりまして、そのテープに大量のア

ーサ虫がついているのも確認しています。隙

間がないぐらいアーサ虫がくっついていて、
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これを定期的にテープの取り替え等されてい

るのかどうか、それをお伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

粘着テープにつきましては、発生時期を見

まして大体その前に約700から1000個ぐらい

を設置しております。ただその期間中にテー

プの取り替えは行っておりません。そのテー

プについている虫自体がすべてアーサ虫では

なくて、様々な昆虫が付着しております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次にパンフレット等による予防策の呼び掛

けを行っているとの答弁もございました。こ

れは町民向けの各家庭への配布のみになって

いるのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

パンフレットは観光協会等通じて空港の観

光協会の案内所、それからホテル等に配布し

ております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

このパンフレットにつきましては、アーサ

虫の発生時期が１月から大体５月まで、アー

サ、海藻類の発生して枯れて腐敗して、その

時期に出ると思います。これについてホテル

等へのパンフレットの配布もやっているとい

うことでありまして、２月からは楽天のキャ

ンプと、それから３月頃は修学旅行の団体が

入島する時期にもなります。５月の連休まで

は観光客もずっと入ってきますので、ぜひと

も、ホテルとか、そういう宿泊施設について

は夏場は発生がありませんのでいらないかと

思いますけども、１月から５月期にかけては

宿泊施設にもパンフレット、チラシ等をおい

て、なるべくはその場所には近づかないよう

にという啓蒙は必要かと思います。

次に、防除の確立等の調査をしているとあ

ります。このアーサ虫の発生が本町だけなの

か、または沖縄県内他の地域でもあるのか、

県外でも発生して、他所の地域で根絶させた

という実績はないのかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ヌカカに関しましては、日本列島すべてと

いいますか、特に日本海側の方に発生してお

ります。これにつきましては種類もたくさん

あります。以前は座間味の方でも異常発生し

たということで調査した経緯があるみたいで

す。ただ、それについても自然的に収まって

いったという感じで、いまのところ大量発生

はしていないということです。現在、大量的

に発生しているのが、鳥取県の米子市で発生

しておりまして、去年、米子市の議員の方２

人が久米島のアーサ虫の件を聞きまして、う

ちの方に調査に来てました。そこの中でいろ

いろ情報交換しますと、向こうの方も民間業

者の方に駆除に向けてやっているみたいなん

ですが、向こうも進まない状態で、うちの方

が調査的に進んでいるということで、うちの

方の資料を持っていって、またお互い向こう

の担当とも連携取りながら情報交換している

ところです。

○ 議長 幸地猛
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９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、本町内で年間にアーサ虫被害に遭っ

ている人がどれくらいいるのか、病院の受診、

それから個人の申告等で把握されているかど

うか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

アーサ虫の被害については、発生時期にそ

の地域の方々からの被害の報告はあります

が、人数的な被害状況は把握しておりません。

以前に県との調査のときには、公立久米島病

院等にお願いして、その被害状況を調査した

ことはあります。以前、１件重症的といいま

すか、の方がいらっしゃるということで、そ

の方にお会いして話を聞きました。皮膚が弱

いということもあって、アーサ虫の時期とい

うことで、確かにアーサ虫にも噛まれたとい

うことなんですが、原因がアーサ虫かどうか

本人もはっきりしないということでした。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

アーサ虫の被害なんですが、今年の連休の

例なんですが、５月の連休に旅行で訪れた観

光客が親子でその女の子が、１週間いたんで

すが滞在は、２日目に夕方から発疹がいろん

なところに出ていて、それで本人たちに確認

したら入島した当日は向こうに行かなくて２

日目にシンリバーマの海岸に行ったというこ

とを確認しました。そしたらそこにトラップ

がいっぱい立っているんだが、これが何だっ

たのかはわからなかったということで、私は

その前に確認してましたので、それはクロヌ

カカという蚊の防除のために付けてあるんだ

よということでお話をして、３日目に公立久

米島病院に行ってもらったんですよ、そこで

処置してもらって、翌日からだいぶ収まって

きたんですが、全身痒くてかくもんですから

全身真っ赤になっていて、親も非常に心配を

していたんですが、親が後からお話されたの

が、アーサ虫の発生期間中についてはそこに、

アーサ虫が発生しますよと、クロヌカカがい

ますよというサインを何とかやってくれれ

ば、その地域に立ち入らなかったという話も

ありまして、ビーチ入口に看板等を設置して

ほしかったとの両親からの報告があったとい

うこともございます。

そういうことがございまして、最後に町長

に答弁をお願いしたいんですが、全面的に根

絶するには、技術の面、それから予算の面か

らも、予算については県の予算が付いてなか

ったということなんですが、沖縄県それから

国も巻き込んで対策に取り組まなければ、な

かなか根絶できないと思います。本町ではイ

モゾウムシの根絶等実績もありますので、ぜ

ひ国の方にも訴えて、技術面予算面も協力し

てくれるように取り組んでほしいと思います

が、答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

この件に関しましては、過去、県議の皆さ

んにも要請しております。担当課から県の関

係課とも協議してきております。発生源につ

いてはやや解明されてきておりますので、そ

の対策について今後、いまおっしゃるように

金のかかる話ですので、関係機関と調整しな

がら進めてまいりたいと思います。
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○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時58分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時59分）

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、遊休町有施設の効率利活用について、

仲里漁港の真泊ターミナルは入居していたい

た企業が平成25年より使用しておりましたが

事業閉鎖に伴い、平成27年度撤退したとの答

弁がございました。ターミナルの施設の賃借

料についてでございます。昨日もちょっと触

れておりましたけども、賃借料がいくらだっ

たのがお伺いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ヴィド久米島という会社が賃借していまし

た。25年から町有財産の使用の申請が出され

まして、その当時、雨漏りとか、いろいろあ

りまして、町の改修が入っておりました。改

修終了後から家賃発生させましょうというこ

とで、25年の11月から賃料が発生しておりま

す。25年の11月からで月額の賃料が32万1千9

20円。ホール全体を貸していますのでそれぐ

らいの金額になっています。それで25年度内

は80万4千843円が全額完納されています。翌

年から月額、たぶん一部使用しない部分が出

たのか、約31万4千円で26年度は納付書を送

付してやっておりました。それが26年度、催

促をしているんですが、なかなか納付がない

ということで督促をしておりましたところ、

ちょっと待ってくれということの連続で、27

年度に入ったときに、これ以上は待てないか

らということでやったところ、27年度は減額

をしてくれということで申請がありまして、

27年度の年間の賃料は、26年度の滞納分が38

1万6千円ぐらいです。27年度が年額で240万

円ということでしたが、結局は待ってくれだ

けで、これ以上は待てないので退去してくだ

さいということで退去していただいたのが現

状であります。現在のところ612万6千円ほど

が未納ということになっております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

賃借料につきましては確認できました。

次に、平成25年度の本町の一般会計補正予

算でマグネシウム電池特産化事業震災等緊急

雇用対策事業として県の支出金の委託料も71

2万交付されておりますが、これは直接業者

の方へ支払いされたものでしょうか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

すみません、この緊急対策事業については、

どこが担当して、どういうかたちで執行され

ているかについては調査した上でお答えした

いと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

これについては25年度の決算書にも出てお

りますので、確認をお願いします。

次に、真泊ターミナルの改修に要した費用

についてでございます。町で負担した費用、

総額でいくらになりますでしょうか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀
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これは平成25年の使用からのものというこ

とですよね。

（「いや、使用以前からの全体、改修してま

すよね」の声あり）

おそらく、改修は25年度に改修は行ってい

ると思いますが、詳細については手元に資料

がないですので、調査した上でお答えしたい

と思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

入居していた企業の事前の説明会、久米島

に、本町に来て起業したいと、その事業説明

会の中ではマグネシウム電池の組み立てで、

最終的には30名から40名の雇用が創成される

と説明がございました。25年から創業はじめ

て26年、27年には撤退したんですが、その間、

何名雇用されていたのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

当時の雇用等態勢については、こちらの方

では詳細は把握しておりません。調査した上

で回答したいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

私が現場行ったりして周辺の聞き取りをし

ている中では２、３名しか働いていなかった

と、そういうことも聞いておりますが、後ほ

ど調べて報告お願いします。

この企業の雇用状況については、そういう

ふうに当初の予定より厳しい状況で島での雇

用効果があんまり出てなかったんじゃないか

というふうに思っております。

これについて、クリーンセンターに導入し

た冷熱処理機同様、本町への新規の企業の誘

致の際のチェックが非常に甘かったのではな

いかと思いますけど、担当課としてどういう

ふうに認識されているのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

いま議員からご指摘あるとおり、この企業

の誘致にとっては、今後においては重要な取

り組みだと思っておりますので、しっかりそ

の企業内容の経営状況も把握しながら今後に

ついてはやっていきたいと思います。過去の

一例として失敗例等もありますので、そのへ

ん慎重に誘致にあたっては臨んでいきたいと

思っています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、今後の利用なんですが、今年度から

久米島漁協と複数の団体の利用が決定してい

るとの答弁がありますが、久米島漁協におい

ては、昨年、生産物加工処理施設が竣工し、

今年度より稼動しています。ターミナルの使

用については、どのような活用計画があるの

かお伺いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

久米島漁協の方からは昨年度真泊ターミナ

ルをモズクの種苗保管施設として活用したい

ということで要請がありました。そけに向け

てまずは旧船舶事務所、旧港湾事務所の方の

スペースを種苗の保管施設として貸し出す方

向でいま調整を進めているところです。ホー
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ルについても漁協さんの方からモズクの網、

養殖網の作業場とか、保管庫としても活用さ

せてくれという要望があります。これについ

ても基本、行政財産の使用に関する委員会の

中で検討しました結果、やりましょうという

ことだったなですが、ホールについては、風

の帰る森のプロジェクトの中で一時期、当面

の間は作業場として使用したいという申請も

あるため、当面の間は事務所のみ、種苗施設

の方だけ漁協に貸し出して、それ以外は風の

帰る森が使用して、その後ホール全体も含め

て漁協に貸し出すという方向で決定していま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ターミナルビルについてはモズクの種苗の

保管施設ということなんですが、施設にはク

ーラー設備等ついてましたでしょうかね。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

港湾事務所とか、船舶事務所の方には古い

ものがついていますが、これは当時使ってい

た方が設置したもので、クーラー自体は撤去

されているところもあったかと思います。

施設そのもの、ターミナルのホール自体は、

空調設備はなかったと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

モズクの種苗の保管についてはあまり大き

いスペースはいりません。５坪とか10坪とか

のそれぐらいの部屋でクーラーをつけて室内

を冷やせば十分対応できると思いますが、ま

た、網の保管施設とか、そういうものでホー

ルの方は将来的に使いたいということなんで

すが、このホールを使わすためには仕切りと

か、そういう改修が若干必要になるかと思い

ますが、そのへんの改修とか、仕切りとか、

そういうものは提案されて、町への要請とか

なされてないでしょうか。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

現在、事務所、ホールを別々に貸すという

ことで各事務所の外からのカギのものとか、

そういったものは非常に軽微な改修ではあり

ますが、改修を行っています。

ホール全体についてはホールと直結してい

るお土産品店のスペース、喫茶店のスペース

等は含まれていますが、そこについては特に

仕切りを設けたりということは、今のところ

計画はしておりません。ホール全体を使う場

合には、ホール全体の電気料、それからトイ

レ等の使用についてもホールを借りる方が管

理をするというかたちでやることを考えてい

ます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

先ほど利用について、風の帰る森のお話が

ありましたが複数の団体が使用するという答

弁で、一次答弁でありましたが、複数の団体

については風の帰る森、それ以外にもいくつ

かの団体があるのかどうか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

基本的には漁協と風の帰る森の２カ所で
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す。その他にも倉庫として一部使用させてく

れという交渉もありますが、これについては

今後調整をするという方向で検討を進める予

定です。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

漁業関係でモズクの種苗の保管施設は、考

えられるんですが、今のところ種苗の保管施

設についても各グループ、グループで自分実

家に倉庫をつくったりして、別途保管してい

る状況です。そこでまとめてやるという考え

だと思うんですが、あと倉庫、漁具倉庫とか、

網の倉庫、そういうものについては他の市町

村では漁具倉庫として新たに国県の補助事業

で設備を整備して使用させております。こん

な立派なターミナルビルを網の倉庫にするの

は非常にもったいないなと思いますが、やっ

ぱりいい企業がそこに入ってくるようなこと

があれば、そのへんの使用について、利活用

については十分検討してやっていただきたい

と思います。以上で私の質問は終わります。

（９番棚原哲也議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで ９番棚原哲也議員の一般質問を終

わります。

以上をもって通告による一般質問は終わり

ました。

これをもって質問を終決いたします。

休憩します｡（午前12時15分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時10分）

午前に引き続き会議を開きます。ＪＡ婦人

部の皆さまから議会傍聴の申し出がありまし

たので許可しました。

日程第３ 平成29年度久米島町一般会計補

正予算（第２号）について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第27号、平成29年度久米島

町一般会計補正予算(第２号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

こんにちは。議案第27号、平成29年度久米

島町一般会計補正予算（第２号）の概要につ

いてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開きください。平成29

年度久米島町一般会計予算の補正予算（第２

号）は歳入歳出にそれぞれ3千246万2千円を

追加し、総額を72億7千925万9千円とするも

のであります。それでは歳入歳出の主な内容

についてご説明申し上げます。

歳入につきましては、予算書の６ページを

お開きください。13款、国庫支出金では全体

で980万8千円の増額となっております。主な

要因としまして、１目の総務費国庫補助金で

採択されました過疎地域等の自立活性化推進

交付金事業にかかる国庫補助金が1千万円を

追加計上しております。

次に15款、県支出金では全体で2千184万4

千円の増額となっております。主な要因とし

ましては、１目の総務費、県補助金の沖縄振

興特別交付金において、新規計画事業のＩＣ

Ｔを活用した家庭学習支援事業にかかる県補

助金が1千512万円の追加、また７目の土木費

県補助金で、これ空港管理事業に充当する県

補助金が602万円の増額計上をしております。
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続いて18款、これは７ページになりますが、

繰入金では３目特定目的金繰入金のふるさと

寄附金推進事業で内容変更に伴い充当する特

定目的基金繰入金が229万5千円の減額計上を

しております。

最後に20款、諸収入では全体で300万円の

増額となっております。主な要因としまして

は離島医療組合の派遣職員の人事異動等に伴

い事業主負担金となる雑入が200万円増額計

上しております。以上が主な歳入内容となっ

ております。

続いて、歳出について説明申し上げます。

今回の補正予算では４月に行った人事異動に

伴う給与の組み替え等により人件費全体で1

千693万5千円の減額を行っております。

続いて、款別の主な内容を説明いたします。

これは９ページからになります。２款、総務

費では全体で182万4千円の減額となっており

ます。主なものは、４目の企画財政費におい

て事業の採択により、これは12ページの方に

なりますが、過疎地域等の自立活性化推進交

付金事業にかかる経費として事業費総額で1

千15万6千円を追加。そして14ページになり

ますが、10目プロジェクト推進費の地産地消

推進事業において、これは６月までの事業量

減に伴って報酬100万円、そして委託料100万

円の減額、また委託料の残額の300万円を未

執行として各科目への振り替えを行っており

ます。次15ページの11目の沖縄振興特別推進

交付金において事業申請に伴いＩＣＴを活用

した家庭学習支援事業にかかる経費として委

託料を1千680万円を追加計上しております。

なお、人事異動等に伴う人件費では2千769万

5千円の減額をしております。

続いて３款、これは18ページからになりま

す。民生費では、全体で1千796万円の増額と

なっております。主なものとしましては、次

のページ19ページの３目障害者福祉の障害者

福祉総務事業において、障害者福祉経過策定

にかかる経費として委託料を265万7千円を追

加、また同じく４目老人福祉費の老人福祉総

務事業においても高齢者保健福祉計画策定に

かかる経費として、委託料を109万1千円を追

加計上しております。なお、人件費では1千2

65万5千円増額をしております。

次に４款、これは22ページからになります。

衛生費では全体で85万8千円の減額となって

おります。主なものは１目保健衛生総務費の

保健衛生総務事業において、専門職嘱託職員

の雇用がなかったころから報酬を275万2千円

を減額計上をしております。また23ページの

２目環境衛生施設費のリサイクルセンター運

営事業において、センター内の設備の修繕に

かかる費用としまして、修繕料を400万円を

増額計上しております。人件費では467万4千

円の減額をしております。

次に６款、24ページからになります。農林

水産業費では、全体では425万3千円の減額と

なっております。主なものは、25ページの４

目畜産事業の畜産基盤の再編総合整備事業に

おいて本事業にかかる事務費として総額で10

0万7千円を追加計上しております。なお人件

費では553万1千円を減額しております。

次に８款、これは30ページからになります

が、土木費では全体で1千795万円の増額とな

っております。主な要因としましては、これ

は次の31ページの１目道路維持費の道路維持

管理事業において、阿嘉地内の道路整備実施

設計にかかる費用として委託料を367万2千円

の追加、また同じく２目の道路新設改良費の
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道路改良事業において、大原地内の道路改良

の整備、概略設計にかかる費用として委託料

を153万4千円の追加。

また33ページになります。33ページの１目

飛行場管理費の空港管理事業において、交付

金の増加に伴い事業全体で420万8千円の増額

計上をしております。なお人件費では830万4

千円を増額しております。

最後に41ページの14款、予備費では233万6

千円を減額しております。以上が平成29年度

久米島町一般会計補正予算（第２号）の主な

概要となっております。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

歳出の10ページお願いします。ふるさと寄

付金推進事業というのがありますが、一般質

問でも何度か取り上げられていますが、返礼

品について、財政課長、本町は今準備してい

ると聞いたんですが、いつから実行するのか、

またどういった内容になっているのか、お願

いします。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。ふるさ

と納税の返礼品事業については７月１日をス

タート日として設定しております。委託する

業者の選定を終わって、今、各事業所を回っ

て返礼品を何にするのか、返礼品の写真撮り

とか、そういったものをやっています。今月

の29日にはオープニング、７月１日から開始

しますよということをアピールするために式

典を準備しています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

７月１日からということで、なぜ聞いたか

といいますと、あるところで久米島町はどう

なっているのかという、話も聞いていますの

で、１日から実行するということでいいこと

だと思います。また地域の活性化にも繋がり

ますので積極的に取り組んでほしいと思いま

す。

次に、教育委員会です。40ページＢ＆Ｇ海

洋センターなんですが、プールの指導員とい

うのは今いますか。これからお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

ただいまのご質問にお答えいたします。指

導員、正確な資格を持った指導員は今現在、

配置されておりません。資格を持った職員が

役場職員におりますので、定期的に通うかた

ちで今配置しております。今現在２名配置し

ておりますが、臨時で危険性がないか、安全

面を確保するための職員でござます。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

前になんですが、副町長に話したと思うん

ですが、何かＢ＆Ｇプールで、練習をしてい

る子どもたちがいて、７月に全国大会に参加

したいということで、町の推薦がなければで
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きない、これに条件としてプールの指導員が

いないとできなという話を聞いて、副町長に

３月頃話したんですが、それからこの話あり

ますか。この大会に参加したいとか、そうい

う話。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

はい、３月頃ですかね、この水泳する子ど

もたちの父兄の方から要請文がありました。

それを受けて教育委員会といろいろ調整した

んですが、なかなか資格を持っている職員が

確保できないということで、今、平行線であ

るんですが、それ以降にプールの父兄から要

請等々は今のところはありません。

○ 議長 幸地猛

玉城安雄議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則第55条但し書き

の規定によって特に発言を許します。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

その件については人事異動を発令する直前

だったと思うんですが、今回、臨時でプール

でやっていた職員が本務になったということ

で配置換えで別の課に行ったということでそ

ういうかたちになっていますが、ぜひそうい

うところは要請があった場合に、また真剣に

考えて取り組んでいただきたいと思います。

以上終わります。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学

１点質問します。23ページ環境衛生施設費

でＬＴＤ低温熱分解処理機のメンテの委託が

減額補正されています。機械がもう使えない

のか、メンテは必要ないのか、この説明をお

願いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。低温熱分

解処理機につきましては、以前から処理の方

であまり処理能力が良くなくて、ちょっと使

っていない状態で、昨年度は使っておりませ

ん。当初予算の方で29年度のメンテ委託料を

計上しておりましたが、今回の補正において

減額をしております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学

機械自体は継続して使用していきますか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

機械自体は使用しておりません。機械の方

も耐用年数も過ぎていますので、今のところ

は使用はしておりません。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

先ほど、副町長から全体への説明あったん

ですが、賃金、給料、報償費あたりが、かな

り変動あるんですが、人事異動に伴ってとい

う説明あったんですが、実質これ人事異動に

伴っての件になっているのか、例えば３月に

予算決めるじゃないですか、３月時点で人事

じゃないにしても、また退職者、新採用とい

うことに関して、その枠取られたわけでしょ

う。課が違うかもしれないんですが、けっこ
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う減になっているのが多い、増なっているの

はほぼないというか、ペイはないんですね。

だとするとこれ一般財源なんですね。これ浮

いた金というのどこへ行くの、当初の予算で、

これだけの金があれば、別の事業に展開でき

なかったのかどうか。

31ページの一般財源で360万円程度の増額

があるんですが、一部に関しては県からの委

託管理費が入っていると思うんですが、これ

一般財源を今回やる理由はなんなのか、今の

時期じゃないとだめなのか、2千800万あるん

ですが、それ使いながら９月か12月というの

はだめなのか。今の時点で300万使うという

のが決めてかかってるのか、そのへん説明お

願いします。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

まず当初予算で人事の金額を組むときは、

現職員数の給与額で組んでいきます。なぜか

というと新採用の職員がどこに配置されるの

か、というのが決まっていないからです。で

すので当然その退職した方の分が新採用とか

なり額の差がありますよね、そういう部分で、

必ずその差がでるということでご理解くださ

い。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。人件費が

これだけ減になると当初予算に影響はなかっ

たかという質問なんですが、当初でわかって

いれば他の事業に回せた可能性はあったかと

思います。ただ先ほど総務課長が説明したと

おり、見積もりが難しいという側面もありま

すので、そこらへんはご了解ください。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今の道路維持費の件ですが、その中で賃金、

旅費は先に説明しました県の維持管理費の事

務費の組み替えです。町が県から受託したそ

の額の中には事務費も含まれていまして、当

初委託料に組んでいたやつをその賃金分と旅

費に組み替えたものです。あと一番下側の36

7万2千円の実施設計は上阿嘉６号線といっ

て、阿嘉食品の方から行くんですが、さっき

のちょうど中間ぐらいに紬組合の泥付けする

箇所があって、そこの真ん中ぐらいに１ｍ50

のボックスがあって、そこの地主から、これ

昨年、玉城議員からも質問がありましたが、

我々が調査入った段階で、そのボックスが下

に落ちている状態でして、緊急性が非常に高

いということで、それの実施設計です。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

あのですね、先ほど総務課長の説明なんで

すが、基本的にはペイになればいいんです。

要は人間の出し入れによって、当初の枠とい

うのが特に人事で変わろうが、それはペイに

なればいいんです。ペイにはなっていない、

減額が多い。先ほどはどこに配置するかわか

らないんでそれは当然でるかもしれない４月

以降にならないとね、ところが予算全体のお

金に関しては、当然それは給料というのは決

まってくるわけだから新規採用とかね、それ

をいまの課の移動によって、これだけの差が

でるというのは、その影響ではないんじゃな

いの、当初の見積もりというか、予算立てが
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まずかったのか、計算するとマイナスが多い。

賃金にしても給料にしても職員手当にしても

ほぼマイナス、プラスになっているのも一部

あるんですが、それ本来であれば予算枠の中

でトータルがペイになればそれはそれで人事

による原因だということになるんですが、こ

れ見ているとほとんどマイナスが多いという

ことなんです。

道路に関してもそれで了解しました。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

当初予算組むのは２月とか１月時点で12月

ぐらいからヒアリング入りますので、その時

点での職員数とかで組んでいますし、その時

点での職員の給与を基本にやっているので、

毎年６月の補正では減額というかたちになっ

ているのが例年だと思います。今年のものに

ついてはどのような組み方になっていたのか

については担当の方に詳細を確認しないとわ

からないんですが、例年通りの組み方で予算

計上はされているものと思っています。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後１時52分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時53分）

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

まだまだしっくりいかないんですが、いず

れにしろ毎年あるという部分が当然それは意

味わかるんですが、この数字をなるべく縮め

たかたちの中で、ある程度浮いた金を、自由

に展開していくと、ましてや３月に受けて６

月に補正というのはちょっとまずい、９月か

12月であればね、ある程度使いながら不足だ

なとか、余るということに関しては補正の中

でやればいいんですが、３月、４月に入って

２カ月間でこれだけの補正が出るというのは

ちょっと計画的な問題があるんじゃないかと

思っていますので、しっかりと来年度から新

年度の予算作る場合は、そのへん詰めてやっ

ていただきたいと思います。終わります。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

先ほどの玉城議員から出ていたふるさと寄

付金推進事業、この中の７月１日からスター

トするということになっているみたいなんで

すが、この商品の発送業者について、これが

島内には業者が２業者、３業者いて、これが

一方的に決定がされているという話があっ

て、このへんのところの説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。先ほど玉

城議員の質問にも答弁したんですが、先月こ

の商品の提案から発送まで一括した委託契約

というかたちで、業者からの提案型というか

たちで６社か７社程度の業者が応募して、そ

の中で審査したんですが、その業者について

は発送業者まで決めて、既に活用しての業者

で発送まで含んでいて、それを採点するよう

なかたちでの応募でした。それで決定したの

がＡ社であったと、その後、島内業者の方か

らうちはできないかという問い合わせがあっ

たんですが、それについてはその委託業者が

持っている送料で可能であれば取り組みはで

きるということで、条件面等を昨日提示して、

今向こうの回答待ちではあるんですが、でき
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るだけ島内業者を使うように取り組んでいき

ます。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

この件については、再度また委託業者と調

整をして、できるだけ地元出身が経営してい

る運送会社を使用すると、あとあとは金額の

問題だと思うんですが、金額の調整がいけば

再度委託業者と調整をして、ぜひ変更してい

ってほしいなと思っています。よろしくお願

いします。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

10ページ、今のふるさと寄付金推進事業に

ついて質問します。需用費がマイナス855万

円になっているんですが、消耗品費が単純に

減るということは島に落ちる返礼品のお金に

なると思いますが、それが減る、島に入って

くるふるさと寄付金も減るという単純な考え

方になると思いますが、それがどうなってい

るのかというところの説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。需用費の

消耗品については、当初返礼品の30％分の購

入価格を組んでいました。先ほど説明したん

ですが、業者に一括委託という方式取ったも

んですから、その分の返礼品の分の消耗品を

削って委託料に組み替えたというかたちで

す。それと、ふるさと納税基金のマイナスに

ついては、その分の委託業者にいく手数料と

かも含んできますので、その分に関しては減

になるというかたちとなっています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

であれば委託料の中に島の特産品等を買う

需用費というか、込み込みということですよ

ね、じゃあ今年度入ってくる歳入も当然落ち

る可能性もある。歳入として組んでいる部分

も落ちるというところで考えていますか。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

歳入については、昨年度実績を押さえてい

ます。返礼品を始めることによって、増える

という想定はしているんですが、今のところ

堅く見積もって昨年度実績で入れていると、

今後の返礼品、７月から開始するんですが、

そこらへん状況をみながら補正で対応してい

きたいと考えてます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ホームページに６月15日に返礼品の説明会

があるよという募集ありましたね、その中で

体験型等も募集しますというところだったと

思うんですが、６月15日の状況、もしその説

明会の状況等。

○ 議長 幸地猛

大城学企画財政課長。

○ 企画財政課長 大城学

今、業者説明会をして徐々に商品整ってい

るところなんですが、特産品に限らず今言っ

た体験型とか宿泊とかも入れる予定にしてい

ます。ただこれ換金性に関わるとアウトにな

るので、この人が限定して使えるような仕組
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みで個人宛に発送して久米島に来て実際使う

んであれば身分証明書を提示して本人である

ということを確認して利用できるようなシス

テムを考えています。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員の本件に関する質疑は既に３回

になりましたが、会議規則第55条但し書きの

規定によって特に発言を許します。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ふるさと納税、これでお金をしっかり積極

的に集めてもらって島の施策にどんどん活か

してほしいと思いますので、今の体験型の件

に関しても足を運んでもらうというところで

ぜひ推進してほしいなと思います。

37ページの預かり保育事業に関してなんで

すが、これ単純に非常勤職員が297万8千円な

ので、１人か２人か、減になっているんです

が、預かり保育事業の非常勤職員の減という

ものについて説明お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

ただいまの質問にお答えいたします。当初

資格者を採用する予定で４名分の予算を計上

しておりましたが、実際募集してみますと資

格者２名しか確保できませんでした。そのた

め賃金職員ということで２名、その分を組み

替えというかたちになっています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

じゃあ私から３件ほど、まず９ページの３

目で財産管理費で77万計上されています。去

る去年の10月の大きな台風で具志川庁舎の２

階のクーラーが倒れて、これを何とかしなさ

いよということで教育委員会には言ってあり

ました。これがこの工事費なのか、あるいは

そのまま使えたのか、もうだめなのか回答し

てください、教育委員会。

それと19ページの４目の説明22番、地域支

援事業「認知症高齢者等見守り事業」が24万

円、新たに計上されております。この認知症

高齢者見守事業というのは、いわゆる認知症

という病気の認定があるのか、あるいは認定

者のことなのか、仮に認定者であれば久米島

に何人いるか、認定者でなくても今非常に久

米島がそういう方々が予備軍と言いますか、

まあ言葉的には表現ちょっとまずいかもわか

らんが多いんですよ。こういう方々も含めて

役場の職員が直接行って、毎日何時間か見守

りするのか、１回か２回見守りするのか、ち

ょっと詳しく教えてください。

それと31ページの説明の５これは２目です

ね、道路新設改良事業ということになってい

ますが、新設なのかあるいは改良なのかこの

へん、仮に新設であれば私非常にいい工事だ

なと、久米島においても道路の新設なんて見

込めないだろうと思ったんだけど、できたら

新設であってほしいんですが、これ場所と工

事名教えてください。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

喜久里議員のただいまの質問にお答えしま

す。９ページの普通財産管理費の工事請負費

77万円、これは字具志川にあります旧福祉長

屋の解体工事費でございます。具志川庁舎の

クーラーの修繕等はこちらでは計上しており
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ません。

○ ８番 喜久里猛議員

ちょっと待って、そうなるとその予算が出

てくるはずよ。私質問しましたよね、直した

のか、そのまま使えないのか、必要ないのか。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時05分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時06分）

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

ただいまのご質問にお答えします。クーラ

ーは２階のでしょうか、それとも１階ですか。

２階の台数については今４機設置されていま

すが、４機の内２機故障ということです。今

２機は使えます。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

喜久里議員の地域支援事業についてお答え

いたします。この方は認知症高齢者見守り事

業ということでありますが、このものは認知

症カフェということで、毎月１回事業所れい

の事業所が休みになるときに、認知症カフェ

ということで認定された方とかそういうこと

ではなくて、認知症でお困りの皆さん家族族

であったり、親族であったりの相談を行うた

めにやってる事業で、当初年４回ぐらいで計

画していたものを、その相談事業を広げてい

くためにも毎月１回開催するということで補

正させていただいています。

また認知症の数ということでありますが、

すみません今把握はしていない状況でありま

す。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今の土木費の中の道路新設改良費の言葉の

用語なんですが、道路新設改良費、新設も改

良も、まず昭和22年の社会資本総合整備にな

って民主党時代に工事事務費、いわゆる補助

事業にそういう経費がなくなったパターンか

ら、この予算立てになったと思います。

いま当町においては新設はほとんどありま

せん。なのでその概略設計等々をやる場合は、

その補助事業を目指すところの市町村の負担

となっています。この場所が大原ビーチ線、

今やっています大原下線の終点側から、その

ビーチに向かう５ｍの道路あそこにバスが入

ってきたら乗用車が回避もできないと、最近

レンタカーがものすごいスピードで走ってい

るということで、その大原下線も今年度で10

年目で完了します。それを受けてビーチ線の

概略設計ということです。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

改めて、財産管理費で総務の方だというこ

とで回答をいただきました。私の質問は教育

委員会へ言っています。教育委員会の回答が

２機故障ですか。私の質問の主旨わかってい

ないね。私がなぜそういうことをいうかと言

うのは、私、教育長に言いましたね。あのク

ーラー直しておけよって、戻しておけよって。

廊下にあるやつですよ。倒れているやつです

よ。あれどうしましたか。再度回答してくだ

さい。２階の突き当たり、廊下の。

それと、次、認知症、今数字把握していな

いと言ったんだが、家族の会議はやるわけだ

から数字は把握されているわけでしょう。ち
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ょっとつじつま合わないよ、回答の。それは

それで後で回答していいんだけれども、頼み

たいことがある。認知症予備軍と言われる方

がたぶん皆さんは地域の方々から話が来ると

思うんですよ。それを町の職員が１日１回で

もいい、見守ってくれたら非常に助かるなと

思うんです。このへんのところ可能かどうか、

回答してください。

それから建設課の方については了解しまし

た。この２点お願いします。

○ 議長 幸地猛

大田悟教育課長。

○ 教育課長 大田悟

ただいまのご質問にお答えします。２階の

奥側の、おそらく室外機だと思います。旧具

志川村時代の防災無線室にあったクーラーの

室外機だと認識しておりますが、その室外機

撤去されたか、していないか、私はちょっと

把握できておりません。申し訳ございません。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

認知症の数の件でありますが、久米島町に

は65歳以上の高齢者が約2,000名います。そ

の中で認知症と診断された方が約500名ぐら

いいて４名に１人の割合となって全国的にも

とても多く、その対策を立てないといけない

という状況にあると思います。１日に１回予

備軍を含め、見守りできないかということで

ありますが、今現状では直ぐにできますとい

うことは言えないのですが、それに向けて調

整をしていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

教育課長、あれ具志川村の時代のクーラー

じゃないんだよ、そこに２台使えないのがあ

るよ、古いのが、その奥に新しいのがあるで

しょ。もう一回確認してからでもいいです。

確認してください。というのは皆さんのこと

考えているわけよ。これ夏に向かって熱くて

会議できなくなるよ。もしこれが使っている

ものの故障であれば、ということです。

それから今の福祉課の方なんですが、今の

状況では厳しいかもわからんがということな

んですが、これは厳しいというか、厳しいの

はわかるんだけど、ぜひ庁議もって検討して

いただきたい。もう保護者も大変なんですよ

実は、仕事ができなくなっちゃう。当然収入

が無くなる、要するに負の遺産がどんどん増

えていくわけでしょう、これは、認知症につ

きましては、ということでお願いしたいと思

います。回答はいりません。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

私から盛本議員と重複するんですが、職員

給与の減額、総務出納で1千279万8千円、そ

れと企画財政の1千312万6千円、盛本議員が

もおっしゃっていましたが、２カ月の間に、

これだけの補正を組む、減額するということ

はいかがなものかと思うんですよね。いま喜

久里議員からも庁舎の管理の面でもありまし

たが、具志川庁舎の正面の出入口のドアにつ

いて私は総務課長にお願いしましたね、自動

ドアできないかと、それは弱者対策のための

車いすで来る人たちが扉開けきれないという

ことでお願いがありました。それでお願いし

たんですが、予算が伴わないということであ

りました。これだけの予算を減額するのであ
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ればね、次の補正にこれぐらい組めるでしょ

う。そういうことで弱者対策としてでも具志

川庁舎の正面の出入り口のドアあれを自動に

するなり、お願いしたいと思います。これ２

カ所で2千500万ですよ。自動ドアなんて50万

あればできる。そういうことで弱い者を助け

ることも町行政の仕事だと思いますのでひと

つそのへんよく考えて、補正も組んでほしい

なというふうに思います。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ただいまの赤嶺議員のご質問にお答えいた

します。まず総務費に関しては、職員の入れ

替え、それから毎年、市町村課に職員、実務

研修派遣していたんですが、それが無くなっ

たということで２名分減額になっている１名

ちょっと分ですね。それとあとは企画財政課

においても人事異動による新旧の入れ替えと

いうことでの補正になっております。

先ほどありましたバリアフリーに関する工

事については、具志川庁舎の自動ドアはやは

りもういつ壊してもおかしくない庁舎になっ

ているので、何とかスライド式とか、開けや

すいものに変える方向でいま調整していま

す。

その他実際に身体の不自由な方に立ち会っ

てもらって手すり等の設置等も積極的に行っ

ているところです。これについては財政との

調整もありますが、積極的にそういったもの

に計画をして予算を執行していけるようにし

たいと考えています。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

資料の33ページお願いします。８款土木費

の飛行場管理費のところで空港管理事業で需

用費修繕料として515万2千円計上されており

ますが、久米島空港においては台風等の塩害

等々で建物のひび割れとか、クーラーの室外

機等々痛んでいるのが非常に多いんじゃない

かと思いますが、修繕料についてどういった

ものを修繕する計画なのか、お願いします。

○ 議長 幸地猛

上里浩空港管理事務所長。

○ 空港管理事務所長 上里浩

棚原議員のご質問にお答えします。需用費

の515万2千円の内訳ですが、修繕料につきま

しては、屋根付き歩道橋の修繕費、これが10

3万1千円、これにつきましては去年の台風18

号による被害で歩道橋の上の屋根の部分が７

棟の内４棟が破損してます。その部分の改修

費です。改修については現在進んでおりまし

て２棟は改修済みで、あと４棟は作業中です。

それから電源局舎の方で方向性高圧開閉器と

いうのがあります。これにつきましては耐用

年数が切れて取り替えということで73万円。

それから緊急時用の対応費として339万1千

円を一応補正で組んでおります。これにつき

ましては今後予測のできない修繕費が生まれ

るということで、その分はこれからの災害対

応としてあげてあります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 幸地猛
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討論なしと認めます。

これから議案第27号、平成29年度久米島町

一般会計補正予算（第２号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第27号、平成

29年度久米島町一般会計補正予算（第２号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第４ 平成29年度久米島町国民健康保

険特別会計補正予算(第１号）

について

○ 議長 幸地猛

日程第４、議案第28号、平成28年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

それでは議案第28号、平成29年度久米島町

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の

概要についてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開きください。平成29

年度久米島町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）は、歳入歳出の予算額に、それぞ

れ257万7千円追加し、歳入歳出の総額を14億

6千482万8千円と定めるものであります。

それでは、歳入歳出の主な内容についてご

説明申し上げます。予算書の５ページをお開

き下さい。

５款、国庫支出金の２項１目財政調整交付

金において広域化等支援事業に伴い45万7千

円を増額補正するものであります。

同じく５款２項８目の国民健康保険の制度

の関係準備事業費補助金において広域化等の

支援事業に伴って25万9千円を増額補正する

ものであります。

次に８款、県支出金の２項１目都道府県の

財政調整交付金において広域化等の支援事業

等に伴い186万1千円を増額するものでありま

す。

続いて、歳出の主な内容につきましては、

これは６ページになりますが、１款総務費の

１目、一般管理費の９節の旅費、そして13節

の委託料は広域化等事業にかかるもので合計

で43万9千円の増額となっております。

同じく１款２項１目の賦課徴収費の賃金で

は県調整交付金事業等の徴収強化等及び徴収

アクションプラン計画により171万4千円の増

額となっております。

また、８ページの４款、前期高齢者の納付

金等の１項１目の前期高齢者納付金では支払

基金の決定通知により44万5千円の納付の増

額となっております。

次に９ページになりますが、８款保険事業

費の１項１目特定検診等の事業費では報酬改

定に伴い7万1千円の増額、同じく８款２項１

目の、これは10ページになりますが保健衛生

普及費でも、これは報酬費改定に伴って16万

5千円の増額となっております。以上が平成2

9年度久米島町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）の概要となっております。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）
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○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第28号、平成29年度久米島町

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に

ついてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第28号、平成

29年度久米島町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）については、原案のとおり可決

されました。

日程第５ 町道の認定について

○ 議長 幸地猛

日程第５、議案第29号、町道の認定につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第29号、町道の認定について、道路法

第８条の規定により、次のとおり町道の路線

を認定する。

記

路線番号 259 路線名 美崎４号線

路線番号 260 路線名 美崎５号線

路線番号 261 路線名 美崎６号線

路線番号 262 路線名 美崎７号線

４路線とも

起点 久米島町字宇根413の４

終点 久米島町字宇根413の４

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

町道の路線を認定する時は道路法第８条第

２項の規定により議会の議決を得る必要があ

る。これがこの議案を提出する理由でありま

す。なお次ページの方に平面図を添付してお

ります。ご審議よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第29号、町道の認定について

を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第29号、町道

の認定については原案のとおり可決されまし

た。
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日程第６ 久米島町農業委員会委員及び農

地利用最適化推進委員定数条例

について

○ 議長 幸地猛

日程第６、議案第30号、久米島町農業委員

会委員及び農地利用最適化推進委員定数条例

についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第30号、久米島町農業委員会委員及び

農地利用最適化推進委員定数条例。

上記議案を提出する。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町農業委員会委員及び農地利用最適

化推進委員定数条例。

第１条 農業委員会の定数、農業委員会等

に関する第８条第２項の規定に基づき、久米

島町農業委員会委員の定数を12名とする。

第２条 農地利用最適化推進委員の定数、

農業委員会等に関する法律第18第２項の規定

に基づき、久米島町農地利用最適化推進委員

定数を８名とする。

附則としまして、第１項施行期日、この条

例は平成29年10月１日から施行する。

第２項の久米島町農業委員会の選挙による

委員の定数に関する条例の廃止。久米島町農

業委員会の選挙による委員の定数に関する条

例は廃止する。

提案理由でありますが、農業委員会等に関

する法律の一部改正に伴い、本条例を制定す

る必要がある。これがこの条例案を提出する

理由であります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

議案第30号について質疑します。今回、公

選制から地域推薦公募に改正ということであ

りますが、市町村長は任命にあたってあらか

じめ地域の農業者、農業団体に候補者の推薦

を求め公募を行いますとありますが、これは

どのような方法で公募していくのか、そして

その時期はいつなのか、これは９月30日でい

ま現在の農業委員が任期は終わるということ

で10月１日施行なりますので、９月議会に議

会の同意を求めることになりますが、それま

でのスケジュールとして、その方法と時期に

ついてを伺います。

そして推薦と応募の結果は公表が義務づけ

られていると、この公表はいつやるのかにつ

いてまでお伺いします。

そして２日前の説明の中で認定者農業者が

40名、本町にはいるということでありました

が、その年齢構成について、例えば20代、30

代、40代、50代についての構成について伺い

ます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等農業委員会事務局長。

○ 農業委員会事務局長 佐久田等

ただいまの仲村議員の質問にお答えしま

す。任期が９月30日までですので、９月議会

では間に合わないということですので、改正

しましたら公募の時期が７月の広報誌に掲載

します。内容等も含めて、そして町のホーム
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ページにも合わせて載せて、公募の時期を７

月中旬から８月の上旬で定めて、公募といろ

いろ周知していきます。その後に公募と地域

から推薦あった場合に、副町長を委員長にし

た選定委員会を各市町村設けて推薦する方向

に各市町村とも進めていくように話し合いを

もたれております。

本町の認定の農業者、約40名、個人が28名、

夫婦や家族が５組、そして各法人が７法人の

構成になっておりまして、法人は年齢等、特

にありませんが、年齢構成としましては約40

代から60代の年齢構成となっておりまして、

詳しい30代、50代というのは、また調べて分

けていかないといけないんですが、約40名い

るということで報告します。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

９月議会には間に合わないという今の答弁

でしたか、９月議会に同意を求めるわけです

よね。後で答えてください。

それから認定農業者が40名、この中で過半

を認定農業者ということで、過半ということ

は定数12名ですので、７名は認定農業者でな

ければならないということになっております

ので、７名確保できるのかどうか、それから

女性の登用も上げられていますので、女性は

何名登用する予定であるのかを伺います。

○ 議長 幸地猛

佐久田等農業委員会事務局長。

○ 農業委員会事務局長 佐久田等

先ほど私が９月で間に合わないと話ました

が、この定数条例を９月にやって、公募にか

けたら間に合わないという解釈でよろしくお

願いしたいと思います。

認定農業者40名おりますが、その中からま

た何名の方々が応募して地域から推薦されて

くるというのはまた我々も実際、今回、初め

てのことですので、走らないとわからないわ

けですが、できるだけ、この方たちの過半数

は確保できるように頑張っていきたいと思い

ます。

そして現在、女性の農業委員が１人いらっ

しゃいます。県内にも各市町村女性の農業委

員が大変少ない状況でありますので、議長、

町長にも県内の女性農業委員の会長と農業会

議の会長が、ぜひとも女性の農業委員も推薦

するように要請にも来ておりましたので、そ

のへんの確保もしっかり頑張っていきたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

まず気になるのが公募、そして推薦の結果

が、これ義務づけられていますので、ちゃん

とこれが公表できるのかどうかですね、その

時期というのがいつなのかということをもう

１回聞きます。

それから現在、女性の農業委員が今まで１

人だったと、町の目標は20％を目標としてお

りますので、12名の20％は少なくとも３名に

はなると、２名以上３名はなるんじゃないか

と思いますが、そこのところも配慮しながら

選考していただきたいと思います。それにつ

いて答弁をいただいて終わります。

○ 議長 幸地猛

佐久田等農業委員会事務局長。

○ 農業委員会事務局長 佐久田等

公募の期間が終わりまして、委員会でもっ

て、その組織の中で、町長に申請する団体に
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おきまして、できるだけこれを広報、町のホ

ームページあたりでしっかりと公開はしてい

きたいと思います。

女性の農業委員につきましても、また現在

いる女性の農業委員にもお願いして、他にま

たやる気のある女性の方がいらっしゃいまし

たら、ぜひともまた我々にも連絡してくださ

いということでお願いはしてます。その中で

また若い青年の農業に従事している青年も投

票しなさいということありますので、そのへ

んも含めて進めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

私は再度、いま仲村議員が言った補足とい

うかたちで要望します。私もちょうど役場の

方に農業会議の方から女性委員の登用を多く

ということで伺ったと思います。そのとき偶

然に私もはち合わせて、ぜひ議会の方も女性

の農業委員を多く推薦するようにということ

で要望がありました。いま事務局長の方から

もありましたように、積極的に女性の委員を

登用するように、私の方も要望したいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

たいへん申し訳ないんですが、農業してい

ないんで、ちょっと農業委員会の定数わから

ないんですが、算定すると農業委員会それか

ら農地適正化推進委員会の８名、これ20名に

なりますが、予算書の中で農業委員の給料等

が784万6千円減額になっているんですが、こ

れについての手当等は大丈夫なのか、そのへ

ん伺います。

○ 議長 幸地猛

佐久田等農業委員会事務局長。

○ 農業委員会事務局長 佐久田等

ただいまの赤嶺議員の質問にお答えしま

す。現行の農業委員会の報酬におきましては、

会長が4万5千円、委員の報酬が4万円、今回、

いる委員の方々、当初17名いらっしゃいまし

た。その合計の報酬が平成26年の予算では82

2万円の予算措置されておりました。途中１

名の方が事故でお亡くなりになって現在１名

分の報酬は減になっております。

現在、改正しまして、私たちがいま考えて

いる予算報酬の案としましては、会長が同じ

く4万5千円、委員が4万円、推進委員が3万円

でこれを合計しますと798万円の予算になり

まして、当初のもとの17名の委員の数からす

れば約24万円ぐらいの削減にはなります。し

かし１名亡くなっておりますので、その分の

現在の29年度の予算からすれば約24万ぐらい

の補正は組まないと、新しい残りの任期支払

いできないような状況もありますので、その

へんまだ財政課長にも伝えておりますので、

今度また調整していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私から２点ほど、さっき仲村議員の質問で

法人が７社と回答しているんだが、うっと思

ったんだが、農業生産法人が７社ということ

はあり得ないですよね、今現在で。しかも今

年度のハーベスタ導入に向けて、もうおそら

く４件か５件は新規にできているはずなんで

すよ。だから数が違うんじゃないかと、数は

違ってそれは訂正すればいんですが、法人と
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しての農業委員の委員に推薦するのか、この

へんのところ枠があるのかないのか。

これともう１つは、先ほどから女性の農業

委員ということなんですが、女性の場合はも

ちろん参加して頑張ってくださるんだけど

も、農家の奥さんなんですね、そしたらその

方が農認定農家とは限らんわけですよ。旦那

さんでしょう普通は、そのへん農家のＡさん

が男の人が野業認定者であれば当然のごとく

奥さんも認定農業者になるのか、ならんのか。

もしならなければ新たに自分の所得として農

業規模を確定して認定農業者にならないとい

けない、非常に難しいんですよ。そのへん教

えてください。

○ 議長 幸地猛

佐久田等農業委員会事務局長。

○ 農業委員会事務局長 佐久田等

認定農業者の名簿の中には40名、その中に

新垣ファーム、ドリームファーム、比嘉ファ

ーム、宇江城ファーム、赤平ファーム、久豊

久会、そして株式会社たからということで法

人名で認定農業者として登録されておりま

す。その中から農業委員を推薦するには、そ

の中の代表者を推薦することのなり、法人を

推薦ではなくて、中の役員を推薦することに

なります。

そして女性の農業委員に関しましては、認

定農業者には、お二人の女性の認定農業者が

おりますが、女性を登用しなさいとあります

ので、認定農業者ではなくても農業している

女性、青年を積極的な登用を促進しなさいと

いうふうにうたわれてますので、そのへんあ

くまでも必ず認定農業者の女性じゃなくても

いいということです。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私とちょっと解釈の相違がありましたね。

法人なんですが、我々が国の助成を受ける場

合において、皆さん認定農業者じゃないとだ

めでしょと言われてきて、認定を受けてきた

わけですよ。ところが７社だけじゃないです

よね、補助受けているのは、ほとんどの法人

受けているはず何です。今後も受けます。ち

ょっと話が合わなくなってくるんじゃない、

大丈夫かな。我々の時代はそんなに古くはな

いんだが、認定農業者にならないとだめです

よと言われて認定農業者になったんですよ。

現在は７社ということ、他の７社以外の法人

は、補助事業も受けられないというかたちに

なっちゃうんですよ、これ、大丈夫かな。

○ 議長 幸地猛

佐久田等農業委員会事務局長。

○ 農業委員会事務局長 佐久田等

認定農業者の場合は、農業している個人に

しろ、法人にしろ審査会に応募して、その審

査会でもって認定する仕組みになっておりま

す。現在も例えばＪＡのクライスター、50％

補助を受ける場合は認定農業者に認定されな

いと受けられない制度もありますので、今年

もお１人、去年も２人でしたかね、そういう

ふうに認定農業者に認定しておりますので、

今のところ私が先ほど申し上げた法人は、そ

の法人になっております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。
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○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第30号、久米島町農業委員会

委員及び農地利用最適化推進委員定数条例に

ついてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第30号、久米

島町農業委員会委員及び農地利用最適化推進

委員定数条例については原案のとおり可決さ

れました。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時43分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時54分）

日程第７ 久米島火葬場・葬祭場建築工事

（第１工区）請負契約について

○ 議長 幸地猛

日程第７、議案第31号、久米島火葬場・葬

祭場建築工事（第１工区）請負契約について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第31号、久米島火葬場・葬祭場建築工

事（第１工区）請負契約について。

久米島火葬場・葬祭場建築工事（第１工区）

請負契約について、次のように工事請負契約

を締結したいので、地方自治法第96条第１項

第５号の規定により議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 久米島火葬場・葬祭場建築

工事（第１工区）

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 143,964,000円

４．契約の相手方

住所

沖縄県島尻郡久米島町字宇根438の3

商号 儀間建築

氏名 代表取締役 儀間清

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、久米島火葬場・葬

祭場建築工事（第１工区）請負契約の締結に

ついては、久米島町議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得または処分に関する条例第

２条の規定により議会の議決を得る必要があ

る。これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、次ページの方に工事契約の写し、そ

して、次のページには平面図等々を添付して

おります。なお今回は建築のＡ及びＢランク

５社を指名しまして、株式会社儀間建築さん

が請負比率99.78％で落札をしております。

ご審議よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

10番玉城です。この火葬場については、私

はちょっと検討委員会にも入っていまして、

いろいろな所を視察もしてまいりました。こ

の中で１工区の図面なんですが、いろいろ委

員会の中では通夜室が欲しいとか、トイレが
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少ないんじゃないかなという話があったんで

すが、今の段階で通夜も可能ですよね、この

施設で、お通夜とか、それとトイレは少ない

気がするんですが、大丈夫ですかね。２点お

答えお願いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。図面の左

下の方に待合室が（1）（2）ございます。こ

ちらの方で通夜の方も可能です。

トイレの方につきましては、男子トイレが

小便２つに大便１つ、後は女子トイレが２つ

と多目的身障用といいますか、トイレがあり

ますので、こちらの方で大丈夫だと考えてお

ります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

通夜も待合室利用すれば可能だということ

ですね。通夜については、けっこう需要があ

ると思いますので、ぜひ、そこで通夜もでき

るようにしてほしいと思います。

それと30年４月供用開始ですよね、30年の

４月供用で、１工区、２工区、外構工事も平

行して行うわけなんですが、工期的に大丈夫

でしょうか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

工期的には278日約８カ月間みておりまし

て、今回、可決しますと本契約に入りまして、

着工しますので、それまでには可能です。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

これは建物、火葬場は２階建て、セレモニ

ーホールは平屋でしたね。工期的には大丈夫

だと思うんですが、どの方も既に発注されて

まして４月供用開始は間に合いますね。再度

確認します。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

どの方も発注しておりまして、工事につき

ましては、その年度内で間に合わすというこ

とで、その工期で進めております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今回、火葬場の建設と外構、計３件提案し

ているんですが、まず１件ずつじゃなくトー

タルの話なんですが、同じ場所で工事やりま

すよね、そうするとけっこうかなり大きい工

事になってくる。その中で外構あたりは全て

にかかって、総敷地全部かかってくる、これ

見るとおそらく同じ時期になる思うんです

ね。工事の施工期間が、これ大丈夫なの事故

とかそういうのは全く大丈夫なのか、その１

点と。

１工区、２工区のマッチラインがあって、

完全にくっついている状況なんですが、これ

の工事で、例えば図面を見ていると基礎部分

の所から線が引かれている。基礎に関して、

この基礎というのはどういう基礎を使ってい

るのか、パイルを打ち込んでやっているのか、

コマ基礎なのか、べたでやっているのか、そ

れによっては今マッチラインで切られたとき

に、この接合がきちんとできるかどうかの分

と。
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外構に関してなんですが、これほとんど構

造物しか入っていない、植栽関係というのは

入っていないのか、その３点についてお尋ね

します。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

まず工事的に１工区、２工区、それから外

構が入ります。それにつきましては、施工管

理等で十分調整しながら安全に進めていきた

いと思います。

１工区と２工区の継ぎ目の方なんですが、

その下の方は土間といいますか、コンクリー

ト敷いて、上の方は屋根付きになりますので、

建物自体としては一応別個のかたちになろう

かと思っています。基礎につきましてはコマ

基礎を使う設計になっております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

外構で植栽も入っている？

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

外構の植栽につきましては、今のところ入

っておりません。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

かなり現場くっついているんです。くっつ

いている中で、おそらく280日とすると、か

なり急ピッチでやらないといけない、まして

やもう雨降ったらかなりきつい工事現場にな

るんじゃないかと思うんですが、そのへんを

心配しているんですね。

施工管理と併用が実質、時間管理の問題じ

ゃない。この現場がそんなにくっついていて、

入口が一緒だと同じ所だと、まして全体的な

外構も入ってくるという中でね、これ大丈夫

なのか、まあまあ、そのへんは十分気を付け

てやっていただきたいと思うんですが、せっ

かくこういう良いのを造るわけだから、コン

クリートがちがちじゃないですか。外構につ

いて植栽をどこかで予算を取って入れていか

ないと、せっかくきれいなやつができて、町

民みんな期待しているわけだから、環境の整

備もやっぱり植栽入れてやった方が、ただも

う葬祭場みたいな感じ、火葬場みたいな感じ

でコンクリートがちがちでやるよりは、やは

りちょっと柔らかみを見せるようにね、ぜひ

この工事期間中でも予算を確保していただい

て植栽をやっぱりやった方が良いと思いま

す。ということを要望して終わります。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

今回の工事に関しましては一括交付金を活

用しております。場所前の方、あるいは東側

の方、今ちょっと土手といいますか山盛りに

なっておりまして、そこの土砂を今回また別

件の工事で使う予定をしております。その土

砂を削った後に、またそういった景観的なも

のもこようかと思っていますので、そのへん

でまた新しい事業が導入できればと考えてお

ります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

関連するので質問します。契約まで一応き

ていると思います。出来上がったらもう早速
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すぐ始めると思いますが、町民は火葬場でき

ることは皆さんわかっていますので、やっぱ

り聞こえるのが何処が運営するのというよう

な声を聞きます。最後のお別れするイベント

を、どういった事業所が運営するのかとか、

そういった分は気になるとこだと思います

が、今時点でどういうふうに運営事業者を募

集してやっていくのかというのを答えられる

範囲で。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

火葬場の運営については、火葬場を設置し

ました町の方で、そこも使用料金等を設定し

ます。そこを使う場合に、その使用料金を払

うことになります。それと別にまたそこを管

理するところを今から委託で募集しようと考

えています。例えば民間の方が委託で入りま

しても、その葬祭場といいますか、そういっ

た会社が入りましても独自でその告別式を行

うとなると町の規定による使用料金というか

たちになります。あとは民間の葬祭屋さんを

使うと、それなりにまた経費がかさむことに

なってきます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

すみません、もうちょっと詳しく、行政も

入って、その中で告別式等をやるときには民

間事業者も一緒に入ってくる、両方で運営し

ていくというかたちになるということでいい

んでしたっけ？ そのへんのところもう一

回。

（「休憩」の声あり）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時07分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時08分）

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問ですが、町の葬祭場につき

ましては、町の条例で決めますので、そこを

使う場合には、その使用料になります。民間

の業者に委託する場合は別途その民間の料金

を支払うことになろうかと考えております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

質問というよりも意見なんですが、第１工

区、２工区、それから外構の地元業者に発注

したということはこういうことじゃないかな

と思います。ただ盛本議員もおっしゃってお

りましたが、第１工区、第２工区のつなぎ目、

これの施工管理は確実にしてほしいなという

ふうに思います。というのは出来上がった後

に、そこから雨漏りしていたんじゃもう話に

もなりませんので、そういうことで外構以外

の１工区、２工区のつなぎ目の施工管理をし

っかりとやってほしいなというふうに思いま

す。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

施工管理につきましては、業者の方に委託

して管理を予定しております。工事するのは

１工区、２工区分けていますが、施工管理に

関しては一括してやりますので、そのへんま

たその建築だけじゃなくて外構の業者も含め

まして工程会議等をしっかりとやっていきた
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いと考えております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

まず質問するんですが、設計コンサルタン

トの請負契約書持っていますね、当然。それ

をちょっと読んでください、工事名。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

１工区、久米島火葬場・葬祭場建築工事（第

１工区）です。第２工区が久米島火葬場・葬

祭場建築工事（第２工区）、外構の方が久米

島火葬場外構工事、以上です。

○ ８番 喜久里猛議員

すみません。外構の方もう一回。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

久米島火葬場外構工事。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

本来であれば私はもう31、32、33までま

とめてやりたいんだけど、ちょっとこういう

わけにはいかないんで、今のうちに質問しま

す。ということになりますと、この工事図面

というのは、これは別物ということになるん

ですよね。言っている意味わかりますか。皆

さんの工事請負書の契約書どおりには工事名

書かれていないんですよ、これ。でですね、

なぜ私がこういうことを言うかということ

は、議会には議会運営委員会があります。議

会運営委員会の役割皆さんご存じですか。議

会が始まって議場に入って上程された議事が

スムーズにいくために議会運営委員会がある

んですよ。ですから我々は、この議場よりも

実は疲れる委員会の方が、全部チェックして

いくから、その中でミスがあったり、これは

議場に上げられませんよとかあった場合には

当然その場でもう蹴るんですよ。だから議会

に上がってこないんです。まずそういう例は

ないんですが、ただそういう議会運営委員会

の役割を知って皆さん仕事しているかという

ことね。なぜかと言うと、私、これ議会運営

委員会で質問しましたよね、これ指摘しまし

たね副町長、にもかかわらず、そのまま上が

ってきているわけさ、私から言わせれば議会

を何だと思っているんだと言いたい。当然あ

のときの間違いを指摘されているのに直して

こない、今聞いてさらにびっくり、指摘した

以外にまた違うんですよ、これ。まずね、今、

保久村課長が言うように工事名、請負契約者

は間違いないと言いました。久米島火葬場・

葬祭場建築工事（第１工区）ですね、じゃあ

そしたら１工区の図面見てください。久米島

町火葬場・葬祭場新築工事（建築）なんです

よ。１工区じゃないんですよ。２番目も同じ

です。久米島町火葬場・葬祭場新築工事（建

築）なんです。これ２工区じゃないんですよ、

図面は。別物ということになっちゃうこれ、

我々は当然これの工事の図面だと思っている

が、知らない他人が見たら、これ別物なんで

すよ。第３工区も工事名、今課長の説明だと

久米島町火葬場外構工事となっていますね。

請負契約書、大丈夫ですか。じゃあこれも図

面違うんじゃないですか。図面にこれ葬祭入

っているんですよ、葬祭場。

これ指摘されているはずなんです。議運の

後に副町長から皆さんにいっているはず、な
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ぜ直さないのということ、当然その場で指摘

して班長行ってもらいました、下に、係に。

そしたら業者のミスですと、なぜ業者に直さ

せないんですか。あるいは業者に直させなか

ったらこれ修正液でぷっとしてコピーすれば

同じようになっちゃうんですよ。そこで私が

言いたいのは、ほんとに何回も何回も口酸っ

ぱく言っているもっと真剣にやってくれよ

と、ましてやこういう金額が出てくるような

１億近い金になると、誰かがつつかれたらこ

の契約書自体がパーになっちゃう。このへん

までわかってほしいから何回もしつこく言っ

ているんですよ。これ副町長答弁してくださ

い。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

ただいまの喜久里議員の指摘ですね、議運

の方で確かに喜久里議員から指摘がありまし

た。その足で直接保全課の方へ行って同じよ

うな指摘をしまして、この議会前にちゃんと

議員の方に説明するように資料を揃えておき

なさいということであったんですが、私の指

導不足で、ぜんぜん揃えていないことが、誠

に申し訳ありませんでした。これからまたい

ろいろ指導をしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

もう何回も言わさないでくださいね、こう

いう質問したくないですよ、本当は、褒めた

いんですよ。確かにこれ私非常に褒めたい、

なぜかと言うと、この火葬場の話でて、５億

近いような金が動くのに３年かかってないん

じゃないですか、町長、すごいなと思いまし

たよ。これ勿論、町長はじめ皆さんが一生懸

命やったからですよ。だからその中にあって

こういう指摘は、やはり間違っていたら間違

っていると指摘しないといけない我々は、完

成後は、すばらしい火葬場になると思います

よ、先ほども言ったように緑はちょっとほし

いけども、駐車場もほしいけども、これはま

た後の問題として、かたつけていくと思いま

す。ということですので、ぜひもうちょっと

真剣に議場に少なくとも入るときはチェック

してやってください。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの件につきまして、指摘がありま

して、うちの方で業者の方に訂正を指示して

いるところです。確かに議会まで間に合わせ

きれなくて誠に申し訳ありませんでした。今

後こういったことがないように気を付けてい

きますので、よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

確認だけしたいんですが、工事請負契約書

の中に現時点は工期数字が入っていないんで

すが、これは今日の議会終わった後に数字を

挿入することになるんですか。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問ですが、今回入札終わりま

して、仮契約しております。本契約につきま

しては、今日の可決後ということで本契約の

年月日、それから工期の年月日を可決後に入

れることになっております。
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○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第31号、久米島火葬場・葬祭

場建築工事（第１工区）請負契約についてを

採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第31号、久米

島火葬場・葬祭場建築工事（第１工区）請負

契約については原案のとおり可決されまし

た。

日程第８ 久米島火葬場・葬祭場建築工事

（第２工区）請負契約について

○ 議長 幸地猛

日程第８、議案第32号、久米島火葬場・葬

祭場建築工事（第２工区）請負契約について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第32号、久米島火葬場・葬祭場建築工

事（第２工区）請負契約について。

久米島火葬場・葬祭場建築工事（第２工区）

請負契約について、次のように工事請負契約

を締結したいので、地方自治法第96条第１項

第５号の規定により議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 久米島火葬場・葬祭場建築

工事（第２工区）

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約金額 81,000,000円

４．契約の相手方

住所

沖縄県島尻郡久米島町字銭田953番地

商号 株式会社 丸吉組

氏名 代表取締役 吉永功

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、久米島火葬場・葬

祭場建築工事（第２工区）の請負契約の締結

については、久米島町議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得または処分に関する条例

第２条の規定により議会の議決を得る必要が

ある。これがこの議案を提出する理由であり

ます。

なお、後ろの方に工事契約の写し、そして

２工区の平面等を添付しております。なおこ

の工事に関しましては、建築のＡ、Ｂランク

５社を指名しまして、株式会社丸吉組さんが

請負比率99.67％で落札をしております。

ご審議よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明は終わります。

これから質疑を行います。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

落札業者丸吉組なんですが、現在の手持ち

工事がおそらくあると思うんですが、けっこ

う大きいやつ持っていると思うんですが、人
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夫とか技術士が大丈夫なのか、そのへんのチ

ェックもやっているかどうか、確認いたしま

す。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建築課長。

○ 建築課長 大田喜秀

今２工区を受注した丸吉組ですが、比嘉公

民館を受託してやっています。技術士なんで

すが、技術士は我々としてはＡクラスですの

で、いるものということでやっています。現

在２人でしたかね、登録されていますので、

現場としては工事請負としては登録できると

思っています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

２件とも建築なんですよね、土木ではない。

要は土木の技術士としてはいると思うんです

が、建築の技術士というのが必要ですか。あ

と比嘉公民館に関しても億単位の工事、現在

やっているこれも億単位の工事で作業員とか

そのへんも足りているのか、要するに下請け

を想定してやっているのか、そこまでのチェ

ックは無理だと思うんですが、その受注をし

て自分の会社でできない、業者けっこう20社

いて、自分の力でできないとわかっていなが

ら受注をして下請けに出した、島内業者では

それはそれでいいんですが、島外業者に下請

けというのはちょっとあまりよろしくないん

じゃないかなと思うんですが、将来やる中で

下請けがきたときに、そのへんのチェックも

十分やっていただきたいというふうに思って

おります。

建築に関しても技術士が必要なのかどうか

そのへんもちょっと。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建築課長。

○ 建築課長 大田喜秀

一般土木も建築も必要です。今の質問は我

々町としても業者育成もしながら、そういう

関連業者に対しても技術は要求せざるを得な

い状況ではあります。ただ島外からの下請け

の導入というより、そういう場合は契約書の

約款で下請け通知書、契約を定めての受理と

なりますので、簡単にはできない状態です。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

ちゃんとしたやつを納品するようにちゃん

と管理をしながらやっていただきたいと思い

ます。先ほども言ったんですが、その下請け

を島外からの部分はしっかりと確認をしなが

らやっていただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

これ図面見てみますと、コマ基礎というか

たちになっていますが、１工区、２工区とも

ボーリング調査はしましたか、それと普通の

パイルとコマ基礎の経済比較等も行いました

か。お答えお願いします。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ボーリング調査を行いました。その結果思

ったより地層が深いといいますか、あって、

基礎をコマ基礎ということでやっています。

これに関しましてパイルとも比較してコマ基

礎の方に決定しております。

○ 議長 幸地猛
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10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

経済比較して、コマ基礎の方が経済的だっ

たからというかたちでコマ基礎を今比嘉公民

館もコマ基礎をやっていたんですが、けっこ

う見ていたら施工的に時間もかかるというよ

りも非常に複雑な工法みたいな感じだったん

ですが、そこらへんは大丈夫ですか。経済的

にパイルの方が安いような感じがするんです

が。

○ 議長 幸地猛

大田喜秀建築課長。

○ 建築課長 大田喜秀

やっぱり我々は経済比較して安価の方、比

嘉公民館がちょっと時間かかったのは、ご存

じのとおり比嘉公民館は26年の10月から去年

まで防衛と調整してコマ基礎が安いという判

断でやりました。その当時、このコマ基礎の

型枠が旧型、今年に入って新型の型枠を工場

が取り入れたために比嘉公民館、約1,300個

ぐらい入っています。それを今受注している

新型のコマ基礎の型枠を外して比嘉公民館の

旧型枠設置して製作に及んだために、ちょっ

と時間がかかったということですので、たぶ

んおそらく新型になると思いますので、それ

は工期的に非常に短縮もできますし、経済的

にも安いということになっていると思いま

す。

○ 10番 玉城安雄議員

思います、じゃなくてはっきりしてくださ

いということですよ。

○ 議長 幸地猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

設計の段階で経済比較して設計で予算を入

れてます。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第32号、久米島火葬場・葬祭

場建築工事（第２工区）請負契約についてを

採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第32号、久米

島火葬場・葬祭場建築工事（第２工区）請負

契約については原案のとおり可決されまし

た。

日程第９ 久米島火葬場外構工事請負契約

について

○ 議長 幸地猛

日程第９、議案第33号、久米島火葬場外構

工事請負契約についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第33号、久米島火葬場外構工事請負契

約について。

久米島火葬場外構工事について次のように

工事請負契約を締結したいので、地方自治法

第96条第１項第５号の規定により議会の議決
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を求める。

記

１．契約の目的 久米島火葬場外構工事

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 100,332,000円

４．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字大田565

商号 久米建設株式会社

氏名 代表取締役 宇禄弘

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、久米島火葬場外構

工事の請負契約の締結については、久米島町

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得ま

たは処分に関する条例第２条の規定により議

会の議決を得る必要がある。これがこの議案

を提出する理由であります。

なお次ページの方に工事契約の写し、そし

て後ろの方に平面等を添付しております。な

おこの工事に関しましては、土木のＡランク

の７社を指名しまして、久米建設株式会社さ

んが請負比率99.69％で落札をしております。

ご審議よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明は終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番喜久里猛議員

33号なんですが、先ほどの32、31もそうで

す。この狭い久米島であちこち工事して、当

然忙しいとか、工期が間に合わない場合には

下請け出すわけです。その下請けなんですが、

自分らがその現場を見た場合において、ほと

んどが丸投げですねこれ、見た感じですよた

だし、書類はどうなっているか知りません。

それはやっぱり都合悪いんで、ちゃんとそこ

に現場代理人、監督がいるようなかたちで町

民が見ても看板は元請けで出ていますから当

然元請け会社の誰かがいると思うんですよ。

ところがいませんよね、丸投げだから。その

へんのところは全体的に今後29年度は注意し

てほしいなということであります。

それでさっきの議運の話に戻るんですが、

議運の中で指摘した番地の件です住所です。

これは議運の中での返答では会社に聞きます

ということだったんだけど、その返事もらっ

てないのと、それと例えば33号ね、契約書、

大田の565番地ですよね。なっていますよね

間違いなく、その契約書の印鑑見てください。

なっていますかね、これ、565で終わってい

るんじゃないかな、どう見ても、だからそれ

も合わせて回答してください。たぶん会社に

聞いているはずなんですよ。いわゆる法人登

記を法務局にやっているとおりの番地になっ

ているかということです。住所になっている

かということ、番地まで含めて枝番まで含め

て。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時32分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時40分）

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問なんですが、住所に番地が

入っている件につきまして、指名審査の申請

書につきまして、町の方には番地を入れない

で申請しています。それについて町の方もそ

れで登録をしており、県の方も同様です。会

社の登記簿上法務局の方に登記しているのは
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町の方に提出しませんので今の番地を抜いた

ので町の方は登記してます。これについては

特段問題はないということです。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番喜久里猛議員

これ皆さんに言われて気づいたんですよ。

議運のものについては番地が入っていないわ

けね、差し替えなんですよね、これね。差し

替たのがあったら、これ議運以外の皆さんに

配るものと言っていたもんだから、俺見てい

ないわけさ、議運終わってからは議員他の皆

さんにはこれを配っているわけ、というもん

で見ていなかった、ごめんなさいね。それに

は直されています。

いま保久村課長が回答している法務局に対

しての法人登記とは関係なく、いわゆる入札

参加願いというのかな、入札参加願いの印鑑

でとおるということですね。だってそうなる

んじゃない、入札参加願いだから皆さんそれ

を審査して指名するわけだからということで

すね。法務局の登記とは別でもいいんだとい

うことですね。そういう解釈でいんですね。

これちゃんと調べてくださいよ。おかしなこ

とになるよ間違ったら、自分が経験している

からこれ前に、大丈夫ですね、再度。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時37分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時38分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

会社の登記には例えば何番地何号ビルの名

前とか何号室まで入れての登記がおそらくあ

ると思いますが、民法上の住所というものは

必ずしも登記簿と一致しなくてもいいという

のがあります。契約上それが省略をされたり

とかということによって、契約そのものが無

効になるというような性質ではないというよ

うな解釈がされています。

久米島町の方では入札参加願いとか、そう

いったもの全て番地の表記がない565ですか、

それも県も町も、その番地その住所表記で受

け取っております。よろしいでしょうか。

だから会社の登記簿上の住所というものを

こちらで登記簿謄本を取って確認するもので

はありませんのでどういう表記になっている

かわかりませんが、現在、久米建設さんが出

しているものは番地、大田565という住所表

記のものをこちらは受け取っております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番喜久里猛議員

確認しますよ。入札参加願いと同じであれ

ばいいということね。はい、以上です。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第33号、久米島火葬場外構工

事請負契約についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第33号、久米
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島火葬場外構工事請負契約については原案の

とおり可決されました。

日程第10 久米島町行政手続条例の一部を

改正する条例について

○ 議長 幸地猛

日程第10、議案第34号、久米島町行政手続

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第34号、久米島町行政手続条例の一部

を改正する条例。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町行政手続条例の一部を改正する条

例。

久米島町行政手続条例の一部を次のように

改正する。なお大枠の中で左が改正前、右が

改正後となっております。

また、大枠の中で下線が引かれている部分

が今回の改正内容となっていますのでよろし

くお願いいたします。

後の方になりますが、附則としまして、こ

の条例は交付の日から施行し、改正後の久米

島町行政手続条例の規定は、平成28年４月１

日から適応する。

提案理由でありますが、行政手続法の一部

を改正する法律の施行及び子育てワンストッ

プサービス（児童手当・保育・母子保健・ひ

とり親支援）が平成29年７月から運用に向け

て全市町村において開始されることから、そ

れら手続をオンラインで行うため現行条例の

改正が必要である。これがこの条例案を提出

する理由であります。

ご審議よろしくお願いします。

(桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

５番 吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

関連するので質問します。この条例案が作

られると思いますけれども、７月からワンス

トップサービス、これは特にひとり親の世帯

に対しての支援で例えば保育園の申請書とか

そういったものもこういったもの取れるとい

うかたちになってくると思いますが、これが

７月から始まるんですが、久米島町内にはど

ういったかたちで周知されているのか、実際

されているのかどうか、確認します。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時42分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時44分）

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

子育てワンストップサービスというのはマ

イナンバーの導入に合わせて施行されるサー

ビスでございます。これはいわゆるポータル

サイトの方から入っていって、その手続をオ

ンライン上でできるというサービスにはなっ

ておりますが、そのためのいろいろなシステ

ム改修等はありますが、久米島町ではポータ

ルサイトから入っての手続というものは実施

はしないということになっていると思いま

す。いままでどおり紙ベースでの申請、とい

うかたちになっていたと思います。詳しいこ
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とは福祉課の担当になると思いますが、以上

です。

○ 議長 幸地猛

５番 吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今までと変わらないが、この条例をつくる

ということが、どういうことかということを

ちょっと。

○ 議長 幸地猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

提案理由の中に子育てワンストップサービ

スの開始によりとありますが、それ以外の手

続とかのもので行政手続法というのが改正さ

れたわけですね、これも含めて、それに合わ

せて町もその手続条例の改正を行う必要があ

るということで今回の改正になっています。

実はワンストップサービスを利用する為の改

正ではないと、それを機会に改正された法律

が改正されたことに伴う条例の改正となりま

す。

○ 議長 幸地猛

５番 吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

わかりましたが、じゃあ、この提案理由の

ところの理由はちょっとおかしいのかなとい

うところで一応、お願いしますね。

○ 議長 幸地猛

答弁はいいですか。

○ ５番 吉永浩議員

答弁…。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第34号、久米島町行政手続条

例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、議案第34号、久米

島町行政手続条例の一部を改正する条例につ

いては原案のとおり可決されました。

日程第11 平成28年度久米島町一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告つい

て

○ 議長 幸地猛

日程第11、報告第２号、平成28年度久米島

町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第２号、平成28年度久米島町一般会計

繰越明許費繰越計算書の報告について。

地方自治法施行令第146条第２項の規定に

より平成28年度久米島町一般会計予算の繰越

明許費にかかる繰越計算書を調整したので別

紙のとおり報告する。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方に平成28年度久米島町
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一般会計繰越明許費繰越計算書を添付してお

ります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから報告第２号、平成28年度久米島町

一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい

て終わります。

日程第12 専決処分（工事請負契約の一部

変更）の報告について

○ 議長 幸地猛

日程第12、報告第３号、専決処分（工事請

負契約の一部変更）の報告についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第３号、専決処分の報告について。

地方自治法第180条第１項の規定により議

会において指定されている事項について別紙

のとおり専決処分したので、同条第２項の規

定により報告する。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方をご覧ください。専決

第３号、専決処分書、平成28年第７回久米島

町議会定例会で議案第50号をもって議決され

た 平成28年度久米島縦断線道路改良工事

（１工区）工事請負契約についての一部を次

のとおり変更することについて、地方自治法

第180条第１項により議会において指定され

ている事項について、次のとおり専決処分す

る。

記

契約金額中51,840,000円を51,884,280円に

変更する。

理由でありますが、平成28年第７回久米島

町議会定例会で議案第50号をもって議決され

た平成28年度久米島縦断線道路改良工事（１

工区）工事請負契約の一部変更の必要が生じ

たため、地方自治法第180条第１項の規定に

より専決処分する。

平成29年４月６日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方に工事改定契約書の写

しと当時請負契約書の写しを添付しておりま

す。

ご審議のほど、よろしくお願いたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明は終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これで報告第３号、専決処分工事請負契約

の一部変更の報告についてを終わります。

日程第13 専決処分（工事請負契約の一部

変更）の報告ついて

○ 議長 幸地猛

日程第13、報告第４号、専決処分（工事請

負契約の一部変更）の報告についてを議題と
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します。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第４号、専決処分の報告について。

地方自治法第180条第１項の規定により議

会において指定されている事項について別紙

のとおり専決処分したので、同条第２項の規

定により報告する。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方をご覧ください。専決

第４号、専決処分書、平成28年第７回久米島

町議会定例会で議案第51号をもって議決され

た平成28年度久米島縦断線道路改良工事（２

工区）工事請負契約についての一部を次のと

おり変更することについて、地方自治法第18

0条第１項により議会において指定されてい

る事項について次のとおり専決処分する。

記

契約金額中50,760,000円を52,613,280円に

変更する。

提案理由でありますが、平成28年第７回久

米島町議会定例会で議案第51号をもって議決

された平成28年度久米島縦断線道路改良工事

（２工区）工事請負契約についての一部変更

の必要が生じたため、地方自治法第180条第

１項の規定により専決処分する。

平成29年４月６日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方に工事改定契約書と工

事改定契約書の写しを添付しております。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これで報告第４号、専決処分工事請負契約

の一部変更の報告についてを終わります。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時53分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時54分）

日程第14 久米島町固定資産評価審査委員

会の選任について

○ 議長 幸地猛

日程第14、同意第１号、久米島町固定資産

評価審査委員会の選任についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

同意第１号、久米島町固定資産評価審査委

員会委員の選任について。

下記の者を久米島町固定資産評価審査委員

会委員に任命したいので地方税法の規定によ

り議会の同意を求める。

記

住 所：沖縄県島尻郡久米島町字銭田×

番地

氏 名：吉永安克

生年月日：昭和×年×月×日

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄
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提案理由でありますが、久米島町固定資産

評価審査委員会委員の吉永安克氏が平成29年

６月30日付けで任期満了するので、再び同氏

を選任するため、地方税法第423条第３項の

規定により、議会の議決を得る必要がある。

これが、この議案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで、提案理由の説明を終わります。

お諮りします。

吉永千枝美町民課長が提案者と関係があり

ますので、この議場から退席を求めたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時55分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時56分）

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから同意第１号、久米島町固定資産評

価審査委員会の選任についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、同意第１号、久米

島町固定資産評価審査委員会の選任について

は原案のとおり可決されました。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後３時57分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後３時57分）

吉永千枝美町民課長の入場を認めます。

日程第15 久米島町教育委員会委員の任命

について

○ 議長 幸地猛

日程第15、同意第２号、久米島町教育委員

会委員の任命についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

同意第２号、久米島町教育委員会委員の任

命について。

下記の者を教育委員会委員に任命したいの

で、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第１項の規定により議会の同意を求

める。

記

住 所：沖縄県島尻郡久米島町字儀間×

番地

氏 名：高江洲眞知子

生年月日：昭和×年×月×日生

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由 久米島町教育委員会委員の中島

美幸氏が平成29年７月９日付けで任期満了と

するので、その後任に任命するため、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第４条第

１項の規定により議会の同意を得る必要があ

る。これがこの議案を提出する理由でありま

す。次ページ以降に略歴書が添付されており
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ます。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから同意第２号、久米島町教育委員会

教育委員の任命についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、同意第２号、教育

委員会教育委員の任命については、原案のと

おり可決されました。

日程第16 専決処分（久米島町税条例の一

部を改正する条例）の承認につ

いて

○ 議長 幸地猛

日程第16、承認第１号、専決処分（久米島

町税条例の一部を改正する条例）の承認につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

承認第１号、専決処分の承認について。地

方自治法第179条第１項の規定に基づき、別

紙のとおり専決処分したので、同条第３項の

規定によりこれを報告し、議会の承認を求め

る。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

次ページ方ご覧ください。専決第１号、専

決処分書、地方自治法第179条第１項の規定

により議会を招集する時間的余裕がないこと

があきらかであると認め、次のとおり専決処

分する。

平成29年４月１日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、地方税法及び航空

燃料剰余税法の一部を改正する法律が平成29

年４月１日から施行されることに伴い、久米

島町税条例の一部を改正し、同日から施行す

る必要があるが、同条例の改正について議会

を招集する時間的余裕がないことがあきらま

であると認め、地方自治法第179条第１項の

規定により専決処分をする。

なお、次ページの方に久米島町税条例の一

部を改正する条例。

大枠の中で左が改正前、右が改正後となっ

ております。なお下線が引かれている部分が

今回の改正内容となっております。

中ほどになりますが、附則としまして、第

１条で施行期日、そして第２条で町民税に関

する経過措置、第３条で固定資産税に関する

経過措置、第４条で軽自動車税に関する経過

措置、そして第５条で久米島町税条例等の一

部を改正する条例の一部改正、そして第６条

で久米島町税条例等の一部を改正する条例を

示しております。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。
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（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、承認第１号、専決処分（久米島

町税条例の一部を改正する条例）の承認につ

いてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、承認第１号、専決

処分（久米島町税条例の一部を改正する条例）

については原案のとおり可決されました。

日程第17 専決処分（久米島町固定資産税

の課税免除の特例に関する条例

の一部を改正する条例）の承認

について

○ 議長 幸地猛

日程第17、承認第２号、専決処分（久米島

町固定資産税の課税免除の特例に関する条例

の一部を改正する条例）についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

承認第２号、専決処分の承認について、地

方自治法第179条第１項の規定に基づき、別

紙のとおり専決処分したので、同条第３項の

規定によりこれを報告し、議会の承認を求め

る。

平成29年６月14日提出

久米島町長 大田治雄

次ページになりますが、専決第２号、専決

処分書、地方自治法第179条第１項の規定に

より議会を招集する時間的余裕がないことが

あきらまであると認め、次のとおり専決処分

する。

平成29年４月１日提出

久米島町長 大田治雄

理由でありますが、沖縄振興特別措置法第

９条等の地方税の課税免除または不均一課税

に伴う措置が適応される場合等を含める省令

が、平成29年４月１日から施行されることに

伴い、久米島町固定資産税の課税免除の特例

に関する条例の一部を改正し、同日から施行

する必要があるが、同条例の改正について議

会招集する時間的余裕がないことがあきらか

であると認め、地方自治法第179条第１項の

規定により専決処分する。

なお、次ページの方になりますが、久米島

町固定資産税の課税免除の特例に関する条例

の一部を改正する条例。大枠の中で左が改正

前、右が改正後となっております。下線の引

かれている部分が今回の改正内容となってお

ります。

附則としまして、第１項に施行期日、そし

て第２項で経過措置を示しております。

ご審議よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛
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これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、承認第２号、専決処分（久米島

町固定資産税の課税免除の特例に関する条例

の一部を改正する条例）についてを採決しま

す。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 幸地猛

全員挙手です。従って、承認第２号、専決

処分（久米島町固定資産税の課税免除の特例

に関する条例の一部を改正する条例）につい

ては原案のとおり可決されました。

日程第18 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第18、閉会中の議員派遣についてお諮

りします。

閉会中の議員派遣については別紙のとおり

決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」多数の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって閉会中の議員

派遣については別紙のとおり派遣することに

決定しました。

○ 議長 幸地猛

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。会議規則第７条の規定によって、第３回

久米島町議会定例会の全日程が終了しました

ので本日で閉会したいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」多数の声あり）

○ 議長 幸地猛

６月14日から始まりました平成29年第３回

久米島町議会定例会は予定されておりまし

た 全議案が議員各位並びに執行部のご協力

により無事終了することができました。ここ

に深く感謝申し上げます。

これにて、平成29年第３回久米島町議会定

例会を閉会します。

お疲れさまでした。

（閉会 午後４時06分）



- 140 -

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。
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